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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。





















この作品はフィクションです。実在の人物、団体名等とはいっさい関係ありません。
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一日目　八時十分　池いけ袋ぶくろ里り歩ほ（＠校門前）






　その日の池袋里歩は日直の当番で、お陰かげでいつもより早く家を出る羽目になった。

「んもう、『今日の占いカウントダウン』観てから出たかったのにぃ……」

　リポリンがそうぼやきながら校門をくぐると、どこからかこんな声が聞こえた。

「ドレミ……」

　池袋里歩、通称リポリンは羽はね里さと高校普通科に通う一年生だ。本人はしっかり者のつもりだが実際は天然のドジで、天性のトラブルメーカー体質の持ち主である。

「おや、依頼ですかぁ？」

　実はリポリンは羽里高校内の秘密組織、コクラセのメンバーだ。コクラセに依頼をする際にはメンバーに対して特定の符ふ牒ちようを口にする必要がある。そして今、聞こえた『ドレミ』こそ、リポリン専用の符牒であった。

　リポリンが振り向くと、立っていたのは小麦色の肌をした、ちょっと活発そうな少女だった。バッテンの髪留めがよく似合っている。

　あら可か愛わいい。

「私、特科一年の大おお島しま亜あ利り沙さって言います」

「私は普通科の池袋里歩」

　羽里高校の特徴的な点として普通科と特科の二コースが併設されていることが挙あげられる。通称特科こと、特別科は名前の通りエリート向けのコースで、高い進学実績を誇ほこる。豪ごう華かな専用校舎を与えられているのも学校側の期待の表れだろう。

　かと言って普通科の進学実績も決して悪いわけではない。ただ特科が優秀過ぎるだけの話だ。

　しかし校舎を分けているとはいえ、二つのコースが同じ敷地に存在することで校内にある種の捻ねじれが生じているのも事実だ。実際、特科生の中には公然と普通科を見下す者もいるし、普通科は普通科で選ばれし存在である特科生を僻ひがむ者もいる。まあ、端はたから見れば恵まれた者同士の小さないがみ合いかもしれないが、当事者にとっては笑い事ではなかったりするのだ。

「さて、どんな依頼？」

「あの、実は……」

　二人は目立たない場所に移動して、依頼の話をする。もちろん、リポリンは亜利沙の真ま面じ目めな打ち明け話に真剣に耳を傾かたむけた。

「ふむふむ……なるほどね」

　一通り話を聞き終えたリポリンは腕を組みうんうんと肯うなずく。ちなみにこれは彼女が考える専門家っぽい仕草だった。

「まあ、任せておいて。たぶん、放課後までに返事できると思うから、創立者像をチェックしておいてね」

　リポリンはそう言って赤いマフラーを取り出すと、創立者像の許もとへ向かった。





一日目　八時十五分　飯いい田だ橋ばしメグ（＠校門前）






　飯田橋メグはいつも通りの時間に登校した。メグは遅刻しないよう、いつだって余裕をもって家を出ているのだ。

　何せ、メグはこの学校では優等生で通っている。普段の生活ぐらい完かん璧ぺきにこなしてしまう。もちろん、決して無理をしているわけでなく、あくまで自然体で、それがメグのメグたる所以ゆえんだ。

　あら？

　メグは一瞬だけ足を止めて、それを確認した。もちろん、おくびにも出さない。しかしメグにとって創立者像の赤いマフラーは特別な日々が始まるサインだった。

　まったく、今回はどんな面倒事かしら。

　そんなことを思いながら、メグは親しい者にしか解わからない程度に早くなった歩調で、校舎へ向かった。





一日目　八時二十分　御お茶ちやノの水みず寛かん太た（＠校門前）






　御茶ノ水寛太もメグと同様、いつも通りに登校した。

　カンタの眼はいつだってそこに無いもの……見えない存在を追い求めている。それは登校しても変わらず、お陰で変わり者扱いされていた。

　もちろん、今日もそうだった。だが、カンタの視線は創立者像の赤いマフラーに吸い寄せられてしまった。

　おやおや、まあまあ……。

　カンタはその瞬間、眼に見えない存在のことは忘れ、仲間の姿を思い浮かべながら校舎へ消えて行った。





一日目　八時三十分　秋あき葉ば原げん治じ（＠校門前）






　はい、今日もギリギリセーフっと。

　秋葉原治が校門をくぐると、当番教師の魚うお住ずみが口うるさく注意を浴びせてきた。

「秋葉！　お前はどうして毎日毎日、そんなに遅く来るんだ！　もっと余裕を持って家を出ろ」

　そりゃ、一秒でも長く布ふ団とんにいたいからですよ、センセ。

「……明日は頑がん張ばります」

　そんな気のない返事で誤ご魔ま化かしてゲンジはゆっくり校舎へ向かう。息が切れるほど走らなくても出欠確認までに間に合うことは経験則で知っている。というか、ゲンジはもう教室で寝ることしか考えていなかった。

　今日の時間割は最高の並びなんだよね。特に午前中は教室移動がないからずっと寝続けられる……。

　そんなことを考えながら歩いていたゲンジだが、程なく創立者像に赤いマフラーが巻かれていることに気がついた。

「……やれやれ」

　ゲンジは欠伸あくびを一つ嚙かみ殺すと、またゆっくりとした歩調のまま、校舎へ向かった。





一日目　十二時五十七分　池袋里歩（＠アジト）






「で、大島亜利沙さんは同じ特科一年の小こ岩いわ俊しゆん二じ君に告白したいそうです」

　リポリンは他のメンバーに亜利沙から聴きいた情報を共有しているところだった。依頼を受ける前に、ひとまずメンバー全員で相談するのがコクラセのやり方なのだ。

「ええと、何から訊きこうかな……」

　ゲンジは普通科二年、適当に刈った顎あご鬚ひげと雑にまとめた後ろ髪が特徴的な、一見だらしない少年だった。実際、普段は教室で寝てばかりの無気力少年だが、コクラセの活動時はリーダーとして超人的な頭脳の冴さえを見せることがある。

「うん、まずは小岩君のことを簡単に話してみて」

　ゲンジの言葉にリポリンは肯く。

「小岩君は坊っちゃん刈りに眼鏡めがねなのに、実はスポーツマンという意外性を持ったタイプの子です。まあ、今は帰宅部ですけど昔は結構凄すごかったみたいです」

「二人の関係は？」

「大島さんと小岩君は同じ中学出身で、中一と中三の時は同じクラスにもなったことがあるそうです。何度かグループで遊びに行ったこともあるし、関係は決して悪いわけじゃないと」

「ふう……それって大島氏の片思いってことかい？」

　昼食のオニギリをお茶で流し込み終えたカンタが口を挟む。

　カンタはゲンジと同じく普通科二年の、ちょっと頼りなさそうな少年だ。本人は霊感があると思っているのだが、当然のことながら周囲の人間は誰一人まともに取り合ってくれない。しかしカンタの霊感（？）は時にコクラセに大きく貢こう献けんすることもあるのだ。

「まあ、片思いと言えば片思いなんでしょうけど、大島さん自身はそこに関しても悩んでいるみたいです。ゆっくりといい感じの関係になれた実感があるのに、あるところからピタッと進展しなくなったって」

　ただの片思い……そんな単純な話ではなさそうだ。

「ひひひ、まるでリポリンの成績みたいだねえ」

「なんですか！　見たことあるんですか！」

　リポリンがカンタに嚙み付こうとしたその時、冷静な声が耳に刺さった。

「二人とも」

　声の主はメグだった。

　メグは普通科二年、ゲンジの右腕のような存在で彼女なくしてコクラセは機能しないと言っても過言ではない。日頃は口数の少ないクールビューティーだが、底知れない怖さを秘めている。間違っても怒らせてはいけない人物だというのがコクラセ内での共通認識だった。

　リポリンは居住まいを正して、話を再開した。

「……で大島さんの話に戻りますが、中三の時は受験もあったんで恋心は封印してたらしいんですが、同じ高校の同じ学科に入れたことで運命を感じたみたいで……好き好きモードが止まらなくなったそうなんですが、なぜかずっと避さけられているんですって。特に二人きりになることを明らかに避けてるから、入学からこれまで告白のチャンスすらなかったとも言ってました」

「大おお袈げ裟さだねえ。さすがにチャンスの一回や二回ぐらいあったろう？」

「いやいや、割と真面目な話なんですよ。だって小岩君は中学時代、陸上部のレギュラーだったらしくて……ちょっとでも変な気配を見せると、全速力で逃げるから追いつけないそうです」

「……いきなり絶望的な情報をありがとう」

　ゲンジは腕組みして体重を椅い子すの背に預ける。ゲンジが面倒な依頼だと考えているのは明らかだ。

「告白ってのは二人が向かい合って成立するもの……その前に逃げられたら告白どころじゃないねえ。どうするリーダー？」

　不安そうにそう言うカンタに、ゲンジは肩をすくめてみせる。

「まあ、物は考えようだ。避けられているということはつまり、ターゲットが依頼人を強く意識してるってこと。丸っきり興味がないよりもずっとマシじゃないか。もっともこれは依頼人の自己申告だからね。あまり鵜う吞のみにするのも考え物だ。依頼は受けるつもりだけど、その前に調べておこうか」

　そう言ってゲンジはメグに視線を向ける。

「メグ、頼むよ。もちろん、いつものやつもお願いね」

「任せて。あと放課後はここに来られないけど大丈夫？」

「うん。メグに全部任せる」

　メグは肯くと静かにアジトを出て行った。

　今のやり取り、リポリンには半分だけ意味が解った。コクラセが依頼を引き受けた場合、創立者像にハゲヅラが被かぶせられることになっている。その仕事はいつもメグの役目で、だからそれが『いつものやつ』なのだろう。だが『頼むよ』で何を頼んだのかがさっぱり解らない。

　まあ、こうしたゲンジとメグのやり取りはコクラセにおいてもいつものことで……その度たびにリポリンは頭を悩ませることになるのだった。





一日目　十六時十五分　飯田橋メグ（＠通学路）






　放課後、メグはアジトに顔も出さずに下校していた。ただし、別に早く帰りたかったわけではない。今回のターゲットである俊二の後をつけるためだ。

　しかしさすがに足が速いわね。気を緩めると置いていかれそう。

　それでも俊二に気づかれずにぴったりマークできているあたりがさすがだ。

　メグはゲンジの頼みとあらばあらゆる場所に侵入し、依頼の達成に必要な情報を確実に手に入れる……まあ、一流のスパイのようなものだと思っていただきたい。

　やがて俊二は駅前に辿たどり着き、ついには駅の改札口の前に来たが……帰るのかと思いきやそのまま通り過ぎ、駅の裏の方へ行ってしまった。

　寄り道かしら？

　メグが疑問に思いながら尾行を続けていると、いきなり俊二が物陰に隠かくれた。一瞬、尾行を悟られたのかと思ってメグもつられて物陰に潜ひそんでしまったが俊二はこちらに特に気がついた様子もない。

　人間には誰かの行動を無意識に真ま似ねてしまう習性があり、これを同調行動と呼ぶ。今のメグの行動もまさしくそうだ。

　……よかった。

　メグはひとまず誰にも目撃されなかったことに安あん堵どした。

　メグが気を取り直して俊二を観察すると、彼がある一点をじっと凝ぎよう視ししていることに気がついた。その瞬間……メグはまたしても俊二と同じ場所を見てしまう。

　またやっちゃった。もう……。

　羞しゆう恥ち心しんを押し殺しながら俊二の視線の先を追ってみると……そこにあったのは両りよう国ごくセミナーという学習塾だった。

　メグは冷静になって俊二に関する情報を思い出す。

　そういえば情報によると、彼はここに通っていたわね。けど自分の通っている塾に入らずに見張るというのはどういうことかしら……何やらやっかいな事情がありそうね。

　メグの疑問はほどなく氷ひよう解かいした。

　両国セミナーの前に一人の少女がやってきた。制服から見て明らかに他校の生徒だ。

　俊二は物陰から飛び出すと、少女の前に立ちはだかり、何事かを真剣な表情で訴うつたえた。だが少女の方はにべもない様子で、俊二を視界から追い出したそうにしていた。

「話を聴いてくれ！」

「どっか行ってよ」

　二人はしばらく言い争っていたが、やがて彼女が何事かを吐き捨てると、俊二は膝ひざをついてしまった。そして少女は俊二を見捨てて、さっさと両国セミナーに入って行く。俊二は彼女の方に手を伸ばしかけて、そのままうずくまってしまった。

　今がチャンスね。

　メグは物陰から飛び出すと、たった今通りかかったような様子を装ってうずくまっている俊二に声をかけた。




　五分後、二人は近くの公園のベンチに並んで座っていた。

「気分はどう？」

　メグが場所を改めることを提案したら、俊二は素直に肯いてくれたのだ。そしてつつがなく自己紹介も終え、話を聞き出す準備は万端だ。

「……やっと落ち着きました」

　俊二はそう言ってすぐ顔を覆う。

「駅前だから当然ですけど、同じ学校の人に見られたのは恥ずかしいですよね」

「あとで彼女さんと仲直りできるといいわね」

　メグがそう言うと、俊二は苦い顔になる。

「彼女じゃないですよ。元彼女です。少し前まで付き合ってたんですけど、いきなりフラれちゃって……」

　俊二は照れたように頭をかく。

「それで納得できないから、直接文句を言いに行ったのね」

「あ、誤解しないで下さい。隠れて様子をうかがってはいましたがストーカーとかじゃないですよ。彼女、理由も言わずに俺をフリまして……何度話そうとしても逃げられたんです。それでつい待ち伏せを。というか、彼女自体に未練はもうないんですよ。ただ、どうしてフラれたのかだけが知りたくて……いや、まあようやく教えてもらったわけですけど」

　俊二は早口でまくし立てる。誤解を恐れるあまり全て説明しようとするタイプの人間らしい。

「……差し支つかえなかったら、フラれた理由を聞かせてくれない？」

「俺が乙女座だからですって」

　メグはつい首を傾かしげる。

「本当にそれだけ？」

「正確には乙女座の男とは相性が最悪だからって言われたんですけど……理不尽じゃないですか？」

「それはなんというか……ご愁しゆう傷しよう様さまね」

「俺だって好きで乙女座に生まれて来たわけじゃないですし……っていうか生まれるタイミングなんて自分ではどうにもならないでしょ！　お陰でもう元カノのことが一気に嫌いになりました」

　どうやら二人の復縁はなさそうね。

　比較的重要な情報を得たメグはついでにもう一つかまをかけてみることにした。

「けどモテるのね。前は違う子と校内を歩いてなかった？　えーと、あのちょっと日に焼けた子……」

　メグがそう言うと、俊二は勢いよく首を振った。

「え、もしかして大島亜利沙ですか？　見間違いですよ。あいつは彼女とかじゃないです」

「そうなの？」

「いや、そりゃ仲良かった時期もありましたけど……彼女できたらさすがに仲良くするのもアレじゃないですか」

「けどその大島さんには彼女ができたって言わなかったの？」

「何というか言いそびれちゃって」

「付き合う可能性を残しておきたかった、とか？」

　メグが意地悪な質問をすると、

「ホントそんなんじゃないんです。いや、なんて言ったらいいのか……」

　俊二は話しながら必死に言葉を探していた。

「大島って……異性としては悪くないんですよね。大島も俺にそれなりの好意を抱いてるのも解りますし、俺だって割と可愛いと思ってます。ただ、なんというか……絶対に付き合いたくない理由があるんですよ」

　メグは思わず笑顔を浮かべそうになった。理由があるなら、それさえ解消できれば問題は解決するかもしれない。

「それ、聞いてもいい？」

「ここだけの話……ウチの母親もアリサっていうんですよ。字は違いますけど」

　メグは一瞬、コメントに困った。

「ええと……それってつまり大島さんを見るとお母さんを思い出しちゃうってこと？」

　俊二は力強く肯く。

「友達ならまだしも彼女の名前が母親と同じなんて……正直、無理です。何というか付き合う以前に、あいつとそういう雰囲気になるのも勘弁して欲しいぐらいで……あ、もうこんな時間！」

　そこでようやくあまりに赤せき裸ら々らに話しすぎたと気がついたのか、俊二は突然誤魔化すように腕時計を見た。

「そろそろ帰らないと……ありがとうございました！」

　メグはそう言って去って行く俊二の背中を眺めながら、小声で呟つぶやいた。

「これでいい。任務完了」





二日目　十三時五分　秋葉原治（＠アジト）






　メグは昨日の夕方に得た情報をさっそくメンバーに共有してくれた。

「……というわけで、小岩君には付き合っていた人がいたみたいね」

「ほえー、彼女がいたんだあ」

「まあ、その子とは塾で知り合ったそうだから、大島さんが知らなくても無理はないわ。けど、もし知ったら大島さんの決意は揺ゆらぐかもしれないわね」

　そうなれば依頼そのものが無かったことになるかもしれない。

「も、元カノならセーフですよね。大事なのは今！」

　リポリンは慌てた様子でそんなことを口走る。それを訝いぶかしんだメグがこう訊たずねた。

「リホ、ちなみに報酬の交渉は？」

　コクラセは決して報酬を金銭で受け取らない……大抵は飲食物など、あとに残らないものが多い。まあ、メンバーへのちょっとしたご褒美だ。

　だがリポリンはまぶしい笑顔でこう言った。

「報酬は、なんと！　駅前の期間限定のジャンボパフェでぇす！」

　リポリンが報酬に眼が眩くらんでいるのは明らかだ。

「なんでそういう分けられないものにしちゃうのかねえ？」

　コクラセは秘密のチーム、故ゆえにメンバーは表立って仲良くしない。アジトの外では会話しないのが普通だ。

「だってえ、つい……」

　とりあえず報酬のことはまたあとで見直そう。

「まあ、元カノさんの話は黙ってればいいとして……そっちより名前の問題の方が大きいと思うねえ。だって母親と同じ名前だよ？　アタシもそれは確かにちょっと考えちゃうねえ……」

　カンタが身震いする。ただ、同じ男としてゲンジもその気持ちは解らなくない。

「メグ、小岩君と話した感じどうだった？　彼って自分勝手な奴？」

　ゲンジの問いにメグは首を横に振る。

「いいえ。訊きかれたことにはなるべく正直に答えようとする子だったし、まともな子なんだと思う。むしろ自分勝手なのは元彼女の方ね」

　なるほど、彼はまともか……それは使えるかもしれない。

　ゲンジは眼をつぶる。

「ねえ、リーダー。アタシ思うんだけど……」

「しっ、集中してるんだから声かけないで。赤い糸つむぎが始まりそうよ」
















　さすがはメグ、よく解っている。

　もちろん、ゲンジは眠ろうとしているわけではない。

　ゲンジは計画のピースがある程度揃そろった段階でこのような集中状態に入り、告白を成功させるための具体的なプランを立てる。その内容はドミノ倒しのように緻ち密みつで、必ずカップルは結ばれてしまうのだ。故にメンバーはこれを赤い糸つむぎと呼んでいる。

　そう、小岩君は大島さんの好意に気がついているし、憎からず思ってる。脈自体がないわけではない。だがアリサという名前がネックになっている。ここをどうにかしない限り、この告白は成功しない……。

　いや、告白の成否よりも重要なことがある。そもそも彼は大島さんと二人きりになることを警戒している。何せあの俊しゆん足そくだ。下手に近づいても逃げられてしまう。何らかの足止め手段が必要になるだろう。

　だからこそ彼のまともさを利用しないと……。

　ゲンジは眼を開くと、ゆっくりと息を吸う。

「……二人を結ぶ算段がついたかな。と言っても今回はいつもより簡単だ。そうだね、リポリンとカンタの二人に動いてもらおうか」

　ゲンジはざっと今回の作戦を五分で説明した。

「え、そんなことでいいんですか？」

　ずっと黙って聴いていたリポリンは驚きの声を上げた。

「いや、本当にそんなことで充分なんだよ。カンタが小岩君の位置を捕捉し、リポリンが足止めする……告白さえさせられれば成功するようになってる」

「けど、肝心の告白はどうするんですか？　そんな当たって砕けろみたいな無責任作戦、あんまりですよ！」

　必死に訴えかけるリポリンを見てもゲンジは平静だった。

「大丈夫。彼には魔法がかかっているからね。彼は必ず告白を受け入れる」

　ゲンジはそれだけ言うと、アジトを出るべく席を立った。

「じゃあ、決行は放課後で」





二日目　午後十五時四十五分　小岩俊二（＠特別科校舎）






　放課後、俊二は帰り支度を急いで済ませて教室を後にした。靴くつだってもう下駄箱から抜いてある。

　大島に見つからないようにしないと……まあ、毎日これだけ逃げ回ってるんだ。さすがにその内諦あきらめるだろ。

　そう思って廊ろう下かを歩いていると、つい亜利沙の姿を思い浮かべてしまう。

　確かに中学の頃から考えるとずいぶんと大人びた気がする。もしかしなくても付き合うべきなんじゃないか？

　そこまで考えた直後、母親のアリサが頭の中で暴れ出した。小太りで口うるさい、典型的なおばさんであるところのアリサが亜利沙への好意的な感情を尽ことごとく消していく。

　やっぱりないわ！

　そう思いながら俊二は亜利沙に見つからぬよう、外を目指した。





二日目　午後十五時四十六分　御茶ノ水寛太（＠特別科校舎・一階）






　カンタが特科の校舎の一階に行くと、亜利沙が困った表情で周囲を見回していた。

　きっと俊二を見失って困っているのだろう。

　そう思いながらカンタは亜利沙に声をかけた。

「ひひひ、告白の助けに来たよ」

「あ、あなたもメンバーなんですか？」

「ええ。アタシは普通科二年、御茶ノ水寛太。よろしく大島氏」

　さっと自己紹介を済ませるとカンタは眼をつぶって、耳に手を添える。そして俊二の気配を探った。

　んん……聞こえる、聞こえるねえ……。

「この靴下で廊下を歩くヒタヒタ音、そして元陸上部員っぽい脚力が奏かなでる足音の響き……これは間違いなく小岩氏の足音……そうか、玄関での待ち伏せを警戒して、靴だけ持って別のところからこっそり出ようとしてるね。目指す先は……裏庭っぽいねえ」

　カンタが眼を開くと、亜利沙が怪け訝げんそうな表情で自分を見ていることに気がついた。

「どうしてそんなこと解るんですか？」

「大島氏は怖い話、大丈夫かい？」

「え、ええ、まあ……」

　カンタは薄気味悪い笑顔を浮かべると、両手をだらんと垂らして幽霊のように突き出す。

「実はね……小岩氏に憑ついている霊がね、アタシの耳に音を飛ばしてくれるんだよ」

　実のところ、カンタは常人離れした感覚の持ち主で、聴覚や視覚が異常に発達している。そのため普通では感知できない情報を拾えてしまうのだ。そして今、カンタは俊二の足音を聴き分けていた。

「は、はあ……」

　ただ、とても残念なことに当人は自分の感覚を特別と思っておらず、本当に霊の仕し業わざだと信じているから誰とも話が嚙み合わないのだ。

「おっと、無駄口叩たたいてる場合じゃなかった。急ぐよ」

　カンタは俊二の気配を捉とらえたまま、リポリンの気配を探す。二人で協力して挟はさみ撃ちする必要があるからだ。





二日目　午後十五時五十分　小岩俊二（＠校内・裏庭）






　何とか裏口から外に出た俊二は胸を撫なで下ろした。

　さすがにここまで来ないよな……。

　俊二は周囲の様子をうかがう。俊二のいる裏庭は人ひと気けがなく、それでいて校内の色々なところに通じている。つまりどこから亜利沙が来てもすぐに解るし……すぐに逃げられるということだ。

　よし、今日も逃げ切ったな。

　そう安堵したのもつかの間、俊二はこちらへ向かってくる足音に気がついた。それも駆かけ足……すわ亜利沙かと思って確認したら、見たことのない快活そうな女の子がこちらへ向けてたったか走ってくるところだった。

　記憶をどう掘り返しても知り合いではなさそうだが……。

　俺に何か用かな？　告白？　まさかな……。

　しかし俊二の近くまで来ても勢いを緩めないところを見ると、俊二に用があるわけでなく、単に急いでいるだけかもしれない。そう思って俊二が警戒を解いた瞬間、すれ違い様に少女は片手を挙あげ、大きな声で挨あい拶さつしてきた。

「はぁい！」

　え、何だよ？　君なんか知らないよ……。

「は、はぁい！」

　しかし戸惑う心とは裏腹に俊二の手と口は勝手に反応してしまった。自分の意志とは関係なく生じたアクションに、俊二は余計に混乱する。

　……挨拶してきたってことはやっぱり知り合いだったのかな？

　俊二は背中の方を向いてすれ違っていく彼女に声をかけようとした。

「あの、何か用……」

　しかし少女は俊二の呼びかけを意に介した様子もなく、そのまま走り去ってしまった。その様を俊二は呆ぼう然ぜんと見守っていた。

　何だったんだ一体……。

　そんなことを思いながら俊二がまた前を向くと……そこには息を切らした亜利沙が立っていた。





二日目　午後十五時五十一分　池袋里歩（＠校内・裏庭）






　リポリンは俊二の脇を駆け抜けた。

「あの、何か用……」

　俊二が呼び止めても構わず走る。思わず振り向きそうになったが、ゲンジの説明のお陰で思い留まることができた。




「え、私は小岩君に『はぁい！』って言って手を挙げるだけでいいんですか？」

「そう。それだけでいい。ただし一回こっきりのチャンスだから失敗したら終わりだよ。間違っても同調行動で返事をしないようにね」

「同調行動？」

「人間にはね、無意識に他人と同じ行動を取ってしまう習性があるんだ。特に一対一の時が面白くてね。相手にされたことをそっくりそのまま返してしまうんだ」

「つまり私が『はぁい！』って言って手を挙げたら……小岩君もそうしちゃうってことですか？」

「そういうこと。リポリン、君は吞のみ込みが早いね。まさにそうしちゃうという表現がしっくり来る」

「えへへ……それほどでも」

　リポリンは頭をかく。

「けど、本当に上手くいきますかね？」

「絶対に上手くいくわ」

　太たい鼓こ判ばんを押したのはメグだった。

「私も昨日、同調行動の恐ろしさを実感したばかりだから」

「恐ろしさ？　何があったんですか？」

「……コホン。なんでもないわ」

　だがメグは咳払いをするばかりで答えてくれなかった。

「私のことはいいでしょう。それよりリホは訊きたいことがあるんじゃないの？」

　そう言われて気がついた。

「そうでした。そもそも小岩君がつられて手を挙げたからどうなるんですか？」

「どうなると思う？」

「たぶん、気を引けるわけですから……時間稼ぎですかね」

　俊二がリポリンに気を取られている隙に、カンタの誘導によって亜利沙が俊二の前に急いで現れる……ゲンジの説明ではそういう算段だった。

「けど、それなら私が走り去らずにその場に留とどまった方がもっと効果的じゃないですか？」

　だが至し極ごく真っ当な疑問を口にしたリポリンにゲンジは少し笑って、こう答えたのだった。

「それじゃ魔法の意味がないんだよ」




　魔法の意味がない……っていうか魔法がかかっているってそもそもどういう意味だったんだろう。

　ゲンジの謎なぞの言葉を反はん芻すうしながら、リポリンは俊二の視界から逃れた。





二日目　午後十五時五十一分　小岩俊二（＠校内・裏庭）






「今、私のこと呼んだよね？　どうしたの？」

　亜利沙に先手を取られて、俊二は言葉に迷う。

「あ、いや、その……」

　亜利沙が今の俊二の取ったアクションで、自分が声をかけられたのだと思って走ってきたのは明白だった。もちろん、『はぁい！』と言ったのも手を挙げたのも俊二の本意ではなく、完全に亜利沙の誤解なわけだが……俊二は一連の流れをとても一言では説明できる気がしなかった。

　知らない女の子が走ってきて『はぁい！』と言ったからついそう返してしまっただけの話なのだが、まずその『つい』に上手く説明がつけられない。ましてや手まで挙げている以上、「いや、ついうっかりで……」と言っても納得してくれるとは思えなかった。

　そしてこれがあの少女のせいでも、もし亜利沙自身が俊二に呼び止められたと感じたのなら、それは俊二に責任があるということだ。

　それにここでにべもない態度を取ったら……それこそあの女と同じじゃないか。

　俊二はひとまず誤解を解くことを諦めた。

「そうだな。俺が呼んだ」

　誤解したのは亜利沙だが、誤解させた自分に非がある。だからここで逃げるのは最低だ。そう思って俊二は逃走という選択肢を放ほう棄きした。

「と言っても、特に用はないんだ。何となく声を出しただけで……」

「私の方は俊二に用があるんだ」

　亜利沙はズバッと言い放った。

　誤魔化してこの場をなかったことにしようとしたのが裏目に出たか……。

「あ、そうなんだ」

　俊二はそう答えて思わず周囲を見回したが、自分の半径二十メートル以内にいるのは亜利沙だけだった。

　あの少女のせいで、あれだけ避けていた面倒なシチュエーションに嵌はまってしまった。これはマズいぞ。

「私、前から……中学の時から俊二のことがずっと好きだったんだ」

　言われて悪い気はしなかった。どうやら自分は思っていた以上に亜利沙に好意を抱いていたらしい。

「あの、だから、私と付き合ってくだはい」

　嚙んだ！

「……付き合って下さい」

　亜利沙は泣きそうな表情で言い直すと、頭を下げた。

　こいつ……滅め茶ちや苦く茶ちや可愛いぞ。っていうかなんで俺はあんな女と付き合ってたんだろう。

　しかし直後、また母親のアリサの顔が浮かぶ。

『あら、俊二。もしかして色気づいたの？』

　頭の中の母親がそう語りかけてきて、俊二の気持ちは一気に萎なえた。

　やっぱり無理だ。何かあるごとにこうなるに決まってる。

　俊二は少し悩んで、きっぱりと断ることにした。それがちゃんと告白してくれた亜利沙への最低限の礼儀だと思ったからだ。

「わ……」

　俊二は「悪いけど無理」と言おうとした。なのに、『わ』しか言えなかった。だが俊二はすぐにその理由に思い至る。

　そういえばこれは元カノからフラれた時に言われた言葉じゃないか。たったそれだけの言葉で別れの意志を告げられ、俺は昨日まで自分の何が悪かったのか死ぬほど悩んだ。

「わ？」

　不安そうな表情で亜利沙がこちらをうかがっている。その様子も妙に可愛くて、俊二の心は揺れた。

　そうだな……理由もなしに一言でフラれたりしたらきっと大島の心に傷が残る。ここはしっかりと理由もセットで断らないと。

『こっちの都合で申し訳ないけど。その亜利沙って名前がだめでさ』……よし、この辺から始めて、ダダダダッと全部言い切ってしまおう。

「こ……」

　だが俊二はまたしても『こ』しか言えなかった。

　そうか……そうだよな。理不尽な理由でフラれるのって辛いよな……俺も昨日、『乙女座の男は無理』って言われて辛かったよ。

　だったらこんな理由、直接本人に言えるわけないじゃないか！

「こ？」

　亜利沙は不安そうに俊二の顔を見ている。きっと心臓が張り裂けそうになりながら返事を待ちわびているのだろう。どうしても亜利沙を傷つける返事はできそうにない。

　そうか。こいつを傷つけたくないって思うのはそれだけ大事に感じてるせいだ。なら散々逃げ回ってきたけど……俺が克こく服ふくすれば済すむだけの話じゃないか。

「こ……」

「こ？」

　その言葉は思いの外ほかあっさりと放たれた。

「……こちらこそよろしく」

　俊二が自分の言葉に困惑していると、亜利沙が泣き笑いの顔で飛びついてきた。





二日目　午後十五時五十三分　秋葉原治（＠校内・裏庭）






　どうやら成功したみたいだ。

　告白の成功を見届けて、ゲンジはアジトへ足を運ぶ。するとほどなくして他のメンバーもやって来た。

「本当に成功しちゃいましたね……あの二人、抱き合ってましたよ」

「うん。アタシも遠くから聴いてたけど、まさかあんなに上手くいくなんて」

　リポリンとカンタはしきりに感心している。だがメグだけはクールに二人をたしなめた。

「二人ともいい加減慣れなさい。リーダーの作戦が失敗したことあった？」

「ないです」

「ないね」

　あんまり褒ほめられると面おも映はゆいな。

　ゲンジが照れ隠しに机に突つっ伏ぷしてやろうと思った矢先、リポリンがこんなことを訊ねてきた。

「リーダー、小岩君に魔法がかかっているってどういう意味なんですか？」

「……そんなこと言ったっけ？」

「言・い・ま・し・た！　もう、いい加減にして下さい」

　説明が面倒だからとぼけようとしたのだが、失敗してしまったようだ。

「魔法って言った方がロマンチックかなと思っただけで、実際は呪のろいの方が近いな」

「一気に邪悪になりましたね……」

「人間って面白いもので、自分がされて辛いことは他人にできないようになってるんだよ。普通はね」

「あっ、解ります。私もたまにカンタ先輩にムカついてお昼ご飯全部食べてやろうと思う瞬間があるんですけど、午後お腹なか空すいたら可か哀わい想そうだなって……」

　大丈夫かな、このチーム。

「まあ、反対に相手にとって辛いことを平気でやれる人はそのための特殊な訓練を積んだか、それとも相手の痛みを想像するだけの能力がないかのどちらかだろう」

「じゃあ、小岩君の元カノは？」

「たぶん、後者でしょうね」

　リポリンの素朴な疑問に答えたのはメグだった。

「まあ、前者だったら……同じ女性としてちょっと尊敬するかも」

　僕は少しばかり女性不信になりそうだよ。

　ゲンジはそんな言葉を吞み込んで解説に戻る。

「小岩君は最近、付き合っていた彼女に理不尽にフラれたばかりだ。そして好きな相手に何をされたら辛いのか、骨の髄ずいまで思い知ったばかりだから……彼は彼で自分がされて辛いこと、厭いやなことを大島さんにはできなかったんだよ。だから結局自分の方から折れたってわけさ」

　もちろん、俊二が例のアリサアレルギーを克服できるかはゲンジにも解らないが……案外付き合い出したらどうでもよくなるのかもしれない。

「しかし大胆な賭かけだったねえ。今頃冷や汗が出てきたよ」

　ハンカチで汗を拭ふきながらカンタがそう言った。

「どうして？」

「そりゃ、小岩氏がいくら大島氏を憎からず思っていたとしても、『やっぱり母親と同じ名前の子は厭だ』ってなってた可能性だってあったわけだろう」

「ないよ。あるわけないじゃないか」

「へ？　どうしてだい？」

　そう戸惑うカンタにゲンジはこう嘯うそぶいてみせた。

「だってコクラセに失敗の文字はないからね」
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一日目　八時二十分　池いけ袋ぶくろ里り歩ほ（＠校門前）






　♪フンフンフーン

　可愛らしい少女が鼻はな唄うた混じりで校門をくぐった。

　池袋里歩、通称リポリンは羽はね里さと高校普通科に通う一年生だ。本人はしっかり者のつもりだが実際は天然のドジで、天性のトラブルメーカー体質の持ち主である。

　今日も一日楽しいといいな。

　リポリンがそんなことを考えながら校舎を目指していると、いきなり長身の男に声をかけられた。

「一年の池袋里歩だな？」

　リポリンは思わず首を傾かしげる。雰囲気的に上級生だと思うが何の用だろうか。

「そうですけどぉ？」

「俺は両りよう国ごく呼よび彦ひこ、普通科二年だ」

　呼彦はオールバックに眼鏡めがねの、まあハンサムと言っても差し支つかえない容よう貌ぼうの持ち主だった。しかしそれ以上に面倒くさそうなオーラを放っており、格好よさを打ち消している。断言はできないがきっと彼女はいないだろう。

「あの、自己紹介を聴ききたかったわけじゃないんですが？」

「おっといかん。ドレミ……これでいいのか？」

　仕事の依頼だ！

「あーはいはいはい。なるほどなるほど。で、お相手は？」

　呼彦は返事の代わりに一枚の写真を差し出してこう言った。

「特科二年の押おし上あげ公きみ子こだ。現在彼氏なし……というか俺の幼なじみだ」

　押上公子さんね。知らないけど、まあなんとかなるでしょ。

「解わかりました。今日の放課後あたり、創立者像を見て下さい。大変なことになってたら依頼成立です」

　リポリンは呼彦にそう断りを入れると、他のメンバーへ依頼があったことを知らせるべく、創立者像に赤いマフラーを巻きに走った。





一日目　十三時十分　秋あき葉ば原げん治じ（＠アジト）






　コクラセは依頼を受ける前に皆で内容を吟ぎん味みするのが常となっている。だからメンバーは普通科三階の奧にあるコクラセのアジトに集合していた。

「ふーん、押上さんねえ」

　写真には瘦やせぎすで背の高い少女が写っている。きっともう少し筋肉があればバレーボール部かバスケットボール部で活躍しただろうと秋葉原治は思いながら欠伸あくびをして大きく伸びをする。今朝起きた瞬間からもうずっと眠いのだ。

　うん、この眠さは実に平常運転。午後も気持ちよく眠れそうだね。

「見たことあるような、ないような……そんな顔だね」

「どっちなんだい、もう！」

　ゲンジが写真を眺ながめながらそうつぶやくと、御お茶ちやノの水みず寛かん太たがツッコんだ。

「だけど両国君の方は解るよ。隣のクラスで何度か見かけたことがあるからね」

「両国氏のことならアタシだって知ってる。彼、変わり者で有名でしょ。お陰かげで顔はいいのにあんまりモテない」

「顔だけじゃないだろう。成績も運動神経もいいんだ。なのにモテないということは何か問題があるんだよ」

　しかし依頼を受ける上では大きなマイナス材料だ。

「はいはいはーい！」

　リポリンが手を挙げる。

「なんだいリポリン」

「両国先輩によると押上先輩とは幼なじみで、おまけに現在フリーだそうです。これなら断る理由がないでしょ？」

　コクラセとはつまり告らせ……告白を成功させるチームなのだ。この四人の力を合わせれば不可能な依頼なんて存在しない。

「ふむ……そうか。だったら、まあいいか」

「報ほう酬しゆうはどうします？」

　ゲンジはしばらく考えた後、やがて歯切れ悪く答えた。

「ジュースを五十本、いや百本かな」

　コクラセは報酬を決して現金で受け取らない。大抵は飲食物の形で受け取ることになるが、それにしたって決して高すぎたりはしない。要は気持ちをそれなりにもらうというのが彼らのスタンスだ。

　ゲンジは頭をガリガリとかく。

「タマへの借りがずいぶんたまってるからね」

　タマというのは放送部の代よ々よ木ぎたまのことだが、彼女には情報屋という裏の顔があった。校内のことで知りたいことがあれば彼女に訊きくのがてっとり早い。ただし報酬としてジュースを要求されるのだが、なんやかんやで未払いになっている。

　ゲンジはまた大きく欠伸をすると、飯いい田だ橋ばしメグにこう命じた。

「じゃあ、メグ。頼むよ」

「解ったわ」

　創立者像に依頼成立の証であるハゲヅラを被かぶせるべく、メグは音もなくアジトから出て行った。





一日目　十六時十分　池袋里歩（＠校内）






「引き受けてくれてありがとう。感謝する」

　放課後。呼彦は会うなり、リポリンの手を取ると上下にぶんぶん振った。リポリンは抗議する気も失うせて、ただ手を任せていた。

「ところであのハゲヅラには驚かされたな。衆しゆう人じん環かん視しの中、一体どうやって被せたんだ？」

　それはメグの仕事だが、そのやり方はリポリンだって解らない。

「き、企業秘密です」

「そうか。それなら仕方ないな」

　呼彦は何か納得した様子で勝手に肯うなずいていた。まあ、そんなことより依頼の話だ。

「あのー、それで両国先輩はどの程度、押上先輩と親しいのですか？」

「君、聞いてくれないか！」

　わあ、会話が成立しない！

「は、はあ」

　リポリンは呼彦に吞のまれそうになりながら話に耳を傾かたむけることにした。

「実はだね、告白の計画はもう立ててあるんだ。俺の実家が塾を数件経営しているのは知ってるよね？」

「知るわけないじゃ……あ、もしかして両国セミナーって？」

　通学路でよく見かける名前だ。クラスに通っている生徒もいるし、評判もそう悪くなかったはずだ。というか、この前の依頼でも告白相手が通っていた。

「やはり知っていたか。ふむ、もし通う気になったら君には特別にサービスしてあげよう。受験には早めの対策が一番だ。ぜひ、今度ウチの体験講座に来てくれたまえ」

　話が全然前に進まない。自分からさっさと必要なことを聞き出して切り上げないとだめっぽいな。

「あはは……それでご実家の塾と告白に何の関係があるんですか？」

「よくぞ訊いてくれた。実は今度、小学生向けにＯＫティーチャーという補習サービスを始めようと思う。これがサンプルだ」

　呼彦が差し出したチラシには『現役の羽里高生がお子さんの勉強を安心サポート。なんと教師のイニシャルは全員Ｏ・Ｋ……すなわちＯＫティーチャー、これで勉強は全部ＯＫです』とあった。意味が解らなくて情報の処理が追いつかない。

「えーと、これは……」

「書いてある通りだ。羽里の生徒が近所の小学生の勉強を見る」

「じゃなくて、このＯ・Ｋというのは……」

「落ちる、滑すべる、転ぶ……とにかく保護者は不吉なキーワードを嫌う。もちろん、俺はオカルトなど信じていないが、保護者の全てがそうとは限らないからな。要は験げん担かつぎだ」

　まあ、Ｏ・Ｋのイニシャルはともかく羽里の名はそこそこのブランドだ。この辺でなら充分通じるだろう。

「どう思うかな？」

　呼彦は自信満々だし、ここは話を合わせておくのがよさそうだ。

「へ、へえー、いいんじゃないですかね」

「いいわけないだろう！」

　呼彦は突然キレた。

「小学生向けの学習サービスなんてレッドオーシャンだ。解るか？　駅前では血で血を洗う仁じん義ぎなき戦いが繰り広げられてるんだぞ。一高校生の思いつきが通用するはずない！」

　あ、この人面倒くさい。超面倒くさい。

「だったらなんでこんなことしてるんですか？」

「これが作戦だからさ。まだ気がつかないのか？　押上公子のイニシャルは？」

「ＯＫ……あっ！」

　リポリンがそう告げた途端、呼彦は得意げな顔になる。なんて腹の立つ依頼人だろうか。

「どうかな？　架空の求人でおびき寄せる……全ては彼女に告白するための布石、こちらから行くのではなく向こうに出向かせるという逆転の発想だ」

「あの、そういうのどうかと思いますよ」

　リポリンは呼彦のアイデアにあまり賛同できなかった。完全に呼彦の都合で、告白される公子のことを考えていない。

「割のいいバイトの面接に出かけたらいきなり告白されるとか、かなり印象悪いです」

「そんなことするわけないだろう！　君は俺を何だと思ってるんだ」

　もう疲れた。この話、早く終わって欲しい。

「計画はこうだ。いきなり彼女を採用するわけではなく、ちゃんと選考というステップを踏ふむ」

「つまりそれは押上先輩以外の人が応募してくることを想定してるんですか？」

「そういうことだ。また、そうでなければ彼女だって警戒するはずだ。そうだな、まず最初に二十人程度を一つの場所に集めて、ＯＫティーチャーの説明をする。集まった中には彼女の見知った顔もあるだろう。それで彼女の警戒を解き、選考も複数回に分けて、徐々に人を減らしていく。適性テストを受けさせたり、辞書を書き写させたり、小学生レベルのドリルを解かせたり……時間はそれなりに取るがとにかく簡単な選考だ。というか、意味はない。彼女が残るのは決まってることだからな」

「でも、それだと落とされた人が怒ってどこかに駆かけ込む可能性ありません？」

「心配ご無用。その対策は既すでに考えている。さて、ここが計画の肝きもだが……競争相手が徐々に減っていくにつれ、やがて彼女は疑問を抱く。どうして自分がここまで残っているのだろうか。他に優秀な生徒もいたはずなのに……と。そして賢明な彼女は自分の身に起きた幸運について推理を始める」

「推理……ですか？」

「彼女のご両親は共働きでね。一人ぼっちの時間を埋めるために彼女は本を読み始め、ミステリが大好きになった。きっと自分が不思議な事件に巻き込まれたら……という妄もう想そうで時間を潰つぶしたことがあるだろう。その妄想を叶かなえてあげるわけだ。

　実は彼女の家のお隣さんは結構な資産家なんだ。だから彼女はこう考える。表のセキュリティは厳重だけど自分の家から壁に穴を空けたら？　もしＯＫティーチャーの選考中に誰かが壁をこっそり壊していたら？　やがて考えは確信に変わり、彼女は選考を放り出して家に戻る。すると俺が待っていて……告白に移るという寸法だ」

　呼彦の話にリポリンは思わず首を傾げる。

「あの、とっても根本的な話なんですけど、それって下手しなくても先輩が犯罪者扱いされませんか？　押上先輩がドン引きしたら告白なんて成功するわけないんじゃ……」

「なんだそんなことか」

　呼彦は不敵に笑いながら眼鏡を直す。

「俺が盗みに入るのではなく、むしろその盗みを防いでいたとしたらどうかな？　つまり窃せつ盗とう団だんは他にいて、俺はそれを密かに撃げき退たいしていたというストーリーなんだが」

「ええとつまり……犯罪者かと思ったら実は正義の味方だったってどんでん返しですか？」

　呼彦は深く肯く。

「筋書きはこうだ。近い内に彼女の隣の家に窃盗団が押し入る噂うわさを耳にした俺はＯＫティーチャーという噓うその募集で彼女を家から引き離し、彼女の身の安全を確保しようとしていた。そして目もく論ろ見み通り、窃盗団を追い返すことに成功したが、撤てつ収しゆうする前に彼女に見つかってしまう……しかし彼女は俺をこの行動に駆り立てたのが自分への好意と理解し、俺の告白を受け入れる……どうかな？」

　ご都合主義だが、告白に至るまでのルートは確かに通じている。

「計画が全部思った通りに進んだら上手くいくんじゃないですかね」

　まあ、だいたいの事情は察さつした。今回の依頼人は具体的なプランを持っていて、コクラセにはそのサポートをお願いしたいというわけか。

　今、呼彦が説明した通りになれば上手くいくかもしれないが、結局はゲンジと相談しなければ何とも言えなさそうだ。

「それでウチの学校にイニシャルＯ・Ｋの生徒はどのくらいいるんですか？」

「それは知らんよ。俺の関知するところではない」

　そこからかい！

「知らないでそんな計画立てたんですか？」

「俺の計画はまだ机の上で生まれたばかりだ。実データをインプットして、これから調整を加えていく必要がある。調べるのは当然、君たちの役目だが」

　これでは先が思いやられる。報酬分ぐらいはきっちり働く必要がありそうだ。

「……あの、冷静に考えるとですね。私たちの出る幕ありますか？」

「どういうことかな？」

「いや、お望み通り、押上先輩をＯＫティーチャーに応募させるところとかは協力できるかもしれませんよ。けどその先は両国先輩が何とかするんでしょう？」

　リポリンの問いに呼彦は白い歯を覗のぞかせてこう答えた。

「俺が逐ちく一いち動いたらおかしいだろう？　彼女に怪あやしませるためにはむしろ俺は姿を消してなくてはいけない。だから……」

　呼彦の注文を聴いて、リポリンは眼を剝むきそうになった。





一日目　十六時三十分　池袋里歩（＠アジト）






「ふーん。選考にコクラセからスパイを潜もぐり込ませろねえ……」

　校内でメグとすれ違ったリポリンは中間報告がてら、アジトで一部始終を説明した。

「そうなんですよー。もう滅茶苦茶で」

　呼彦の注文はＯＫティーチャーの選考に紛まぎれて、公子を監かん視し及びコントロールする人間を用意しろということなのだが、コクラセの活動は一般生徒には秘密なので簡単にはアウトソーシングできないときている。

「聞けば聞くほどなかなかにやっかいな依頼ね。最後の最後で押上さんが両国君の真の意い図とに気がつかないと意味がないわけでしょう？　真実に気づかせずに誘導するのはかなり大変だと思うけど」

　しかしメグはそうは言いながらも表情を変えず、言葉ほど困惑している様子はない。

「どうします？　断りますか？」

　メグは首を横に振った。

「リーダーの性格的に考えて、一度引き受けた以上はやり遂とげると思う。ただ、両国君の計画には穴が沢山ある……というより、ありすぎる」

　コクラセメンバーの中でゲンジのことを一番よく理解しているのはメグだ。二人はそれこそ何も言わずに通じあえるところがあり……メグがそう言うのなら間違いないだろう。

「あ、でもメグさんならスパイに適任じゃないですか？」

「リーダーが命じるのなら構わないけれど、正直厳しいと思う。私は特科にいたから、押上さんの方はこっちを知っているかもしれない。計画失敗の原因となりそうな材料はなるべく排除するべきよ」

「そうですか。メグさんならばっちりだと思ったんですけどね。あとはカンタ先輩ですが……あんまり頼りにならなさそうです」

　メグの表情が一瞬、空を見た。何かに気がついたのかもしれない。

「どうしました？」

「まあ、スパイのことは何とかなりそうだなって。それよりリホはイニシャルＯ・Ｋの生徒がどれだけいるか調べておいてくれる？　両国君の計画については私からリーダーに説明しておくから」

　メグが何とかなると言うのなら、間違いないのだろう。

「けど、難しいですよ」

　全校生徒の情報を一括して集めるのはかなり難しい。羽里高校に限らず、生徒の連絡先が書かれた名めい簿ぼというのはそれだけで価値があるからだ。故に校内の不ふ心こころ得え者ものが業者に売り渡さないよう、生徒は簡単にそうした情報にアクセスはできないようになっている。

　だがメグはかぶりを振ると、リポリンに微笑ほほえみかけた。

「大丈夫。そのための職員室、そのための先生よ」





一日目　十六時五十分　池袋里歩（＠職員室）






　職員室に入ったリポリンは室内に少し熊っぽい雰囲気の男性を発見した。

　彼の名前は魚うお住ずみ、特別科の体育教師だ。なぜか魚に対しては異常なまでの愛着を持っており、学校で飼かっている魚をとても大事にしている。

　リポリンはポケットから鍵かぎと油性ペンを取り出し、付属のキーホルダーにＯ・Ｋと書いた。そして一瞬ほくそ笑んでから魚住に話しかける。

「あのお、魚住先生。ちょっといいですかあ？」

　リポリンが声をかけると魚住は警戒した表情で少し後ずさる。何せ、魚住のリポリンに関する記憶にはロクなものがない。生徒が相手とはいえ、トラブルメーカーである彼女が声をかけてきたのだから当然の反応だ。

「……どうした池袋？」

　逃がしませんよ、先生。

「これ見て下さいよ」

　リポリンは鍵を持って魚住の机まで歩み寄る。

「落とし物の鍵を見つけたんですけどちょっと緊急っぽいというか……魚住先生の力が必要っぽいというか」

「どういうことだ？」

「ほら、キーホルダーの部分を見て下さい」

　リポリンは魚住にキーホルダーのＯ・Ｋがよく見えるように差し出した。

「ここにＯ・Ｋのイニシャルがありますよね？」

「おそらく持ち主のイニシャルだろうな」

「このＯ・Ｋさん、きっと困ってると思うんですよ。なるべく早く返してあげたいなって」

「うん。まだ校内にいるかもしれんから放送で呼びかけてみよう。じゃあ、鍵は預かろう」

　おっと、ここで鍵を渡してしまったら何にもならない。

「あの、『Ｏ・Ｋのイニシャルの鍵に心当たりのある者は……』みたいな放送するの、危なくないですか？　悪いことを考えてる人が取りに来たら大変ですよ」

「む、確かにな……」

「だからＯ・Ｋさんをリストアップして、個別に放送で注意を呼びかけるというのはどうでしょうか。『○○さん、××さん、大切な落とし物に心当たりがあるなら職員室へ』って」

　そんなリポリンの提案に魚住は心底感心したような顔になった。

「池袋、見直したぞ」

「じゃあ、すぐに終わらせましょう。私はメモりますから。全校生徒の名簿からＯ・Ｋさんをピックアップして読み上げて下さい」

「確かに池袋の言う通りだ。よし、待ってろ」

　魚住は立ち上がると、少し離れた場所のキャビネットから厚いファイルを持って来た。あれこそ喉のどから手が出るほど見たかった全校生徒の名簿だろう。

「イニシャルＯ・Ｋの生徒……名字が『お』で始まる生徒から、名前が『カ行』で始まるものを挙げていけばいいんだな」

　そう言ってしばらく黙ってページをめくっていた魚住だったが、やがて「よし、ここの辺だ」とつぶやき、ゆっくりと読み上げていく。

「オイカワキョウコ、オオモリカナ、オガワケイスケ、オカチマチケント、オケタニクロウ、オサナイカナミ、オダカイト、オチャノミズカンタ、オトナシコウジ、オニワコウサク、オノミチキスケ、オミガワケイ、オリハラケンサク、オンダコナミ……こんなものか」

　よし、それなりにいる！　これなら計画も成立だ。

　リポリンはそう思った直後、リストの中によく知っている名前があることに気がついた。





四日目　十六時四十五分　御茶ノ水寛太（＠両国セミナー）






　なんでこんなことになっちまったんだろうねえ……。

　カンタは鉛筆を置くと、ため息を吐つく。部屋の中はページをめくる音と鉛筆が解答用紙を引っかく音に支配されていた。

　ここはかつて両国セミナーの教室だった場所で、今は一時的に物置として使われている。とはいえ後ろの方は物で溢あふれてはいるものの、前の方は机も椅い子すもそのまま並んでおり、少人数ならそのまま授業ができそうな感じではある。

　そしてカンタは今、ＯＫティーチャーの選抜試験を受けている真っ最中だった。




　それは三日前のリポリンの余計な一言がきっかけだった。

「私、魚住先生の読み上げを聞いて気がついたんですけど、カンタ先輩のイニシャルもＯ・Ｋなんですよね」

　そんなことはリポリンに言われるまでもなく気がついていた。ただ言い出すとロクでもないことになるから口を噤つぐんでいたのだ。

「へ、へえー、偶然だねえ」

「何を知らない振ふりしてるんですか。これ、どう考えてもカンタ先輩がスパイになるべきですよ」

　リポリンはニヤニヤしながらカンタに言った。

「それにしてもメグさんも人が悪いなあ。あの時、カンタ先輩が適任だって気がついたんなら職員室に潜せん入にゆうする前に言ってくれればいいじゃないですか」

「どちらにせよ、リストは必要なんだから問題なかったでしょう」

　メグは涼すずしい顔で言う。

「ええ……別にアタシじゃなくたって、誰かが偽名で参加すればいい話だろうに」

「またまたー、カンタ先輩の他に誰ができるっていうんですか。そうそう、お礼は魚住先生から鍵を回収してくれるだけで結構ですよ」

　さすがのカンタも軽く苛いら立だった。後輩とはいえやっかいな仕事を押しつけられてどうしてお礼が必要になるのだ。

「え、どうしてアタシが？　どこぞのＯ・Ｋさんに頼んで取り返してもらったらどうだい？」

　そうつれなくあしらおうとすると、リポリンが必死の形ぎよう相そうでカンタの腕にすがりついて来た。

「お願いします！　私、今家の鍵持ってないんです。ピンチなんですよ！」

「どうしてそんな考えなしのことをするのかねえ……」

「いいアイデアだと思ったんですよう……」

「解ったよ。あとで取りに行ってくるから」

　そう言うとリポリンは手を離してニコニコ笑い出した。まったく現金なことだ。

「けど両国氏がアタシを名指ししてきたわけじゃないんだし、きっと偽名で混じっても大丈夫だよ」

『ＯＫティーチャー』の募集要項には『偽名での募集を避さけるために学生証を提示すること』とあったが、コクラセ側からのスパイなら上手く誤魔化してくれるはずで、だったら何も自分が出向く必要はないとカンタは思っていた。

「偽名って本気で言ってるんですか？　受験会場には他の生徒も来るんですから顔見知りがいたら一発でバレるでしょ」

　リポリンにしては正論を吐く。カンタは逃げ場を塞ふさがれた予感に震えながらゲンジに助けを求める。

「そんなあ……リーダーからも何か言ってやってよ。相手は女の子だよ？　親しくなってさりげなく告白をサポートするんでしょ？　絶対アタシより同性の方がいいよ」

　カンタがメグの方を見るとメグは「諦めなさい」と言わんばかりの表情でカンタを眺めていた。

「メグは頼れるけど、やはり偽名というのはネックかな。告白の前に押上さんから不審がられたら元も子もない」

「今、さりげなく私のこと無視しませんでしたリーダー？」

「そうだっけ？　まあ、スパイについては依頼人が希望してるんだ。悪いけどカンタ、行ってくれないか？」

　リポリンの抗議を軽くいなして、ゲンジはカンタにそう命じたのだった。




　カンタが軽く確認した感じでは志願者は十人程度、イニシャルＯ・Ｋの在校生全員が来たわけではなさそうだ。まあ、今日は十六時半に集合という指示だったので、補習や部活で来られない生徒もいたことだろう。それを考えれば充分な人数だ。何より……。

　カンタがさりげなく隣の席の様子をうかがうと、ターゲットである公子が選択肢の数字を答案に書き込んでいた。

　ちょっとアタシの霊感で確かめてみるかねえ。

　カンタが意識を集中すると、公子がどの問題にどう答えているのか見えてきた。

　３、５、５、１、２……ふむふむ。なるほど、かなり真剣に答えているみたいだねえ。冷やかしの応募なんかではなさそうなら計画の第一段階は成功かな。

　実はカンタは並外れた動体視力と聴覚の持ち主なのだ。だから公子の答案が解ったのも霊能力なんかではなく、ペンの動きや文字を書く音から脳が判断しているだけの話なのだ。ただ、カンタは自分の鋭えい敏びんな感覚に気づいておらず、それを霊感と勘違いしているのであるが……。

　カンタは時計を見る。そろそろ終了の時刻だが、試験監督の呼彦は腕組みして眼を閉じていた。瞑めい想そうしているようにも眠っているようにも見える。

　まあ、ここからが大変なんだけどねえ。気が進まないったらありゃしない。

　だが終了のアラームが鳴った瞬間、呼彦はカッと眼を見開いて立ち上がった。

「終了だ。二十分後に結果を発表するが、それまではここで待機のこと」

　そう言って解答用紙を回収した呼彦は部屋を出て行った。すると一斉に志願者たちのため息が漏もれ聞こえてきて、カンタは苦笑いをこらえるのが大変だった。なぜならこの適性試験は完全に出来レース、どうやってもカンタと公子は残るようになっているし、この中の数人とはここでお別れだからだ。志願者がどれだけ本気で悩もうと結果はもう決まっている。

　さて、いよいよだけど……気が重いねえ。

　今日のカンタのミッションは公子と多少なりとも親しくなることだった。なんとか隣に座れたまではよかったが、下手なことをして公子に引かれたりしたら全てがご破は算さんだ。

　どうしたもんかねえ。

　カンタが何気なく公子の方を向くと、偶然眼が合ってしまった。

　しまった！　何か言わなきゃ……何か……。

　心の準備ができていない状態で、カンタが言葉を必死に探していると、公子はニコリと笑ってカンタに話しかけてくれた。

「こんにちは」
















　おそらく愛あい想そ笑いではなく心からの笑い……そう判断して、カンタは見切り発車で進むことにした。

「あ、どうも……」

「君、何年？」

「二年だよ。普通科の。あっ、アタシは御茶ノ水寛太っていうんだけど」

　カンタはそう答えてから自分の迂う闊かつさに気がついた。まるで相手の所属を知っていたみたいな受け答えではないか。

「そう。私は特科二年の押上公子。よろしくね」

　しかし公子は特に意に介した様子はない。どうやらカンタの杞き憂ゆうに過ぎなかったようだ。

「もしかして私たち、ライバル同士なのかな？」

「ライバルって言っても今回の試験じゃ競きそいようがないんじゃない？」

「あはは、確かに。『公園へ行く時はどんなスコップを持っていく？』だっけ？　変な問題しかなかったね」

　第一回の選考は全五十問の五択問題からなる適性試験によって行われた。しかし適性試験を謳うたってはいるが、実際はどう答えたらいいのかさえ解らない心理テストのようなものだった。呼彦がそんな問題を用意したのは単純な理由で、合格基準が志願者に解るとマズいからだ。

「カンタ君は……あっ、カンタ君って呼んでいい？」

「いいよ。それでどうしたの？」

「カンタ君はどうしてここに？」

「アタシ？　アタシは……何となくかな。万が一、決まったらラッキーぐらいの気持ちで。押上さんは？」

「私、本と漫画とゲームが好きだから、その購入資金を貯ためられたらなって。特にゲームは高いからなかなか手が出なくて」

　呼彦からの情報では本好きと聞いていたが、漫画やゲームまで守備範囲だとは初耳だ。少し探りを入れておこう。

「最近、面白いのあった？」

「えーと、そうだね……」

　カンタはこんな調子で公子と会話を続けていたが、それはやがてドアが勢いよく開かれる音で中断された。呼彦が戻って来たのだ。

「採点が終了した。一次選考通過者は及おい川かわ今日きよう子こ、桶おけ谷たに九く郎ろう、押上公子、御茶ノ水寛太、小お見み川がわ桂けい、恩おん田だ小こ波なみ、以上の六名だ」

「何よあのテスト！」

　立ち上がった少女はカンタの知った顔だった。

「あれで人を落として、はいおしまいって……馬鹿にしてるの？」

　大おお森もり加か奈なだ。以前、引っ込み思じ案あんな女の子を学園一のモテ男と結ばせるという仕事で関わったことがある。強い正義感の持ち主だが、それがトラブルを招いているという自覚はあまりなさそうな少女だ。

　そういえば彼女、覗き犯を探してたけど見つけられたのかねえ。まあ、アタシには関係ないことだけど。

「いや、至って真面目な意図で作成した」

「あんなの、何が正解なのか全然解らないでしょ？」

「すまない。君の怒りはもっともだ。我々のために貴重な時間を差し出してくれたお礼と言ってはなんだが、これを」

　呼彦はそう言って白い封筒を差し出す。そして一つを加奈に渡すと、残りを教室の全員に配った。

「え、これ……」

　中身を見た加奈が驚いているので、カンタも封筒を開ける。すると中には皺しわ一つない千円札が一枚入っていた。

「適性試験に三十分、採点待ち時間に二十分、そしてその他諸もろ々もろの時間が十分で計一時間、君たちを一時間拘束したことに対する正統な対価だ。薄はく謝しやで申し訳ないが」

　高校生が一時間バイトして貰えるのが数百円だ。よく解らないテストを受けさせられて千円なら金銭面での文句は出まい。

「けど……貰って大丈夫なのかな」

　加奈はむしろ貰いすぎだと思っているらしい。意外と良い子ちゃんだ。

「どうか素直に受け取って欲しい。今回は見送りになったが、ＯＫティーチャーが正式に開始した暁あかつきにはまた君たちにも声をかけることになるかもしれない……そんな虫のいい考えも込みだからね」

「……解った。それなら受け取っておく」

　加奈が丸め込まれたことによって、選に漏れた生徒たちも納得したようだ。

「では次の選考は明日の午後四時半だ。解散」

　帰り道、カンタは公子をどう呼んでいいのか確認し忘れたことを少しだけ後悔した。





五日目　十三時七分　御茶ノ水寛太（＠アジト）






「そんなわけで押上氏とはちょっと親しくなったし、今のところ問題はないよ」

　昼休み、コクラセメンバーはカンタの経過報告を聴くためにアジトに集まっていた。

「だめですよ、カンタ先輩」

　リポリンの突然のダメ出しにカンタは戸惑っていた。

「え、何が？」

「せっかく、向こうが下の名前を呼んで距離を縮ちぢめてきたんですよ。こっちも応じないと」

「そういうものなの？」

　カンタはメグの方をうかがったが、メグは曖あい昧まいな笑顔で誤ご魔ま化かした。

「まあ、リポリンの指摘も一理あるよ」

　しかしゲンジがフォローに回った。

「限られた回数しか顔を合わせないわけだから、親しくなるなら早い方がいい。そういう意味では下の名前を呼んでみるのはアリだと思うよ」

「またリーダーまでそういうことを……」

　全然気は進まないが多数決で負けた以上は従わなければならない。カンタは自分のイニシャルがＯ・Ｋであることをまたしても呪った。

「ええと、公子ちゃんだとやり過ぎな気がするから、公子さん……とかでいいのかな？」





五日目　十六時十五分　押上公子（＠通学路）






　待ちに待った二次選考だ。たった一日がこんなに待ち遠しいとは思わなかった。

　公子は弾はずむような歩みで駅前の両国セミナーへ向かっていた。

　別にお金が貰えるから張り切っているわけではない。ちょっと面白い人とお近づきになれたのだ。

「……コさん」

　誰かを呼ぶ声がする。

　さて、今日はどんなことを話そうか……それで頭が一杯だ。別に今日が最後というわけではないけれど、そう考えると妙な緊きん張ちよう感かんが出る。

「キミコさん」

　相手のことを沢山知りたい。けど自分のことももっと知って欲しい……二つの気持ちの狭はざ間まで揺れながら、公子は話題に優先順位をつける。

「押上さん？」

　あ、呼ばれているのは私だ！

　公子は慌あわてて振り返る。するとカンタが気まずそうな表情でこちらを見ていた。

「あ、カンタ君？」

「こ、こんにちは」

　公子は足を止め、カンタが追いつくのを待って口を開く。

「ちょっとぼーっとしちゃって。ゴメンね」

「あ、あの、勝手に下の名前呼んで迷惑だったかな？」

「え？」

「アタシだけ下の名前で呼ばれると何かバランスが悪い気がして、公子さんって呼んでみたんだけど」

「ああ、いきなり呼ばれるとは思ってなくて……けど、気分を悪くしたわけじゃないから。カンタ君の好きに呼んで大丈夫だよ」

　緊張するとつい早口になってしまう。公子の悪い癖だ。

「それにしてもなんのフラグかと思っちゃった」

「フラグ？」

「あ、いいの。専門用語だから気にしないで」

　おまけに意識しないとゲーム用語が出てしまう。気をつけないと……。

「じゃあ、話しがてらさっそく……あのさ、公子さんはどうしてＯＫティーチャーに応募したの？」

「え……それは昨日話したけど？」

　公子はカンタが自分の話を忘れてしまったのかと思い、少し哀かなしい気持ちになった。しかしカンタが慌てて首を横に振るのを見て、すぐに誤解だと気がついた。

「今のはアタシの訊き方が悪かったよ。どうして怪しまなかったのかって点を知りたいのさ。ＯＫティーチャーなんていかにも怪しいじゃない。アタシは男だからいいけど、女の子としては怖くないの？」

　なるほど、当然の疑問。けど別に隠さなきゃいけないようなことじゃないよね……。

　公子は少しよう考こうの後、その事実をカンタに告げることにした。

「大丈夫だよ。呼彦ちゃんがすることだから」

「その呼び方……もしかして知り合いなの？」

「うん、幼なじみ。と言っても小学校卒業したあたりで疎そ遠えんになっちゃったけど」

「はえー、それがこんな形で再会を果たしたってわけだ。けど嵐あらしみたいな人だよねえ。強引というかなんというか……」

「まあ、一度『こうする』って決めたら自分の意志を曲げないところはあるけど……」

「昔からああなの？」

「うん、全然変わってない」

　とは言ったものの、やっぱり変わった気もする。少なくとも肉体面ではかなり大人になっていた。笑うと昔の面影が表れ、それでようやく本人だと解ったぐらいだ。

「けど本当に悪い人じゃないんだよ。誤解されやすいところはあるけど、むしろいい人というか……」

「いい人ねえ……」

　カンタは顎あごに手を当てて何やら考え込んでいた。

「どうしたのカンタ君？　そんな真剣な顔して」

「あのさ、こういうことを言ったら何だけど、両国君にお願いしたら一発で合格できるんじゃないの？」

　だが公子は苦笑いするしかなかった。そんな可能性を想定する必要なんてどこにもないからだ。

「うーん、どうだろ。私、嫌われてるかもしれないから」

「何かあったの？」

「昔、ちょっとした事件がね……」




　五年前のある日の放課後、二人で帰っていると呼彦が突然、こんなことを言い出した。

「いつか、きっと君を幸せにしてあげるよ」

　そう言う呼彦の顔は至って真剣で、冗談で言っているようにはとても思えなかった。

「そして僕は約束を守る男だ。どうかな？」

「幸せにする……」

　だけど公子にはその提案が今ひとつピンと来なかった。

「ええと……僕のお嫁よめさんにしてあげよう」

「お嫁さんって？」

　そう問い返すと、呼彦は面めん食くらったような様子で必死に言葉を探していた。

「だから……僕と君が一緒に暮らすってことだよ」

「暮らす……何をするの？」

　公子がそう訊たずねると、呼彦は赤くなりながらこう口にした。

「だから抱き合ったり、キスしたりするのさ」

　抱き合ったり、キスしたり……。

　しかしそのシーンを想像した瞬間、公子は気分が悪くなり、その場にうずくまってしまった。そしてただ「ごめんなさい」と呼彦に対して詫わび続け……どうやって家に帰ったのかは今でもよく思い出せない。




「私、あの時にようやく気がついたんだ。ベタベタするのが苦手っていうか……そもそも三次元の男性がだめってことに」

　その日を境に、公子は自分に不ぶ躾しつけな視線を向けてくる男性という存在が厭いやでたまらなくなった。クラスや学校、そしてこの世の中の半分が男性で構成されていることに気がついて、家に引きこもるようになり、一人きりで本とゲームを消化して過ごした。

「そういうわけで今は二次元のキャラが好きなんだ。だから小説も漫画もゲームも大好き」

　今はもう、生きる上で男性との接触は避けて通れないと割り切ることはできているが、それでも男性をパートナーにしたいかどうかは別問題、むしろ嫌けん悪お感かんは年々増していく一方だ。高校に入学してから告白されたこともあったが、丁重に断るので精一杯だった。

「それでも呼彦ちゃんは友達だから大丈夫」

　ふと気がつけば、カンタが公子から距離を取っていた。そして申し訳なさそうな表情で公子の様子をうかがっている。

「どうしたのカンタ君？」

「公子さん……アタシなんかが隣にいて本当にごめん。そんな事情があったとは露つゆ知らず」

「あ、違う違う。カンタ君はいいんだよ。私、男の人は苦手だけど、全員だめってわけじゃないんだから。カンタ君や呼彦ちゃんなら平気で話せるし」

「へええ、なんでだろ。アタシなんか両国君に比べたら全然普通だし……」

「んー、普通かなあ？　結構二次元キャラっぽいよ。あんまり普通の男子っぽくないっていうか……あ、けどカンタ君。攻略不能キャラみたいな雰囲気あるよね。何しても絶対フラグ立たないの」

「攻略不能キャラ？」

「あ、また……」

　言葉が出て来ない公子にカンタは微笑んでこう言ってくれた。

「よく解らないけど、褒ほめ言葉として受け取っておこうかねえ」

　公子はふと、カンタを初めて見かけた時のことを思い出した。

「カンタ君は知らないだろうけど、私たちって前に校内ですれ違ったことあるんだよ」

「ごごご、ごめん。全然、解らなかった」

「でも仕方ないと思うな。あの時、カンタ君は私の近くにスッゴく可愛い子がいたのに気がついてない様子だったし。なんかどこかを見つめてた」

「たぶん、霊を追ってたんじゃないかねえ」

「霊？」

「アタシ、霊が見えるんだ。けど、誰も取り合ってくれなくてねえ」

　今思い出しても、あの時のカンタの視線には青少年特有の邪じや気きがなかった。それだけで充分に信用できた。

　それにしても霊だなんて……やっぱり変わってる。

「大丈夫、信じるよ」

　世の中がこんな人ばっかりだったらいいのに。そう思った途と端たんに、公子の裡うちに寂さびしい気持ちが湧わき上がる。

「どうしたの？」

　カンタに指摘されて、公子は感情が顔に出ていたことに気がつく。

「何でもないよ。さ、変な昔話のことは忘れて、道すがら今日の選考に残る方法を話し合いましょ」

　そう言うと公子は寂しい気持ちをかき消すように笑った。





六日目　十三時五分　御茶ノ水寛太（＠アジト）






　翌昼。カンタは昨日の出来事を報告するため、今日もアジトに来ていた。

「というわけで昨日の二次選考で、予定通り四人に絞しぼられた。もちろん、アタシも公子氏も残ってるよ」

「昨日は何したんですか？」

「計算ドリルの早解き。一時間でできるだけ解けばいいって説明だったけど……まあ、例によって出来レースだからね。結果発表まで二十分もなかったし、採点なんてしてなかったんじゃないかなあ……」

　まあ、落とされた志願者も千円の手間賃を貰って満足していたように見えたから、誰もクレームをつけたりはしないはずだ。二次選考も無事に終わったと言えよう。

「それはそれとして、もっと大事な話があるんだよ」

　カンタは呼彦と公子の過去についての情報をメンバーに共有した。期せずして知った情報だが、これは一応カンタの手柄だろう。

「……というわけで、アタシ的には今回の告白はかなり性急なんじゃないかという気がするんだけどねえ」

「私もカンタ先輩と同感。あの人、自分の都つ合ごうしか考えてないような気がするしなあ……相手がどう思おうがお構いなしっていうか」

「けど、そこまで悪い材料ではないでしょう？」

　メグがカンタとリポリンの見解に異議を挟んだ。

「押上さんは男性が苦手……だけど両国君は押上さんにとってはまだ心を許せる男性ではあるのよね。そんな彼が昔の約束を守るために窃盗団に挑いどんでいた、というのはちょっとロマンチックかも」

「うん。その点は僕もメグに同意だ」

　ゲンジが眠そうに眼をこすりながら言う。

「重要なのは押上さんが告白の直前に両国君の真意に気がつくかどうかだけど、その前段階として窃盗団とＯＫティーチャーを結びつけさせる必要がある。ただ、窃盗団の噂はもう校内に流れているから彼女の耳にも届いているはずだ。このタイミング、きっと両国君の仕し業わざだろう」

　ちなみにゲンジの発案で、当日は偽の窃盗団をカンタ以外の三人が演じることになった。とは言っても、もちろん犯罪行為は行わず、呼彦の奮ふん闘とうで何者かが追い返されたということが伝わる程度にしか活動しない。

「まあ、その辺を彼女に吹き込むのはアタシの仕事だよねえ……けどちょっと骨が折れるかもしれないよ。だって告白を成功に導くには両国氏への好感度を高めないといけないのに、さらに疑わせるなんて。さじ加減が難しいったらもう……」

　カンタが視線を泳がせていると、ふとメグと眼が合った。

「だったらこういうのはどう？」

　メグは微笑むと、カンタにこう提案した。

「一度大きく上げてから、あえて少し下げる」





六日目　十六時　秋葉原治（＠放送室）






　その日の放課後、ゲンジはアジトに寄る前に放送室を訪おとずれると、中にいたお団子頭の少女に声をかけた。

「やあ、タマ」

　タマはマイクの前から立ち上がる。

「あら、ツケを返しに来たの？」

　タマはゲンジやメグとは一年の頃からの付き合いだ。彼女自身はコクラセの人間ではないが、今やコクラセの活動になくてはならない存在であることは間違いない。

「僕に返済のアテがあるってなんで解ったの？」

　ゲンジが水を向けると、タマは不敵に笑ってはぐらかした。

「んー、私って何でも知ってるから」

「そうかな？　ツケを返すアテができたことは言ってないんだけどね」

　しかしゲンジはタマの抜け目なさをよく知っている。

「別にとぼけなくてもいいよ。彼にコクラセのことを伝えたのは君だね？」

　ゲンジがそう言うとタマは肩をすくめた。

「さすが、なんでもお見通しってわけね」

　情報屋であるタマは時々、依頼人になりそうな人間にコクラセを紹介してくれたりもする。まあ、お互い持ちつ持たれつということだ。

「その頭脳に免じてジュースは後払いにしといてあげる。ただし利子がついて四本ね」

「まったく、君にはかなわないな」

「それで何が知りたいの？」

「両国君の情報が欲しい。もっと具体的に言えば告白の参考になりそうなこと。何か心当たりがあるから彼にコクラセを紹介してくれたんだろう？」

「んー、そうねえ」

　タマは天てん井じようを眺めて少し悩んでいたが、すぐにゲンジの顔を見て笑う。

「まあ、いっか。きっかけは忘れたんだけどね、両国君がね、ある時知り合いの話を聞かせてくれたんだ」

「へえ、知り合いね」

「そう、知り合い」

　ゲンジとタマはお互い顔を見合わせてニヤリとする。

　人間は自分の恥ずかしい話をする際、「知り合いの話」という前置きをすることが多い。呼彦の知り合いの話もおそらくは自分の話なのだろう。

「何でもその知り合いさんは昔、大好きだった幼なじみに思いを伝えたら泣かれて、気まずい関係になってしまったと。ただ気まずくなった彼女の趣味はゲームで、彼の家は裕ゆう福ふくだったから、彼は親に買ってもらったゲームで彼女と仲直りしようとした。まあ、ゲームで彼女を釣つろうとしたわけね」

「なるほど、それで関係の修復をはかったわけだ」

「それがね、確かに関係は修復されたけど、以前とは大きく変わってしまったみたい。お陰でゲーム関係の用事の時はお声がかかるぐらいにはなっているけど、色っぽいことは全然なし。彼も恋愛対象として見られていないことが解るからそれがとっても辛いって」

「それは両国君も気の毒に」

「だから両国君の知り合いの話だって……まあ、本人の話だとは思うけど。それより彼、そろそろ限界なのかもしれない。彼女がゲームのキャラにうっとりしている顔は好きだけど、それが自分に向かないことが耐えられないって言ってた」

「コメントは控ひかえさせてもらうけど、なるほどね」

　要は二次元のキャラより呼彦が魅力的な存在であることを公子に示せればいいのだろうが、どうしたものか。もっとも呼彦のキャラは充分濃いのだが……。

「ところで両国君の幼なじみって誰なの？」

　そんなタマの問いかけにゲンジは苦笑した。知り合いの話である以上、公子の名を伏せるのはまあ当然だ。

「おっと、知らないんなら喋しやべるのはよしておくよ。守秘義務だ」

「利子が増えてもいいの？」

「増えた分は両国君に請求するよ。彼だってそれで自分の秘密が守れるなら安いと思うだろうさ」

「……まあ、終わったら両国君に直接訊けばいいか」

「助かったよタマ。またお願いするよ」

　ゲンジはそう言いかけて、あることが引っかかった。

「ところで彼にリポリンのことを伝えたのはどうして？」

　タマは少し首を傾げた後、説明してくれた。

「どうしてって……ああ、最初はカンちゃんのことを伝えたんだ。けど数日経たって、やっぱり同じ普通科の同級生に依頼するのは気恥ずかしいって彼の方から言ってきてね。だからリポリンちゃんの符牒を教えたんだけど、何か問題でも？」

「別に。ただちょっとね」

　意外な事実だ。あの鋼はがねのメンタルをもってしてもカンタに依頼するのは無理だったとは。これが計画に響いてこなければいいが。

　ゲンジはそんなことを思いながら放送室を後にした。





七日目　十六時二十分　御茶ノ水寛太（＠通学路）






　三度目の選考のために両国セミナーへ向かっている最中、カンタは前方を歩いている公子の後ろ姿を発見した。

「公子さん」

　カンタの呼びかけに公子は笑顔で振り向いて、カンタの方に歩み寄ろうとした。その瞬間、カンタは強烈な寒気を覚えて、思わず地面にうずくまってしまった。

「カンタ君？」

　公子が心配そうに訊ねる。

「なんか寒いんだ」

　実はこの寒気は少し離れたところから発せられた殺気をカンタの鋭敏な感覚がとらえた結果なのだが、もちろん本人はそんなことに気づかない。だが、誰かから見られている感覚ははっきりとあり、カンタは思わずその視線の主を探す。

　もしかしてこっちを睨にらんでいる彼かな？

　カンタはすぐ傍そばにいる金髪の美少年を見る。抜けるように白い肌をしているのを見ると、もしかすると外国の血が入っているのかもしれない。以前見た、学園一のモテ男と比べても全く遜そん色しよくのない格好よさだが、どこか冷れい徹てつで近寄りがたい雰囲気を放っている。

　よく見れば羽里の制服を着ている。ただ、顔を合わせた記憶がないから転校生か特科の生徒なのかもしれない。

　だが美少年はすぐにカンタたちに興味を失ったようで、近くに停まっていた黒塗りの高級車に乗り込んでしまった。

　何者なんだろう？　お坊っちゃんなのかな。

　ふと、カンタは公子が走り去る車を呆然と眺めていることに気がついた。

「公子さんにとっての理想の二次元キャラってあんな感じ？」

「うーん……」

　見れば公子はずいぶんと真剣な表情で考え込んでいた。

「あの、どうしたの？」

　カンタは余計な質問をしてしまったのではないかと後悔した。これで呼彦よりもさっきの美少年の方が理想的と言われたら計画がおかしくなってしまう。

　しかし公子の答えは予想外だった。

「攻略が難しいというか、そもそもルートが存在しないっぽいんだ。っていうかフラグクラッシャー？」

「ルート？」

「あ、ごめん。またつい専門用語を……とにかく恋愛対象としてナシ。私、いくら格好よくてもああいう怖そうな人って苦手なんだ。どっちかというと優しい人がいい」

　カンタは胸を撫なで下ろした。ひとまず今の美少年が呼彦の強力なライバルにならずに済んでよかった。

「おっと、あんまりゆっくりしてると選考に遅刻しちゃうよ。急ごう公子さん」




　しかしカンタは知らなかった。彼が破局の暴君タイラント・ブレイクの異名を持つカップル殺しであり、コクラセにとっては不ふ俱ぐ戴たい天てんの敵とも言える存在であることを。

　まあ、今回は単なるニアミスで済んだのはコクラセにとって幸運だったのかもしれない。さもなくば計画を破壊されていたのは確実なのだから。





七日目　十七時十五分　押上公子（＠両国セミナー）






「ちょっと休きゆう憩けいしない？」

　課題中、カンタが突然声をかけてきた。

「え？　別にいいけど」

　この部屋にはたったの四人しかいない。他の二人はカンタの声に少し反応したがすぐに作業に戻った。ライバルたちが手を止めてくれる分には別に構わないと判断したのだろう。

　公子は鉛筆を置くと席を立ち、カンタとともに部屋の外に出る。

「ごめんねえ。試験中に」

「いいよ。どうせ時間が余りそうだし」

「まあ、一ページ書き写すのに一時間半はちょっと長いよね」

　今日の課題は辞書を一ページ丸々書き写すだけの作業だった。例によって採点基準は解らないが時間さえかければつつがなくこなせる分、気は楽だった。

「あのさ、カンタ君」

「なんだい？」

「私、この作業、本で知ってるの」

「へえ、本当かい？」

　カンタはどこか期待したような表情でそう訊ねる。

「ホームズの『赤毛連盟』よ。もしかして……ううん、今はまだいい」

　公子は口を噤んだ。誰彼構わず好きなものの話ばっかりまくし立ててしまうのは自分の悪い癖だ。

「へえ、公子さんは読書家だねえ。アタシはてっきり拷ごう問もんかと」

「怖っ。なんでそんな発想が出てくるの」

「人間って意味のない作業をさせられ続けるとおかしくなるっていうからねえ。穴を掘って埋めるよりはマシだけど、不毛だなって」

　カンタが真面目な顔でそう言うものだから、公子はついクスクス笑ってしまった。

「カンタ君、面白いね」

「……それも褒め言葉と受け取っておくよ。ところで両国君、今回もいないんだよねえ……本人がここにいないから言うけど、もしかして彼って凄すごい人なのかい？」

「やだあ、カンタ君」

　カンタがあまりに真面目な顔で言うものだから、公子はつい茶化したくなってしまった。

「ひょっとして呼彦ちゃんに気があるの？　まさか男の子が好きな人？」

　公子がからかうとカンタは慌てて首を横に振った。

「ちちち、違うって。もう……ただの好奇心だよ」

「ただの好奇心で休憩に誘ったわけ？」

「アタシにも色々事情があってね……」

　カンタはそう言いかけてから、しまったという表情になる。

「いや、なんでもない。忘れて。それより両国君のことだけど、なんか普通科っぽくないというか……あのキャラの濃さは特科っぽいなって思って」

　微妙に会話の前後が繫つながってない気もするが、それだけ誤魔化すのに必死だったということか。公子はカンタの失言を聴かなかったことにしてこう答える。

「あー、私は特科に行けるだけの実力はあったけどあえて普通科に行ったって噂を聞いたなあ。いずれ家業を継つぐからエリート集団じゃなくてより一般人に近い集団に混ざって、その心理を理解する方が大切だって」

「普通科ってあえてで来るような場所じゃないよ！」

「だから噂だよ。まあ、本当かどうか解らないけど、らしいとは思う。呼彦ちゃん、一度こうするって決めたら誰からも理解されなくてもやり通す人だから。きっと何年、何十年かかってもやり遂げると思う」

「やっぱり意志の人なんだ」

　そう言ってカンタは考え込む。

「どうしたの？」

「ふーん……じゃあ、こういう解釈もできない？　昔言ってた『絶対に幸せにする』って約束はいまだに継続してるんじゃないかなって」

「言われてみれば確かに……」

「もしそうだったら、公子さんはどうするの？」

　考えようによってはカンタの質問はかなり不ぶ躾しつけだ。まだ三回しか顔を合わせていない間柄で訊ねるようなことではない。

　けれど公子の裡うちに不愉快な感情は湧かなかった。それがこのカンタという少年の不思議な魅力だ。

「あのねカンタ君。恋愛はお互いの気持ちが一致しないと成立しないんだよ」

　だから公子はカンタの質問に素直に答えることにした。

「あの時、呼彦ちゃんを困らせた私にもうそんな資格はないと思うな」

　自分が呼彦と結ばれることはない……少なくとも公子はそう思っている。もちろん、呼彦に一切の罪はなく、あくまで公子自身の問題だ。

「あのさあ、一緒にいて不愉快じゃない相手ってそれだけで貴重なのかもしれないって思うんだよね。アタシが人間関係の何を知ってるかって話なんだけど……」

　今のは自分と呼彦をくっつけようと意図しての発言だろうか。だとしたら少しだけ愉快で……いくらか寂しい気持ちになる。

「ねえ、カンタ君。今のが本題？」

「ある可能性についてちょっと確かめたかったからさ。これから話すことで気を悪くしたらゴメンだけど……」

「いいよ、怒らないから言って」

「アタシねえ、厭な予感がするんだよ。凄く割のいいバイトで、おまけに選考に参加するだけでお金が貰えるなんて……こんな美お味いしい話、何か裏があるんじゃないかって……」

「どういうこと？」

「例えば……両国君が自分をフった公子さんに復ふく讐しゆうとか考えてないかなって」

「確かに呼彦ちゃんほどの頭脳と行動力があったら、悪いことぐらいいくらでもできちゃうかも……」

「だったら……」

　何事かを続けようとするカンタを公子は手で制した。

「カンタ君、そういうの杞憂っていうんだよ。呼彦ちゃんは逆さか恨うらみするような人じゃないから」

　呼彦が公子を不幸にするはずがない……それだけは確信できた。

「じゃあ、戻ろっか。あんまりゆっくりしてると落とされちゃうし。続きはまた帰りに」

　公子がそう言うとカンタは頭を下げた。

「そうだね。変なこと言ってゴメンね」

　呼彦にせよ、カンタにせよ……どうしてこんなに人がいいんだろう。

　部屋に戻るカンタの背中を眺めながら、公子の胸は少し痛んだ。





八日目　十三時五分　秋葉原治（＠アジト）






「……てなわけで、何とか両国氏の株を上げ下げしてきたよ」

　翌日の昼休み、ゲンジはアジトで最も早はや恒例となったカンタの経過報告を聞いていた。

「株の上げ下げね。仕し手て戦せんの内容はともかく、まあ善戦してるようだね」

　意図的に株価を操作して利益を出すことを仕手と呼ぶ。今回の場合、呼彦の株を上手くコントロールして、最終的に公子に買いたいと思わせれば勝ちだ。

「ついでに窃盗団の噂も公子氏に吹き込んでおいたよ。これで『もしかしたら彼は窃盗団のメンバーかもしれないねえ』って言えば彼女も不安がって家に戻るだろうねえ」

　カンタの話を聞きながらゲンジは眼をつぶってリラックスする。

「ありゃ、リーダー寝ちゃったよ。アタシの話が退屈だったかね？」

「いいえ、始まったのよ。赤い糸つむぎが」

　メグのフォローが入ったが、もちろんその通りである。




　押上さんは現実の男性が苦手で、二次元のキャラが好き……そして両国君のことは仲のいい友達としか思っていない……しかし客観的に見て両国君は比較的キャラが立っていて、それは決してマイナス材料にはならない。

　そうだ。やっぱり両国君のキャラを立てよう。魅力的なキャラクターはそれだけで好かれる。むしろ現実離れしている生身の人間という方向性で行けばいい。

　ではどうやってキャラを立てるか……それ自体はもう両国君の計画に乗っかればいい。悪い奴だと思ったら、実はいい奴だったというのはキャラ立ての基本だ。最高のタイミングでそれを演出してやればきっと上手くいく。窃盗団を演じるのはカンタ以外のメンバーとして……たった三人でどう押上さんの眼を誤魔化すか……いや、いけるかもしれない。




　ゲンジは眼を開く。

「うん、できた。僕たち四人が窃盗団の存在を演出できれば上手くいく」

　そしてゲンジはメモに計画を書き付けていく。

「へー、リーダー凄いですね。どんな感じですか？」

「ゴールは両国君を正義のヒーローとして押上さんに受け入れさせることだから、カンタがその伏線を上手いこと張ってくれたと思う。カンタが上手く押上さんと近づいてくれたお陰だよ」

「そういえばカンタ先輩、嫌われてないんですよね」

　リポリンの失礼な言葉にカンタは憤ふん慨がいした。

「アタシをなんだと思ってるんだい。そりゃ、三日前道で見かけた時、公子さんって何度呼んでも反応がなかった時はひやひやしたけどさ」

「無視されたんですよね？」

「単に届いてなかっただけ。押上さんって呼び直したら反応してくれたし、公子さん呼びも許してくれた……じゃあ、そろそろいいかな」

　カンタは時計を見ながら何かをアピールする。

「午後の小テストの準備をしたいんだ。アタシは一足先に失礼するよ」

　まあ、カンタ頼みの依頼になってしまったし、別に帰してしまっても構うまい。

「いいよ。その代わり、放課後は打ち合わせ通り頼むよ」

「解ってるってリーダー。今日は二人きりだから、頃合いを見て公子氏の不安を煽あおって、家に帰るように誘導するよ」

　ゲンジは肯くと、アジトを出て行くカンタを見送った。

　これで後はもう放課後に最後の一仕事をするだけ……のはずなのだが、ゲンジは余分なピースが増えたような感覚があった。

「どうしたのリーダー？」

　ゲンジの変調を見て取ったのか、メグがそう訊ねる。

「妙に引っかかるんだ。根本的なところで違和感があるというか。

　例えば両国君だ。押上さんが現実の男性を生理的に受けつけないという話は僕たちに共有してしかるべきだ。過去に告白した事実も計画を大きく左右するファクターなのに伝えずじまい、どう考えてもおかしい」

「その話が自分の恥はじだと思ったからじゃないですか？　あの人、プライド高そうだし」

　だがゲンジはリポリンの考えには到底同意できなかった。

　ゲンジはメグを見ると、メグはゲンジの真意を悟ったような顔で肯いた。

「……頼むよメグ」

「解ったわ。けど昼休み中に終わるとは思わないで」

　そう答えてメグは部屋から姿を消した。言葉にせずとも伝わる仲なのだ。

「え、何をお願いしたんですか？」

　残されたリポリンは出口とゲンジを見比べながら訊ねた。自分が置いてけぼりにされたことだけは解るらしい。

「大したことじゃないよ。ただ押上公子さんが僕たちの思っている通りの人物かどうか、怪しいような気がしてね」

　ゲンジはそう言って立ち上がると、こう続けた。

「さあ、リポリンはこのメモを持って依頼人の説得に向かってくれ。たぶん、何一つ文句を言わずに受け入れてくれるから」





八日目　十六時二分　飯田橋メグ（＠職員室）






「失礼します」

　放課後、メグは職員室を訪ねた。そしてお目当ての人物がいることを確認して素早く席の方へ向かう。

「おう、飯田橋か」

　魚住は自分のデスクの前に座ってコーヒーを飲んでいるところだった。昼間は留守にしていたせいで上手くいかなかったが、これなら大丈夫だ。

「先生は特科の押上さんをご存じですか？」

「勿論、知っているが……押上がどうかしたか？」

「本当ですか？　実はずっと探しているんですが見当たらないんです」

「まさか。今日も見たぞ」

　ここまでの会話はメグの狙ねらい通りに進行している。ではここで仕上げといこう。

「念のために言いますけど、押上公子さんですよ？」

　メグの予想通り、魚住は苦笑を浮かべる。そして諭さとすようにこう言った。

「あのなあ、特科に押上公子なんていないぞ？」

　メグは誘導尋問が成功したことを確信した。





八日目　十六時十八分　池袋里歩（＠アジト）






　そして運命の放課後がやってきた。

　もう最終局面だ。カンタはもう両国セミナーに向けて出発した。じきにカンタが公子を上手いこと誘導し、公子の家へ向かわせる手はずになっている。だからリポリンたちは一足先に公子の家の近くへ行き、呼彦と最後の打ち合わせを行わなければならない。

「遅いですね、メグさん」

　……ならないのだが、メグがまだ来ない。決して時間にルーズな人間ではないから、遅刻にも何か理由があるのだろう。しかし今は事情が事情だ。

「リーダー、そろそろ出ないと間に合わなくなりますよ」

「もう少し待とう。メグがまだ来てない」

「それはそうですけど……最悪、メグ先輩の分の仕事、リーダーがやって下さいね」

　そう言ってるところに当のメグがアジトに入って来た。

「遅くなったわね」

　リポリンはメグに駆け寄り、跳とび上がる。

「やった！　さ、急ぎましょう」

　しかしメグは首を横に振ると、ゲンジの顔を見る。

「その前に報告があるの」

「聞こう」

「リーダーの睨んだ通り、押おし上あげ公きみ子こという名前の生徒は存在していないわ」

「やっぱりそうだったか」

　ゲンジは顎鬚を撫でて渋い表情をする。しかしリポリンには何が何だか全然解らない。

「やっぱり……ってどういうことですか？」

　リポリンの問いにゲンジは少考して、こんなことを言った。

「……リポリンはさ、人が集まって騒がしい場所にいる時に、誰かが口にした自分の名前をパッと聴き取れた経験はないかな？」

「あ、あります！」

　例えば昼休みの教室、どれだけ騒がしくても自分の名前は勝手に聴き取れてしまうような気がする。

「そういうのをカクテルパーティー効果って呼ぶんだ。脳が勝手に拾ってしまうんだろうね。それだけ呼ばれ慣れた名前は重要ってことだよ。

　さて、今回僕が引っかかったのはカンタが彼女の名前を呼んだのに反応しなかったってところだ。人間、呼ばれ慣れた名前には無意識にでも反応してしまうものだからね。それでメグにお願いしたら案の定だ」

「けど、そんな……」

　それでは色々なことが根本から崩くずれてしまうのではないか。

「そういえばリポリン、君は魚住先生がイニシャルＯ・Ｋの生徒を読み上げたのを聴いていたよね。そこで押上さんの名前を耳にしたのかな？」

「リーダー、馬鹿にしないで下さいよ。そんなこと言われても、なかったわけが……」

　ないような気がしてきた。そうだ、あの時はカンタの名前があることに気を取られていたが……押上公子という名前は聞かなかったはずだ。

「……なかったですね。てへ」

　ゲンジが呆あきれ気味にため息を吐いたので、リポリンは慌てて弁解する。

「けど私、押上先輩が特科から出てきたところだって見てますよ！」

　だがゲンジは肩をすくめる。

「別に彼女がウチの生徒ではないとは一言も言ってないけどね。メグ、答えを教えてあげて」

　メグは肯くと、リポリンに真実を告げる。

「押上公子さんはいないけど、押上公ひろ子こさんという生徒なら特科の二年に在籍してるの」

　だがメグの言葉でリポリンはいっそう混乱した。

「ええと、キミコさんはいなくてヒロコさんはいる……けど両国先輩は確かにキミコさんって言いましたよ？　それにＯＫティーチャーは申し込み時に学生証を提示しないといけないはずですから、ヒロコさんだったら弾かれないとおかしいでしょ？」

「依頼人が想い人の名前を間違えるはずがない……それこそが盲点だったんだ」

「だからどういうことなんですか？」

　ゲンジはリポリンの顔を見ながら首を横に振ると、出支度を整える。

「残念だけど説明している時間はない。両国君の許もとに急ぐぞ」





八日目　十六時四十五分　池袋里歩（＠公園）






　約束していた公園では呼彦が仁に王おう立だちでリポリンたちを待っていた。

「コクラセ、ギリギリで来るとはいい度胸だな」

　あれ、もしかして両国先輩手ぶら？

　呼彦の周囲に袋や鞄かばんの類たぐいが一切見えなくてリポリンは思わず首を傾げる。事前の打ち合わせではもっと沢山の道具を持って来るはずだったのだが、一体どういうつもりなのだろうか。まさか直前になって怖おじ気けづいたわけではなかろうが……。

　しかし次の瞬間、ゲンジはさらりととんでもないことを口にした。

「その台詞せりふ、そのまま返すよ。僕たちが君の思う通りに動かなくて残念だったね」

「どういうことだ？」

「そうそう、どういうことですかリーダー？　諸々含めてちゃんと説明して下さい」

　リポリンも呼彦に便乗して訊ねてみたが、ゲンジはさらりと無視した。

「もうとぼけなくてもいい。こっちは押上ヒロコさんのことをもう知ってるんだから」

　ゲンジがその名前を告げると、呼彦は一瞬硬直した。

「まず押上さんと幼なじみの君が彼女の本名を知らなかったというのは苦しいな」

「俺はキミコと思っていたんだ。本名がどうなんて関係ない」

「まあ百歩譲ゆずって、君が押上さんの下の名前をずっと間違って呼んでいたというのはあり得るとしても……押上さん本人がキミコを名乗るのはおかしい」

「名前の読みを偽ってでもＯＫティーチャーに応募したかったのでは？」

「そんなことを期待して計画を立てるなら、何もＯＫティーチャーという名前に拘こだわる必要はないだろう。なぜなら彼女のイニシャルはＯ・Ｈなんだから」

「……まあ、ＯオＨーティーチャーでもいいわけですからね」

　言わずもがなのことを言ってしまったかなとリポリンは後悔したが、ゲンジは肯いてくれた。

「そうだよリポリン。『なぜＯＫティーチャーでなければならなかったのか？』、それこそがこの件を解く鍵だ」

　そこまで言うなら説明してよ！

　リポリンはゲンジへの不満を募つのらせる。

「あの、だからどういうことなんですか？」

「計画に粗あらが目立つのも当然だ……だって彼は本気で告白しようとは思っていないからさ」

　そのゲンジの言葉で、呼彦が手ぶらでいる理由には納得がいった。だがリポリンの理解はそこが限界だった。

「そんな些さ細さいなことから俺の計画を見破るとはさすがだな」

　雰囲気的に追い詰められているはずの呼彦は、それでもいつもの余裕を崩さなかった。

「しかし秋葉原治、もう手遅れだ。俺の目標は達成されたも同然なのだから」

「言いたいことはよく解るんだよ。解るんだけど……そこまで勝ち誇られても、なんだ、その、困るな……」

　ゲンジはゲンジでしてやられたという顔はしていない。

「では何をしに来たのかな？　もしかして、わざわざ負け惜しみを言いに来たとでも？」

「別に僕たちがここに来ようが来るまいが、結果は変わらないって知ってるよ。これはただ道義的な問題で……要は筋を通しに来ただけだ。

　さて、両国呼彦。君は依頼に際して故意に虚きよ偽ぎの内容を述べた。したがってこの依頼は無効だ」

　呼彦が噓をついたのはもう解っている。だがそれはこうしてわざわざ通告するほどのものだろうか……。

「一応、僕たちには失敗の二文字はないことになってるんでね。失敗することが解りきった告白で報酬をもらうわけにはいかない」

「そうかな。彼女は俺が認めた、ただ一人の女性だ。そう見くびってもらったら困る」

　だから……この人たちは何言ってるの？

　そんな風にちんぷんかんぷんのリポリンにメグがそっと囁ささやく。

「いい、リホ？　ＯＫティーチャー作戦は根本的に無理があったの。それがここまで続いたのは、両国さんと押上さんがグルだったから……」

　メグの解説にリポリンは驚き、そしてまた混乱した。

「え、グルだったら……なんでコクラセに依頼するんですか？　訳が解りません！」

「いや、ちゃんと意味はある」

　ゲンジはかぶりを振ると、リポリンに決定的な一言を告げた。

「なぜなら、この計画の真のターゲットはカンタだからだよ」





八日目　十七時　押上公子（＠両国セミナー）






「カンタ君、私と付き合って」

　公子の突然の申し出にカンタは絶句していた。当然だろう。つい今まで、公子の実家が窃盗団の一員である呼彦に狙われている可能性があると訴うつたえていたところなのだから。

「えーと、何がどうなって……そんな話になるんだか、アタシにはさっぱりだよ」

　カンタは困惑しているようだった。しかしすぐに冷静さを取り戻して、公子に向き直る。

「けどさ、公子ちゃんの言葉が冗談じゃないってことだけは解るよ」

「ゴメンね。全部、呼彦ちゃんがお膳ぜん立だてしてくれたんだ」

「……ああ、そうか。両国君は囮おとりで、本命はアタシだったのかい」

　公子の言葉でカンタは大体の事情を察してくれたようだ。

「アタシもまんまと騙だまされたよ。ずいぶんと手の込んだことをするじゃないか」

「呼彦ちゃんがね、カンタ君が面白い活動をしているって教えてくれてさ。けどコクラセのメンバーへの告白なんて依頼しても受け付けてくれるわけないじゃない。だから呼彦ちゃんに協力をお願いしたんだけど……その時はこんなに大がかりな仕掛けになるなんて思ってなかったな」

　呼彦は計画の破は綻たんを恐れて、コクラセの情報をくれた代々木たまにも公子の名前を漏らさなかったらしい。お陰でようやく告白までこぎ着けることができた。

「アタシは疑問に思うんだけど……両国君はこれでいいのかな」

「呼彦ちゃんは私のことを大事な友達だって」

「けど、大事な友達でもここまでするかな」

「それは……」

　呼彦の好意につけ込んでいるという自覚を深める毎ごとに、公子の弁明は歯切れ悪くなり、宙に拡散していった。公子は思わず歯を食いしばる。

　けれども……自分のように邪悪な人間にはカンタと結ばれる資格がないなんて認めたくない。

「ねえ、アタシなんかのどこを気に入ったんだい？」

「前にも言ったけど……私はどうしても三次元の男の人がだめなんだ」

「けどアタシは男だよ」

「カンタ君はなんか違うじゃない。現実の男の子って感じがしないし、むしろ二次元のキャラみたいで……私はカンタ君のそういうところが好きになったんだと思う」

「それは……」

　カンタは言葉を濁す。しかし公子の眼がないところでもそうやって生活してきたのはもう知られている。

「男の人は苦手だけど……だからって一生一人で生きていきたいわけじゃないんだ」

　いくら本の世界に埋没しても公子の孤独は埋まらなかった。結局のところ、公子は誰かのぬくもりを欲していたのだ。

「私だって誰かと幸せになりたいの。けどカンタ君となら大丈夫な予感がするんだ」

　公子はぬくもりを求めるようにカンタに向けて手を伸ばし、懇こん願がんした。

「だから……返事を聴かせて、カンタ君？」





八日目　十八時　押上公子（＠両国セミナー）






「帰ろうか」

　教室で一人佇たたずむ公子に向けて、呼彦は開口一番そう言った。

「……結果、聞かないんだ」

「うん。ヒロちゃんのことはだいたい解る」

「ヒロちゃん……か」

　懐かしい呼び名のせいでさっき流しきったと思った涙がまた湧き出てきそうになった。

「あの日、君を泣かせてしまってから、俺には君に寄り添う資格がないと悟ったよ。けど寄り添えなくたって約束は果たせる」

　呼彦は俯うつむき、両の拳こぶしを強く握りしめた。

「……どんな手を使っても君を幸せにしてあげたかった」

　呼彦の身体からだは震えている。今回の失敗の責任が自分にあると思っているのだろう。

　公子はそんな呼彦に近寄り、手を取った。

「ありがとう呼彦ちゃん。けど、もういいんだ……私が全部悪いから」

　しかし慰なぐさめるつもりで呼彦に声をかけたのに、気がつけば公子の両目からは涙が溢れ出てきた。

「私ね……カンタ君に公きみ子こさんって呼ばれる度に胸が痛くなったんだ。別にそんな噓の名前で呼ばれたいわけじゃなかったのにね。きっと好きになった人を騙した報むくいを受けたんだと思う」

「本当にすまない。俺の計画が悪かったばっかりに」

「悪いのは私だから呼彦ちゃんは気にしないで。それより……」

　公子は言葉を切って涙を拭ぬぐう。そして誰にも答えられない問いを口にした。

「私、どうやったら幸せになれるんだろうね？」





八日目　十七時三十分　池袋里歩（＠アジト）






「リーダー、せめて違約金ぐらい貰ってもよかったんじゃないですか？」

　アジトに戻るなりリポリンは愚ぐ痴ちを漏らした。

「別に僕たちは営利団体じゃないんだよ」

　ゲンジはリポリンを諭さとしながら、何かを思い直したようにこう続ける。

「まあ、タマへの貸しをチャラにできたかもしれないって点についてはちょっと惜しかったんだけどね」

「それでいいの？」

　メグが気き遣づかうように声をかけると、ゲンジは苦笑いで応じた。

「まあ、背に腹は代えられないよ」

「今回ぐらいは腹に背を代えて下さいよ！　お陰で私たちタダ働きじゃないですか。っていうか腹ペコです。お腹と背中がくっつきますよ」

「大袈裟だなあ。まあ、それぐらいならなんとかなるかな……ほら、カンタのご帰還だ」

　アジトに誰かが入ってくる気配を察したゲンジがそう言うと、カンタが姿を現した。

「ああ、みんな待っててくれたんだ。もう帰っちゃったかと思ったよ」

　そう言うカンタはいつも通りで、とても大変なイベントの後とは思えない。

「あの……だいたい何があったか解ってるつもりですけど、どうでした？」

「んー、別に。ちょっと驚いたけど……詳細はご想像にお任せするよ」

　カンタが公子にどんな返事をしたのかリポリンにはもう解っていた。

「アタシも告白されてようやく全体の事情を察したんだけど……それでも、この件って依頼人が噓をついてたからなかったことにするってのは少し違う気がするんだよ」

「やっぱりカンタ先輩もそう思ってるんですね」

「当たり前じゃないか。公子氏と一番長く一緒にいたわけだからね。形はどうあれ、公子氏には幸せになって欲しいんだよ」

「この件はいずれ何とかするよ。いずれね」

　ゲンジはらしくもなく、少しだけ真面目な顔でそう告げた。リポリンは何となく何かを納得しそうになったが……すぐに誤魔化されまいと抗議の声を上げた。

「っていうか、結局誰も幸せになってませんよね。今回の件。特に私！」

　口を尖とがらせるリポリンを見て、ゲンジは苦笑する。

「カンタ、せめてリポリンを幸せにしてやってくれ。どうも空腹らしい」

「幸せというと……もしかして使わずに取っておいたこれかねえ」

　カンタはポケットから白い封筒を三枚取り出した。

「全部で三千円、アタシら四人で何か食べるには悪くない額がくだろう？」

　するとゲンジは封筒を受け取ると、メグの顔色を少しうかがいながらこう言った。

「コクラセでは現金報酬は御ご法はつ度とだけど……カンタがしたことだからしょうがないよね」
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回想　御お徒かち町まち健けん人と






　去年の冬のことだ。

　僕たちは運悪く魚うお住ずみ先生に捕まって校外清せい掃そうの手伝いをさせられた。魚住先生は決して悪い人ではないのだが、やや大おお雑ざつ把ぱで細かいことまで気が回らないところがある。こう言っては何だが、放課後まで顔を合わせたい先生ではない。

「御徒町同士仲良くな」

　一緒に組まされたのが筋肉ゴリラの新しん御お徒かち町まち申しん、そしてガリ勉眼鏡めがねの仲なか御お徒かち町まち貴たか治はるだった。クラスは違っても半年以上一緒の校舎で過ごしているから面識はあるが、どちらも決してソリが合う相手ではないことだけは知っていた。さらに僕の名前が御徒町健人というのが輪を掛けて話をややこしくしている。

「お前ら。口を動かしても構かまわんが、まず手を動かせよ」

　魚住先生の言葉を余計なお世話だと思いつつ、僕は黙もく々もくと作業に徹てつした。同じ特科一年生という共通点こそあれ、日頃つるんでいない相手と仲良くできるほどの社交性は僕たちにはなかった。なにせ申は僕がチビだという一点でこちらを相手にしていなかったし、貴治は貴治で文化系のネタがさっぱり通じない僕を馬ば鹿かにしていた。そして申と貴治もお互いに馬鹿にしあっている。

「ブハハハ、お前のその貧相な体格！　ちゃんとメシ食ってんのか？」

「拙せつ者しや、『三国志』も読んでない人間とは話をしたくないでござる」

　申の無神経で野や卑ひな言葉も神経に障さわるが、貴治の口調もまた別の意味で不ふ愉ゆ快かいだ。こう言っては何だが、この二人はエリート揃ぞろいの特科の中では完全なはぐれ者で、一緒にいるだけで厭いやになる。

　まあ、小柄な僕も特科の中では決してメインストリームというわけではないのだが、まさかこの二人ほど中心を外れていまい。……いないはずだ。

　とにかく一刻も早くこの時間が終わって欲しいと願っていたら魚住先生の声に救われた。

「よーし、こんなもんか。御苦労さん」

　まあ、校外清掃自体は実質小一時間で済すみ、解散間際に魚住先生は近くのコンビニで肉まんを一つ買ってくれた。

「ご褒ほう美びだ。それ食べたら早く帰れよ」

　そう言い残して魚住先生は立ち去ったのだが、本当の問題はむしろここからだった。

「馬鹿野郎！　冷めた肉まんなんか犬も食わねえぞ。早く分けろ」

　一つの肉まんを三人で分けることがどれだけ難しいか、想像して欲しい。僕たちはコンビニの前の駐車場でもう五分以上揉もめていた。

「僕に文句言うなよ。だったら上手く三等分するアイデアを出せよ」

　肉まんなんて百円かそこらだ。譲ゆずってしまったところで損害なんか知れている。だがタダ働きというのも厭だし、何より自分以外の二人が得をするのが癪しやくだった。

「フフ、これだから。こういう時は拙者に任せるでござるよ。誰だれ某がしが肉まんを三つに分け、他の二人が先に選ぶ形式なら誰某は公平に割ろうとするでござろう？　まあ、政治と一緒でござるな」

　しかし不愉快な口調でそうまくしたてた貴治の提案に申がキレた。

「このタコ。まず綺き麗れいに分けられないから揉めてんだよ！　そう言うならお前が分けろよ」

「拙者？　拙者は知恵を出したでござろう？　これ以上協力する義務は……あ、決して漁ぎよ夫ふの利りなんて考えてござらぬよ」

「なあ、どうせお前分度器とか定規とか持ってんだろ！　ちゃっちゃと三等分しやがれ」

　だが貴治は呆あきれた表情で答えた。

「拙者の分度器と定規は神聖な道具、ナイフやフォークと一緒にしてもらったら……」

「解ったよ。じゃあ、お前には協力する意思がないってことでいいな。おう、御徒町。二人で割って食っちまおうぜ」

　申が貴治の言葉を遮さえぎってそう言った。まあ貴治に対して思うところは別にないが、僕もそれでこの場が解決するなら構わないという気持ちになっていた。

「そうするか。さすがに半分に分けるぐらいなら失敗もしないだろうし」

　だが貴治は僕らを睨にらみつけてきた。

「待つでござる。肉まんなんぞに執着はないが、無む報ほう酬しゆうで帰るのは我が慢まんならないでござる」

　どうやら貴治も僕と同じ思いだったようだ。こんなところだけ気が合っても仕方がないというのに。

「面倒くせえ。もう喧けん嘩かで決めようぜ」

　申は拳こぶしを打ち鳴らす。しかし僕と貴治は同時に首を振った。申は特科生の癖くせに荒っぽい。まともに付き合っていたら身体がもたない。

「言葉は通じても、ウホウホ言ってる筋肉ゴリラと我々では価値感が違うようでござるな。拙者と御徒町氏で二等分にするのが正しい気がしてきたでござる」

「あんだとテメエ！　しばくぞ」

「や、やれるものならやってみるでござる。正当防衛成立の暁あかつきにはそれ相応の反撃を食らわせるでござるからな。さあ御徒町氏、やられるでござる」

「やられるの僕かよ！　ふざけんなよ」

　こいつらとは仲良くなれる要素なんて欠片かけらもない……この時はそう思っていたのだ。

「ちょっとちょっと」

　僕らの緊きん張ちようを解いたのは、可愛らしい声だった。

「喧嘩はだめだよ」

　そう声をかけて来たのは地味な女の子だ。大きな黒縁眼鏡に三つ編みで、かなり大きなリュックサックを背負ってる。失礼だけど、全体的に小学生がそのまま大きくなったみたいな子だ。ただウチの制服を着ているから高校生なのだろう。

　しかし申は彼女を睨んで、追い払おうとした。

「なんだ、このブス。俺らの喧嘩に首をつっこむんじゃねえ。怪け我がするぞ」

　僕は申の物言いに呆れた。いくら彼女が野暮ったくてもブスはないだろう。というか、初対面の子に言っていい言葉ではない。

「私の心配してくれるなんて、乱暴者に見えて優しいんだね」

　だが彼女は怒ってどこかに行くどころか、特に物もの怖おじした様子もなく申にそう言った。

「な、な、何言ってやがる。俺が優しいわけないだろ」

　面白いことに申は明らかに戸惑っていた。女子なんてブスの一言で追い払えると思っていた申にとって、彼女の返事は想定外の反撃だったのかもしれない。

「おや、その声は広ひろ尾お百もも枝え殿でござるな？」

　貴治が眼鏡を直しながらそう言うと、彼女は大きなリュックをものともせずにぴょんぴょんと飛び跳はねた。

「わあ、憶おぼえててくれたんだ！」

　よっぽど嬉うれしかったのか、そのまま立て続けに何度も飛び跳ねて、すぐにフラフラになっていた。トロそうな見た目通り、運動神経はあまり良くないようだ。

「ふ、欠席は多くても同じクラス、当然でござる」

　貴治の言葉で僕は思い出した。そういえば同じ学年に病気であんまり学校に来てない女の子がいるという話を聞いたことがある。きっとそれが広尾さんなのだろう。

　まあ、それだったら自分を知っている人間がいるだけで嬉しいか。

　そんなことを思って広尾さんを眺めていたら、彼女と目が合ってしまった。彼女の瞳は綺麗で、こちらの邪よこしまな思いを見み透すかされたような気がして、僕は目を逸そらした。

「それで何を揉めてるの？」

　そんな広尾さんの疑問に貴治が答える。

「実はかくかくしかじかで……つまりこの二人が悪いのでござる」

　さりげなく自分の正しさを主張するなよ！

　だが貴治の説明を受けた広尾さんは少し考え込むと、「ちょっと待ってて」と言い残してコンビニに入って行った。そして一分も経たずに戻ってきてこう言った。

「ほら、私の分けてあげるから」

　彼女が差し出したのは今買ってきたばかりの肉まんだった。

「二つあったら半分こすれば、四人で綺麗に分け合えるでしょ？」

　確かにそうだ。

「お前……頭いいな！　どこかのガリ勉よりよっぽど凄すごい」

　申もしきりに感心していた。

　そして僕はこの地味な少女から眼が離せなくなっていた。どうしてだろう。僕の好みはもっと垢あか抜ぬけてて、背が高くて、クールな感じの子だったはずだ。というか、太い眉毛、童顔、小柄……広尾さんにはむしろ苦手な要素が詰つまっている。

「じゃあさっそく。はい、半分こー」

　彼女は持ってた肉まんを割り、片方を僕にくれた。

「あ、ありがと」

「君は勇気があるんだね。自分より大きい相手の言いなりにならなくて」

　こんな野暮ったい子、間違ってもタイプじゃない。なのに、僕は恋に落ちてしまった。

　僕はこの自分だけが見つけた宝物を誰にも取られたくなくて、つい周囲を見回してしまった。そしてはっきりと悟った。申も貴治も何だか妙に浮き足立っていた。

　間違いない。二人とも広尾さんのことを異性として意識している。

　この時から僕たちの奇妙な四角関係が始まったのだった。





十七時二十分　御徒町健人（＠多目的棟とう・二階教室）






　文化祭といえば一年に一度のお祭りだ。外部からやって来る様々なお客さんを生徒たちが全力でもてなす日……その前日ともなれば、校内中が良い意味でソワソワした雰囲気に包まれる。そして僕はその雰囲気が嫌いじゃなかった。

　そこまで思って、僕は深いため息を吐く。

　どうしてこんな日に補習を受けなければならないのか。それもいつもの教室ではなく、多目的棟に閉じ込められて。

「こら、御徒町君。ぼーっとしないの」

　後ろ向きな気持ちが顔と態度に出てたのか、仁に藤とう先生に怒られた。

「明日、文化祭っすよ。今日ぐらい早く切り上げましょうよ」

　申がダルそうにそう言った。欠片も期待していないのは明らかだが、相手が優しい仁藤先生というのがミソだ。仁藤先生は補習中、時々僕たちにとって良い気まぐれを起こしてくれた。

「こんなところでじっとしてたら俺の筋肉も一気に萎しなびちまいそうです」

「だーめ。明日が文化祭だからこそ補習を消化しておくの。それに余計な心配がなくなれば心置きなく文化祭を楽しめるってものよ」

「仁藤教官、だったら適当に補習したことにしたらいいのではありませんか？」

　貴治がすかさず二の矢を放つ。

「先生も仕事だからね。あと教官はやめて」

「ははは、あはははは」

　さっきから笑いを必死でこらえていた広尾さんがとうとうこらえきれずに笑い出した。

「ほら、広尾さん。笑ってないでさっきの続きから教科書を読んで……」

「はい。く、くくくく……あはははは」

　ツボに入ったらしい。こうなると広尾さんの笑い声はしばらく止まらない。仁藤先生はひとまず広尾さんに音読させることを諦あきらめて、先に板書を書き進めることにしたようだ。広尾さんの可愛い笑い声と黒板をチョークが引っかく音だけが耳に入ってくる。とてもとても幸せな音、できることならいつまででも聴きいていたい。

　この四人で補習を受けるようになってどのくらい経っただろうか。少なくとも学年は上がったし、あの冬の出会いからそれなりの日数は経過している。けれど姓以外に共通点などほとんどなかった三人がこうしてよく集まるようになったのは間違いなく広尾さんのせいだろう。

　あれから解ったのだが広尾さんは持じ病びようのために病欠が多く、宿題と補習でどうにか単位を補っている状態らしかった。せっかく高校生になったのに、クラスメイトとロクに顔を合わせずにただ黙々と宿題と補習をこなすだけの日々……こんな少女がそんな可哀想な目に遭ってると思うと、僕はもう我慢できなかった。

　だから僕は故意に成績を落とした。特に彼女の苦手科目については入念に手を抜いて、彼女との逢おう瀬せの機会を無理矢理作ろうとしたのだ。そして果たしてそれは上手くいった。

　ただ、誤算だったのは申も貴治も僕と同じことを考えていたことだ。彼らが広尾さんに好意を抱いているのは明らかだったが、それで喧嘩することはなかった。なぜなら広尾さんは僕らのことを仲良しトリオだと思い込んでいたから……。

　かくして僕らは最愛の女性を巡っての四角関係をずっと続けている。

　やがて広尾さんは笑い止むと、息を切らしながらこう言った。

「……もう、タカ君は面白いなあ」

「いやあ、それほどでも……」

　褒ほめられた貴治はまんざらでもない様子で頭をかく。そんな貴治に僕は少し嫉しつ妬とした。

「というか拙者、面白いこと言ったでござるか？」

　真顔でそう訊たずねる貴治に、申は舌打ちしそうな顔で言う。

「よかったな。その変な喋しやべり方が面白いってよ」

「何ぃ！」

　僕には解る。申も嫉妬していたのだろう。だがよく言った！

「シン君って優しいのに普段はそうやって意地悪するよね」

　広尾さんがそう言うと申の顔は一気に紅こう潮ちようした。これも解る。嬉しさと恥はずかしさで赤くなっているのだ。

「う、うるせえぞこのブス！」

　次の瞬間、僕は立ち上がっていた。照れ隠しなのは解るが、今のは看かん過かできない。

「お前、広尾さんになんてことを！」

「チビの癖につっかかんなよ。お前、潰つぶさないように相手するのがいつも大変なんだよ。何せ俺は優しいからな」

　こいつ……。

「もう、やめなさい！」

　仁藤先生の制止の声で僕は我に返った。

「騒さわいでも補習は中止にしないからね。あと新御徒町君、暴言はだめ」

「だってこのブスとチビが……いや、すんませんした」

　申はすっかり大人しくなった。しかし僕は消化不良な思いを抱えながらまた席に座る。

　僕だけ褒めてもらえなかったな……。

「じゃあ広尾さん、そろそろ……」

　仁藤先生が広尾さんに水を向けた瞬間、不意に部屋の電気が消えた。

「きゃっ？」

「停電？」

「ビビんなよ」

　授業中に停電に遭あったのはこれが初めてではないが、あの時は昼間だったし……何より教室の窓に何も貼はられていなかった。

　今日は文化祭前日ということもあって、この多目的棟はいつもと違う装よそおいだった。明日の企画のためか、窓という窓に黒いフィルムが貼られている。お陰かげでまだ夕方なのに灯あかりが消えただけで真っ暗闇だ。

　というか、ここまでしなくちゃいけない企画って何なんだ。パンフレット読んどけばよかったな。

「ちょっと待って。どこかに非常用の懐中電灯が……痛。頭打った」

　闇やみの中、仁藤先生のドジを四人でこっそり笑った。まだこの時は非常事態を楽しむ余裕があったのだ。

　そう、あの不ぶ気き味みな音を聴くまでは。

　カチ、カチ、カチ……。

　最初にその音を耳にした時、カスタネットかと思った。だがすぐに僕は考え直した。それはリズムと呼ぶにはあまりにも不揃いで……何よりも生理的な嫌悪感を抱かせるものだったからである。

「ちょっと君たち。イタズラにしてはタチが悪いよ」

　仁藤先生は怒ったようにそう言ったが、その声は明らかに震えていた。

「待って下さいよ。僕は何もしてないですって……」

　その時タイミングよく教室のドアが開き、誰かが入ってきた。





十七時二十五分　御徒町健人（＠多目的棟・二階教室）






「うわっ！」

　申が大声を出す。さらに間の良いことに停電が復旧し、蛍光灯の光が侵入者の姿を照らし出す。

　侵入者はどこかで見覚えのある少女だった。

「あら、飯いい田だ橋ばしさん？　もう脅おどかさないでよ」

　仁藤先生によると彼女は普通科二年の飯田橋メグだそうだ。しかしこんなところに何の用だ？

「て、停電なんてつまらないイタズラしやがったのはお前か？」

　申が飯田橋さんにつっかかった。もしかするとさっきので滅め茶ちや苦く茶ちやビビったのかもしれない。

「……私はただ仁藤先生に用事があって多目的棟に来ただけ。それより、ここどうなってるの？　私が知っている多目的棟と全然違うようだけど」

　僕はそう淡たん々たんと訊ねる彼女の冷静さが妙に引っかかった。普通の女子ならもっと怖がったり、取り乱したりするものではないだろうか。

　まあ、広尾さんも別にそこまで怖がっていないので、もしかしたらこれぐらいが世間のスタンダードなのかもしれないが……。

　ちなみに僕は停電のショックでまだ少しドキドキしている。

「飯田橋殿はご存じないかもしれませんが、今の多目的棟は明日の文化祭のためにこんな構造になっているんですぞ！」

　そう言うと貴治はさっと黒板の前まで移動して、書きかけの板書を消してしまった。

「ちょっと……あー、もう。これで今日の補習はおしまいね」

　仁藤先生はがっくりと肩を落とした。貴治が狙ってやったものかどうかは解らないが、なかなかのファインプレイだ。

　というか仁藤先生、こんな学生みたいなノリで普段の授業は大丈夫なのだろうか。

「まずこれが多目的棟を上から見た図として……」

　貴治は〝凹〟のような図計を書いた。

「我々がいるのはこの凹へこんだところですな。そして、今廊下にはこんな風に仕切りが作られておりますぞ」

　続いて貴治は凹の中にコを横に倒したような線を書き込む。
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「かように二階の廊ろう下か部分は完全に分断されているため、我々が階段まで行くには左右どちらかの道を延々と歩くしかないのでござるよ」

「そう？　私が入った時は階段上がってすぐ正面に扉があって、そこ経由でこの教室に来たのだけど」

　これは貴治の説明が悪い。というか、説明が足りてない。

「ああ、その説明を忘れてござった。実はこの教室の前の扉は一方通行なんでござるよ。向こう側からは開けられても、こちら側からは開けられないようになっているとか。いやー、高校の文化祭にしては手の込んだ仕掛けでござるな」

　貴治は自分の説明に満足しているようだが、肝心の飯田橋さんはまだ納得がいっていないようだった。

「それで一体何の企画なの？」

　そんな飯田橋さんの問いかけに貴治は首を傾げる。

「なんだったでござるか……ええと、迷路屋敷だったような気が」

「そうか？　俺は脱出するゲームだった気がするけど。健人、お前知ってるか？」

「いや。みんなは？」

　広尾さんも仁藤先生も揃って首を振る。ここにいる人間はみんな、あまり文化祭に興味がなかったようだ。その様子を見て、飯田橋さんは肩をすくめる。

「二階のことは理解できたけど……だったら多目的棟が内側から施せ錠じようされているのは？」

　なんだって？

「どどどど、どういうことでござるか？」

「私が入った時、一階はなぜか薄暗くて……慎しん重ちように階段まで歩いていたんだけど、半分昇のぼりかけたところで後ろの方から鎖くさりが擦こすれ合う音がしたの。不審に思って一度外に出ようとした時はもう一階のドアには鎖が巻き付けられていたわ。ご丁寧にも丈夫そうな錠じよう前まえ付き」

「ふざけんなよ！」

　申が近くの机を思い切り叩く。

「どこのどいつか知らねえがつまんねえイタズラしやがって。ぶっ壊してくる！」

「だめだよシン君。これは誰かが明日のために作ったんだから……そんなことされたら、作った人たちが哀かなしむでしょ」

「……そうだな。じゃあ、壊すのはドアの鎖だけだ。引きちぎってやるよ」

　マジで言ってるのか。相変わらずのゴリラっぷりだ。

「じゃあ、ちょっくら行ってくるからお前らはここで待ってな」

　申がドアをガラッと開けると、向こう側には虚きよ無むのような闇が待ち構えていた。正直、照明もなしに出て行くのは勇気がいる。

「待ってシン君」

　だが出て行こうとする申を広尾さんが呼び止めた。

「状況がはっきりしていない以上、勝手な行動はやめよ？」

　広尾さんの言葉はもっともだ。もちろん、個人的には申を行かせた方がてっとり早いとは思うが。

「そんなの関係ねえよ。ナメた真似されたらお返しすんのが俺のルールだ」

「だめだって。廊下も真っ暗でしょ？　それで転んで怪我したらどうするの。怪我して君が帰って来なかったら、残された人たちみんながシン君の心配するんだよ？」

「……そりゃ、そうかもしれねえけどよ」

　申は黙り込んだ。惚ほれた弱みで広尾さんには弱いのだ。

「そ、そうよ。広尾さんの言う通りよ、新御徒町君」

　最年長者らしく仁藤先生もそう言うが、何だか広尾さんに乗っかっているような感じは否いなめない。この人、やっぱりちょっと天然なのかもしれない。

「ゴホン」

　仁藤先生が咳払いをする。たぶん、これから仕切りますよという合図だ。普段はちょっと歳とし上うえのお姉さんという感じだが、さすがに今は教師の顔をしている。

「えー、整理しましょ。私たちは全員揃って安全に外に出たいわけで……みんなで一緒に行くってのはどう？」

「しかし仁藤教官。これがタチの悪いイタズラだった場合、道中にトラップが仕掛けられていないとも限りませぬぞ？」

　僕も貴治の意見には賛成だった。

「その呼び方やめて……けど、仲御徒町君の言うことにも一理あるのよね。最悪、一網打尽ってことも……」

「おまけに廊下は真っ暗……トラップを仕掛けるには絶好の状況でござる」

　廊下の壁は黒い暗幕で覆おおわれている上、ご丁寧に窓も外の光が差し込まないように何か貼り付けてある。

「そういえば照明って一階の制御室でコントロールできるんでしたっけ？」

「そのはずだけど……」

「ちょっと開けますよ」

　僕は教室のドアを開け、すぐ外にある廊下のスイッチを触ってみた。しかし廊下の照明は点つかない。僕は諦めて教室に戻った。

「だめですね。廊下のスイッチでは点けられないようになってるみたいです」

「えー、大丈夫？」

　広尾さんが心配そうに言う。だが次の瞬間、教室の隅すみをあさっていた飯田橋さんが声を上げた。

「あったわ」

　見れば両手に一本ずつ懐中電灯を持っている。さっき仁藤先生が探していた緊急用の懐中電灯だろう。

「ちゃんと電池も入ってる。充分な光源とは言いがたいけど、トラップを警戒しながら廊下を進むぐらいのことはできると思う。懐中電灯は二つ、ルートも二つ。ひとまず二手に分かれましょう。もちろん、異常を察知した場合はすぐに引き返すのが大前提だけど」

「待つでござる」

　異議の声を上げたのは貴治だ。

「百枝殿は病弱なんでござるよ。万が一の場合を考えたら、探索には参加させられないでござる」

「私は大丈夫だよ？」

「いやいやいや！」

　広尾さんのあっけらかんとした言葉に僕も思わず声を出してしまった。

「悪いけど僕も貴治の意見に賛成だ。広尾さんには教室に残ってもらおう。けど一人にはさせておけないから……そうだな。飯田橋さんの案を少し変えると……ペアを三つ作って、広尾さんのペア以外で探索に当たろうか」

　自分でもらしくなく饒じよう舌ぜつになっているのが解る。こんな時でも彼女に少しでもいいところを見せようという意識があるのかもしれない。

　しかし申は半笑いで異議を唱となえた。

「おいおい、女同士のペアができたら危ないだろ。それより必ず男女でペアになるってのはどうだ？　頼りなくても男は男、いざとなったら盾にはなるだろ」

　言い回しは引っかかったが、提案自体は至し極ごく真っ当だ。僕は素直に肯うなずく。

「おお、名案でござるな。ではさっそくクジを作らねば」

　貴治はすぐに作業に取りかかった。




　クジの結果、申と仁藤先生、広尾さんと貴治、そして僕と飯田橋さんの三組のペアができた。

「まあ、防衛戦ならアホ孔こう明めいでもできるだろ。絶対に変な奴入れんなよ」

「当然。百枝殿のことは拙者に任せるでござる」

　僕は言葉にできない不安を胸に抱きながら教室を後にした。





十七時三十二分　御徒町健人（＠多目的棟・二階廊下）






　最小限の労力で最大限の成果を得るにはどうしたらいいか。

　人より小さい僕はそんなことを考えるのが癖になっていた。何せ、僕みたいな人間は何かを誰かと同じようにやっても身体が小さい分不利なのだ。その差を埋めるには知恵を絞しぼるしかないし、実際この十年はそうやってきた。

　そして恋愛も同じ発想でどうにかなると思っている。そりゃ、身体が小さいから恋愛面で不利だなんて考えると哀しいけど……それでも広尾さんの心を手に入れるためには人より沢山努力しなければならないのだけは確かだ。申よりも貴治よりも……。

「浮かない顔してるわね。私じゃ不満だった？」

　隣を歩いている飯田橋さんが刺すような言葉を投げかけてきた。

「いや、そんなことないよ。飯田橋さん、素敵だし……」

　こちらの心を見透かしたような言葉に動揺して、僕はつい余計なことを言ってしまった。

「けど広尾さんじゃなくて残念そうね」

「え？　あ……」

　そして絶句。たったの数手で秘めていた感情は丸まる裸はだかにされてしまった。狙って僕からこの言葉を引き出したとしたら、彼女はとんでもない人だ。

　まあ、広尾さんの前でなかったことだけがせめてもの救いだ。

「……お見通しっぽいから白状するけど、僕はあの子のことが気になってるんだよ」

　僕がそう言うと、飯田橋さんは急に足を止めて周囲を見回した。

「どうしたの？」

「何か変な音が聞こえるような気がして」

　カチカチカチ……。

　飯田橋さんの言葉を確かめるべく、僕も耳を澄すませてみると確かに例の音が聞こえてきた。

「うっ、これ……」

「何の音か知ってるの？」

「いや、飯田橋さんがやってくる前、教室にそんな音が響いたんだ。一体、何の音なんだろうね」

「聞いててあまり愉快な気持ちになれないのだけは確かね。一刻も早く帰りたいぐらい……ええと、広尾さんの話だったわね。彼女のどこに惹ひかれたの？」

　話が戻ってしまった。しかし広尾さんのことを語るのは厭じゃなかった。

「変なこと言うけどさ。本来、僕は飯田橋さんみたいな子がタイプなんだ」

「それは光栄ね」

　言葉とは裏腹にずいぶんと冷めた口調だ。言うんじゃなかったと後悔した。

「なのに広尾さんのことが好きになってしまった。全然タイプじゃなかったのに。けど、彼女が誰かと付き合うことを考えたら胸がざわつくんだ」

　ここだけは噓うそ偽いつわりなく自分の言葉で語ったつもりだが、はたして伝わっただろうか。

「それは好きってこと？」

　僕の打ち明け話に飯田橋さんはやけに食いついてきた。僕は少し面食らいながらも返事をする。

「あ、ああ。そうだよ」

「それはＬＩＫＥじゃなくてＬＯＶＥ？」

「友達としても好きだけど、それ以上に……恋人になりたい。付き合ってもっと広尾さんのことを知りたい」

　僕の返事に飯田橋さんは満足そうに肯く。

「恋なのね。ところで好きになったきっかけみたいなのはある？」

「強しいて言えば……僕のことを勇気があるって褒めてくれたからかな」

「勇気？」

「そう。僕ってチビだからさ。その分、気持ちで負けないようにって色々と努力してきたんだ。けどそういうところをちゃんと褒めてくれた人は広尾さんが初めてだった」

「その気持ち、誰かに伝えたことある？」

「え、いや、まさか。告白する決心もついてないのに相談なんて」

「……そう」

　飯田橋さんの顔は明らかに冷めていた。

「もしかして僕、何か変なこと言った？」

「ううん。ただ、私もこれ以上の詮せん索さくはよしておこうかって思って」

　飯田橋さんはそう言って話を打ち切ると、近くの教室の扉に手をかけて施錠されているかどうかを確認していた。急に僕の恋バナに興味をなくしたようにも見えたが……まあ、他人の恋バナなんてどうでもいいのが普通か。

「っ！」

　突然、飯田橋さんが声にならない悲鳴を上げた。

「どうしたの？」

「……な、何かに腕を嚙かまれてる」

　どうして気がつかなかったのだろうか。いつの間にか影のような馬鹿でかい黒い何かが飯田橋さんに襲おそいかかっていた。

　僕はそいつを見た瞬間、直感的にこいつが全ての元凶だと悟った。つまり、こいつさえ制することができれば脱出だって夢じゃない。そのために今、僕は何をするべきか……。

　最小限の労力で最大限の成果を得るには……飯田橋さんはもう助からないものと割り切って、襲ってきたものの正体を探ることに徹すればいい。仮に飯田橋さんを犠ぎ牲せいにして逃げ帰っても僕を強く責せめる人間はいないだろう。

　だけど……違うんだよな。それじゃ、あの言葉が噓になるじゃないか！

　僕は懐中電灯を放り投げるとその影にタックルした。確かな手応えの直後、手足に嚙まれるような痛みを覚えた。思わず影を離しそうになるが必死にこらえる。あまり長くは保たないだろう。けど飯田橋さんだけは助ける。

「御徒町君？」

　転がった懐中電灯が、飯田橋さんが僕のことを案ずる表情を照らしている。どうやら彼女の拘こう束そくは解けたらしい。それでこそ身体を張った甲か斐いがあったというものだ。

「どうして？」

　あの校外清掃の日、広尾さんの『君は勇気があるんだね』って言葉に救われた気持ちになったんだ。だけど、もしここで飯田橋さんを見捨てて逃げ帰ったら全部噓になってしまう。それだけは避さけたいじゃないか。

「君は早く戻って！　助けを呼ぶんだ」

　その影は巨大化したかと思うと、そのまま僕を吞のみ込むようにのしかかってきた。気がつけばもう飯田橋さんの姿は消え、視界がブラックアウトしていた。

「……解ったわ」

　走り去っていく飯田橋さんの足音を聞いて僕は安あん堵どした。

　広尾さん。君と出会えて楽しかったよ。けど、最後にもう一度だけ……褒めて欲しかったなあ……。





十二時五十五分　池いけ袋ぶくろ里り歩ほ（＠校庭）






　なぜメグがこの場にいるのか……発ほつ端たんは昼休みに遡さかのぼる。

「……ドレミ」

　なんとなく校舎の外を歩いていた池袋里歩……リポリンが振り向くと、すぐ後ろで男子生徒が膝ひざに手をついて息を切らしていた。顔を上げる余力もないようで、全力疾しつ走そうでもしてきたのだろうか。

「はい？　あ、もしかして依頼ですか？」

　男子生徒は地面を見たままなんとか肯く。まだ声が出せる状態ではないらしい。

「ではお名前を」

「……別科……二年……オカチマチ……ゲホッ」

　男子生徒は切れ切れにそう答えた後、猛もう烈れつに咳せき込んだ。

「大丈夫ですか？」

　男子生徒は何とか肯く。

　まあ、特別科二年のオカチマチさんとだけ解れば、ここは充分だろう。

「それでお相手は」

「……ど、同級生の……広尾百枝に告白したい……」

　段々言葉が明めい瞭りようになってきた。どうやら息が整ってきたようだ。

「見つけたぞ！」

　突然の叫び声にリポリンが振り向くと、妙なマスクで顔を隠した三人組がこちらを指差しているところだった。あれは嫉妬激げき励れい隊たい、恋愛の気配を察知してはそれを潰すことに全力を尽くす、実にはた迷惑な連中である。

「じゃ、これで」

「え？」

　リポリンは慌あわててオカチマチの方を向き直ったが、肝心の顔は逆光のせいで見えなかった。そしてオカチマチは嫉妬激励隊から逃げ出すようにどこかへ走り去って行った。




　リポリンはその足でアジトに向かい、メンバーに一部始終を語った。

「オカチマチさん……ってリポリン、まーた依頼人のフルネームをちゃんと聴いて来なかったのかい？」

　御お茶ちやノの水みず寛かん太たが呆れた表情で言うと、リポリンはむくれた。

「だからこうやってすぐ相談に来たんじゃないですか……嫉妬激励隊さえ邪じや魔ましなかったらこうはなってません」

「あー、あいつら本当にロクなことしないねえ」

　少し前も連中に活動を邪魔されたばかりである。

「所属と学年、それに告白相手が解ってるんならそう苦労することはないと思うけどね」

　秋あき葉ば原げん治じが眠そうにつぶやく。

「それでリーダーどうします？　引き受けちゃいますか？」

「うーん、明日は文化祭だからねえ」

　今、コクラセはある依頼の真っ最中だ。仕掛け自体は一段落したとはいえ、決着は文化祭のラストまでかかるだろう。

「本人にとってはすぐにでも返事が欲しいところだろうけど、しばしの猶ゆう予よを貰もらおうかな」

　そこにメグがやって来た。

「どうしたの？」

「あ、メグさん。実は……」

　リポリンの説明を聴いたメグの眼はどんどん細くなっていった。

「リポリン、この依頼はあなたが想像しているよりもずっと大変よ」

「どういうことですか？」

「特科の二年に御徒町って子はいたと思う」

「それじゃあ……」

　リポリンは期待に眼を輝かせるが、メグはかぶりを振る。

「けど彼の他に新御徒町と仲御徒町って子もいてね。あなたが依頼を受けたのはどのオカチマチ君？」

　リポリンは青ざめた。

「け、けど三人が三人とも告白相手の広尾百枝さんと親しいわけ……」

「小耳に挟んだ話だと今、彼らは三人セットで広尾さんと補習を受けてるらしいわ。確か仁藤先生も補習を担当していたはず」

「なんで似た名前で固まってるんですか！」

　リポリンが八つ当たり気味に叫ぶ。

「せめて顔ぐらいちゃんと見てればよかったんだよ」

「カンタ先輩、うるさいですよ」

　リポリンとカンタの諍いさかいを苦笑いして眺ながめていたゲンジだったが、やがてメグの方を見ていつもの台詞を口にした。

「メグ、頼めるかな？」





十七時四十分　飯田橋メグ（＠多目的棟・二階廊下）






　今日は運良くコクラセの顧こ問もんである仁藤先生が彼らの補習を担当していた。だからメグは補習の終わり際に教室を訪ね、彼らの内の誰が依頼人なのか見当をつけておきたかったのだが……それがまさかこんなことになるなんて。

　探りを入れてみたがどうも健人は違うようだ。もっとも今はこんなことをしている場合ではないのだが。

　御徒町君……あなたの勇気は無む駄だにしないから。

　メグは健人を助けるべく、教室に急いだ。





十七時四十二分　新御徒町申（＠多目的棟・二階廊下）






　どんな奴が出てきてもぶん殴ればしまいだ。

　俺がそう思いながら仁藤先生と廊下を歩いていると、遠くの方で悲鳴のような声がした。

「新御徒町君、今の？」

　仁藤先生が俺の腕を握る。心なしか震えているような気がする。

「ああ、聞こえてますよ」

　それが男性の声か女性の声かまでは判別できなかったが、もう一つのルートを行った健人と飯田橋に何かあったと思ってよさそうだ。

「しゃあないですね。引き返しましょう。幸い一度来た道、罠わなは警戒しなくてもいいのが救いです」

　俺と仁藤先生は早足気味に広尾の待つ教室に向かう。すると前方に女生徒のようなシルエットが……。

「飯田橋か？」

　思わず懐中電灯を向けると、飯田橋の姿が現れた。幽霊の類たぐいでなくてほっとした反面、飯田橋の様子がおかしいことが引っかかった。取り乱してこそいないが、普通の状態でもない。

「おい、飯田橋。健人はどうした？」

　飯田橋は黙って首を横に振る。それだけである程度の事情は察せられた。

「とりあえず教室に戻るぞ」

　ひとまず仁藤先生と飯田橋を教室に入れた後、俺は周囲の安全を確認して入室した。そしてすぐに飯田橋を問い質ただす。

「何があったんだ？　健人はどうした？」

　飯田橋は俺の疑問に答えなかった。だが代わりに袖そでを肘ひじまでまくり上げると、黙って腕を見せてくれた。

「何だよそれ……」

　飯田橋の右腕と左腕に二つずつ、はっきりとした歯型が残っていた。

　他の三人の様子をうかがうと、驚きで声も出ないようだった。無理もない。ただのイタズラではこんなことは不可能だからだ。

　飯田橋は俺たちの反応を確認した後、ゆっくりと語り始める。

「真っ黒な影に襲われて嚙み付かれて……御徒町君のお陰で助かったけど、彼は私をかばって……」

「畜生！　健人の野郎、勝手にいなくなりやがって。ちっ、後味クソマズじゃねえか」

　俺が舌打ちすると、広尾と貴治は揃って俯うつむいてしまった。角度的に顔は見えないが、二人とも悲痛な表情をしているのは明らかだ。

「……ひとまず健人氏を襲った化け物について解ってることを教えて欲しいでござる」

　貴治は顔を上げると、飯田橋にそう訊ねた。

「襲われる十数秒前から『カチカチ』という音がした。微かすかだけど……とても気持ち悪い音。今思うと、あれはあの化け物が接近する音だったのかもしれない。けど私たちはそれが何なのか解らなかったから……警戒が足りなかったのね」

　おそらく停電の際に聞こえたアレだろう。ということはあれは歯を嚙み合わせる音だったわけだ。

「しかしそれは朗ろう報ほうでござるな。探索中はその音に警戒すれば危険度はぐっと下がるということですからな」

　貴治はしたり顔でそう言った。だが、その隣で広尾は浮かない顔をしている。

「ところでその化け物の目的って何なんだろう？　私たちを襲うことが目的なら教室のすぐ外で待ち伏せすればいい話じゃない？　けどそうはしないで飯田橋さんとケン君に襲いかかった……何がしたいのかな」

　広尾の言う通りだ。本当にヤバい存在なら俺たち全員をすぐに始末できたはずだ。

　俺たちをしばらく沈黙が包んだが、やがて広尾がそれを破った。

「これは私の仮説なんだけど……もしかするとその化け物って六人相手では勝てないと思っているんじゃない？　そして……」

　広尾はそこで言葉を切ると、一瞬だけ教室の外の様子をうかがってまた戻ってきた。

「……今もまだ勝てないと思っている可能性が高いんじゃないかな。少なくとも廊下には妙な気配はなかった」

「やるじゃねえか」

　俺は広尾を誇ほこらしく思った。出席日数が足りないだけで、決して馬鹿じゃないのだ。というかむしろ頭はいい。それでこそ……俺が惚れた女だ。

　とはいえ広尾の語った理屈を全部吞み込めたわけではない。怪物がそんなに論理的な生き物だろうか。理不尽な恐怖を体現していてこそ怪物……そんな気がするのだが。

「というわけで、五人一緒に動けば大丈夫ってことよねえ？」

　広尾が意味ありげな笑顔を浮かべて訊ねる。どうやら広尾も探索に加わりたかったらしい。しかし俺としてはやはり広尾を危険な目に遭わせたくない。どうやって思い留まらせるかを考え始めた矢先、飯田橋が口を開いた。

「残念だけどそれは最後の手段にした方がいいわ。さっき襲われた際、懐中電灯を落としたの。つまり今残っているのは新御徒町君が持ってる一本だけ……その頼りない光源に賭かけるのは賢明とは言えない気がするの」

　ナイスだ飯田橋！

「それに何より……あいつは暗闇でも私の姿をはっきりと視認していたから」

「あ、そうか。見えてないと飯田橋さんの両腕に嚙み付けないはずだから。飯田橋さん、こんな目に遭っても冷静ねえ」

　広尾は飯田橋に感心していたが、俺も同感だ。この女は何か普通じゃない感じがするが、さっぱり底が見えねえ……。

「あいつはまず私の両腕に嚙み付き、それから私をかばった御徒町君を正確に襲った。見えてないと無理よ」

「そ、そんなの暗視ゴーグルでもないと対抗できませんぞ！」

　貴治のその物言いに俺はイラついた。

「ありもしねえもんの話してもしょうがねえだろ。この軍事オタク！」

「いや、お言葉だけど申氏、暗視ゴーグルは一階の売店に並んでたでござるよ」

「そんなわけある……いや、あの売店ならあるかもな」

　店員のおばちゃんの趣味なのか、下の売店には時折妙みようなものが入荷する。例えば少し前にはビデオカメラが置いてあった……商売を度外視しているとしか思えないが、たまに売れてたりするから困る。あのビデオカメラ、一体誰が買ったのやら。

「拙者が見た時、在庫は三つもあったでござる。あんなものはそうそう売れたりしないでしょうなあ……なんとかしてあの暗視ゴーグルを回収する手段はないでござろうか」

「さっき見た感じでは店にはシャッターが降りてたから、鍵でもないと無理だと思うわ」

「ひ、非常事態でござるし、かくなる上は……」

「こら」

　仁藤先生が丸めた教科書で貴治の頭をポカリと叩く。

「教師として生徒の窃せつ盗とうは見過ごせないから……別の手段を考えましょ。あるいはここで助けを待つか……あ、ちょっと飯田橋さん、どこへ行くの？」

　気がつけば飯田橋が教室のドアに手をかけていた。

「ひとまずさっきの場所に戻って御徒町君の安あん否ぴ確認をしようかと。それに、もしかするとあいつを攻略する手がかりも見つかるかもしれない」

　そう言って飯田橋は俺に向かって手を差しだした。

「懐中電灯貸してくれる？」

　そう言われて「はい行ってらっしゃい」と返せるわけがない。広尾が見てる前だぞ。

「バカ言うな。お前を一人で行かせたら健人に笑われる」

　俺は一緒に探索に向かうべく、一歩踏み出した。

「君たち、ちょっと正気？　化け物がいるって話聴いてた？」

　仁藤先生が慌てて俺たちを制止する。

「もちろん。まあ、気持ち的には俺一人でその化け物をぶっ飛ばしてやりたいんですが、例の現場がどこかは飯田橋じゃねえと解りませんからね」

「……君がいると心強いわ。よろしく」

　俺は努つとめてぶっきらぼうに「おう」とだけ返事をした。あんまり愛想よくし過ぎて広尾が俺と飯田橋との仲を勘違いしないように……。

　もしかしてこいつ、俺が同行するように誘導したのか？　まあ、広尾の前で良い格好をしたいという俺の心理が働いたのは確かだが……そこまで計算できるものか？

「あ、一つ頼まれてくれないでござるか？」

「なんだ貴治？」

「もしも無事に階段の前まで辿り着くことができたら、例の一方通行の扉を開いたままで固定して欲しいのでござるよ。そうすれば仁藤教官も百枝殿も安全に一階まで行くことができるでござる！」

「お前にしては気の利きいた提案だ。乗った！」

「何か引っかかる物言いでござるが……まあ、固定作業自体は教室に待機している我々でも手伝えるので、余裕がなければ扉を開けた時点で大きな声を出してくれれば」

「ああ、解った解った。待機組のお前にもちゃんと見せ場作ってやるから、大船に乗った気持ちで待ってろ」





十七時四十八分　新御徒町申（＠多目的棟・二階廊下）






「ねえ、新御徒町君」

　廊下を歩き始めてすぐ、飯田橋が俺に声をかけてきた。

「なんだよ」

　飯田橋は綺麗な顔をしているが、何考えているのか読めないので妙な怖さがある。

「昔の君って成績優秀だったって風の噂に聞いたことがあるんだけど」

「厭いや味みか？　補修受けてる奴が成績良いわけねえだろ」

「でも『好き勝手振る舞いたいからこそ高成績をキープする』って吹ふい聴ちようしてなかった？」

　当時のことを思い出して俺は顔から火が出そうになった。まさか初対面の飯田橋に恥ずかしい過去を掘り返されるとは。

「そんな君がどうして補習なんか受けてるの？」

「一年の頃はともかく、二年になればカリキュラムだって変わる。昔みたいに余裕綽しやく々しやくとはいかねえだろ」

「そう？　だったらどうして広尾さんが補習を受けている科目の成績だけ悪いの？」

　調べた上で言ってたのかよ。性格悪いな。

「解ったよ！　白状する。広尾が苦手な教科の試験ではわざと手を抜いてるんだ」

「一緒の補習を受けられるようにするため？」

　俺は黙って肯く。あまりに的確な指摘で何も言うことがない。

「効率の悪い方法ね。もっと他にやり方があったんじゃない？」

「男と女が理由もなしにつるんでたら……恥ずかしいだろうが」

「広尾さんのことが好きなのね？」

　この女……質問の一撃一撃がヘビーできつい。しかも逃げ道は全て塞ふさいである。

「んな!?　あんなブス好きなわけねえだろ。ダチだよダチ」

「じゃあ、別に広尾さんが他の二人と付き合っても構わない？」

「うっ」

　俺の心の柔らかい場所を的確に抉えぐってきやがる。なんておっかねえ女だ。これなら垢抜けないブスでもあいつの方がずっといい。

「……ああ、そうだよ。好きだ。全然色っぽくないのに参っちまってよ。こんなの、初めてなんだ」

「その気持ち、誰かに相談したことある？」

「あるわけねえだろ。そんな恥ずかしいこと、健人や貴治にも言えやしねえよ」

「……そう」

　飯田橋はそれだけ答えると、興味を失ったように何も聞かず、ただ早足で進んだ。

　もしかして俺は探りを入れられたのだろうか。けど何のためにだ？

「……私たちが襲われたのはこの辺よ」

　飯田橋が廊下に膝をつき、懐中電灯の光を下に向けて検分する。

「血は零こぼれてないわね。そして懐中電灯もない……」

　飯田橋の言う通り、廊下に不審な点は何もなかった。

　よかった。健人の奴はまだ生きてるかもしれない。

「嚙まれても大怪我は負わないってわけか。それなら心強いぜ」

「けど油断しないで。あの時、あいつは御徒町君に覆いかぶさってた」

　俺は飯田橋の両腕にくっきりと残されていた歯型を思い出した。

「あの歯型、もしかして全部同時につけられたのか？」

「そう。少なくとも口は最低四つあるわけだから、それで両手両足を同時に狙われたら君だって危ないかもしれない」

　四つならどうにかなるが、それ以上となるとキツいかもしれない。もし数十もの歯に全身を嚙まれたりしたら、おかしくなりそうだ。

「健人はどこかに連れ去られたってことでいいのか？」

「……あいつに跡形もなく食べられてしまってない限りはね」

「縁えん起ぎでもないこと言うなよ。お前、そういうキャラだったか？」

　しかし飯田橋は返事をせずに立ち上がった。そして光を前方に向ける。

「ここからは足音を殺して進みましょう。あいつは移動時に歯をカチカチさせるような音を立てる。静かに進めば、あいつが接近してくる気配を察知できるはずよ」

　俺は肯く。俺としてもこれ以上、広尾との話を追及されなくて済むのはありがたかった。

　俺たちはゆっくりと、しかし確実に歩いた。向こうもこちらの気配が摑つかめないのか、襲われることはなかった。

　やがて角を曲がり、あと十数メートルで扉というところまで来た時……俺はあることに気がついた。

「なあ、飯田橋」

「……何？」

　その一言に「気配の察知に邪魔になるから後にして」というニュアンスが込められているのは解ったが、今を逃すと手遅れになるかもしれない。

　俺は小声で飯田橋に囁いた。

「もしもあいつが音で気配を察知されることに気がついたとしたら？」

　飯田橋は黙っているが俺は構わずに続けた。

「俺があいつの立場だったら……確実にやって来る場所で待ち伏せる」

　カチカチカチカチ……。

　その瞬間、背後からあの音が聞こえた。振り向くと、そいつがこちらへ飛びかかってくるところだった。

　こいつ、暗幕と同化してやがった！

　俺は飯田橋を進行方向へ突き飛ばして叫んだ。

「ここは俺が抑える！　お前は扉を開けて固定しろ」

　もうそれしかない。

「でも……」

「それが最後の懐中電灯だろ。無くなったらみんなが困るじゃねえか」

　もちろん、ここで飯田橋から懐中電灯を奪い取り、そのまま囮おとりにすることはできる。けどそれをやってしまったら俺は俺でなくなる。

「本当にいいの？」

「だから扉を固定して退路の確保が終わったら呼んでくれ。追いかけるからよ」

「……解った」

　やっぱこいつ賢いわ。一発で全部伝わった。

　駆け出す飯田橋の背中を確認した途端、首筋をがぶりとやられた。嚙み付きなんて子供の時やられて以来だが……やっぱり原始的な痛みだ。

「……ってえな、この野郎！」

　振り向きざまに思い切り殴りつけると、お返しのようにさらに何度も嚙み付いてきた。

　健人、お前もこれ味わったのか。エラいな。チビなんて言って悪かったよ。

　無論、このままやられるつもりはない。だが俺が摑みかかろうと思った瞬間、そいつが覆い被さってきて、視界が真っ暗になった。

　足と腹に重みを感じて俺は顔をしかめる。ああ、マウントポジション取られたのはマズいな。こっちは動けないし、向こうからはやりたい放題じゃないか。けど諦めてたまるか。

　俺は必死に暴れた。教室に残した奴らのためにこいつを消しよう耗もうさせる必要があったからだ。

　誰かのために生きるなんてガラじゃねえけど……そういえばあのブスだけだったよな。俺のことを優しいって言ってくれたの。だから好きになっちまったのかもしれない。

　俺の動きが鈍にぶりだした頃、生温かい息が俺の手にかかっていることに気がついた。どうやらこいつも消耗してる。けど息の発生源は一つじゃない。最低でも二つか三つはある。

　なるほど……こいつの正体が解った。けど多勢に無勢、ここまでか……。

「……町君。終わったわよ！」

　遠くで飯田橋の声が聞こえたが、拘束を破って教室まで戻る元気は残されていなかった。

　それでもアイツの望んだ優しい乱暴者のままでいられたのなら……俺はそれで満足だよ。





十七時五十分　池袋里歩（＠多目的棟前）






　メグさん、遅いな。

　リポリンは多目的棟の前でメグの戻りが遅いことを心配していた。メグの話では補習終わりに御徒町ズの顔を見てくるだけだったはずなのだが。

　リポリンは多目的棟に入るべくドアに手をかけた。

「あれ、開かない？」

　リポリンがガチャガチャとドアを弄いじっていると、いきなり罵ば声せいが飛んできた。

「おい、そこの貴様。何をしている！」

　声の主は少し離れた場所に立っている長身金髪のハンサムだった。

「いや、何って多目的棟を覗いてこうかなと……」

「馬鹿者！　じきにせぷてんの時間だ。関係のない素人しろうとが入っていいわけないだろう」

　金髪のハンサムはひどく立腹していた。そんなにリポリンが多目的棟に入ろうとしたことが癇に障ったのだろうか。

「……すいません」

　何が悪いのかさっぱり解らないが、とりあえず謝っておいた方がよさそうだ。

「ところで先輩は何者ですか？」

「僕は天てん王のう洲ずタイラー、特別科三年だ」
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「あ、普通科一年の池袋里歩です。あのー、せぷてんって何ですか？」

「せぷてんを知らないのか。まあ、そうでなければここに入ろうとはしないだろうからな。簡単に教えてやる」

　タイラーは咳払いをすると説明を始めた。

「奴は七つの口を持つ怪物だ。いや、厳密に言えば七つの口だけが奴の全て、それ以外はおまけのようなものだ。その口であらゆるものに嚙み付き、自分の糧かてとする」

　話がいきなりオカルトじみてきた。

「せぷてんとはラテン語の７、セプテムに由来するということになっているが、あくまでそれは一説に過ぎず……」

　少し前にもこんな自分勝手な人いたな……。

　話が長くなる気配を察して、リポリンは軌き道どう修正にかかる。

「天王洲先輩はその『せぷてん』って怪物の専門家なんですか？」

「ふん。まあ、そんなところだ」

　タイラーは腕を組んだまま得意げに笑う。そんな何気ない仕草が絵になるあたり、さすがは美形だ。

「弱点とかないんですか？」

「多目的棟の窓を見ろ。内側だけでなく外からも塞いでいるのは奴を閉じ込めるためだ」

「逆に言うと……中にいる限り、どうにもならないと？」

「そういうことだ。普通科なのに吞み込みが早いじゃないか。褒めてやるぞ」

　タイラーもあの両りよう国ごく呼よび彦ひこと同じタイプと思いきや、傲ごう慢まんさではさらに上のようだ。

「解ったら早く帰れ。せぷてんのことを詳くわしく知りたければ明日またここに来い」

　なんかゲームのＮＰＣみたいなことを言っているが、素直に引き下がるわけにはいかない。

「あのですね……たぶん、私の先輩がこの中にいるんじゃないかと」

「何？　部外者以外は立ち入り禁止のはずだが……」

　そう言いながらタイラーはドアに耳を押し当てる。そして首を傾げつつ、腕時計を見た。

「確かに予定時刻にはまだ三十分もあるのにもう始まっている気配があるな。誰だ、勝手なことをした奴は？」

「先輩はせぷてんの専門家なんでしょう？　だったらなんで閉め出されてるんですか？」

　タイラーは怖い顔でリポリンを睨みつける。

「僕抜きなど考えられない。残された可能性としては何者かが悪意をもってせぷてんを始めているぐらいか……」

　今のところ、タイラーが変な妄想を抱いているとしか思えないが、さりとて彼に正常な判断力が備わっていないと判断するのも違う気がする。もう少し話を聴こう。

「あの、まさかとは思いますが、せぷてんって本当にヤバいんですか？」

「だからそう言っているだろう。暗がりで歯を嚙み合わせる音が近づいてくるんだ……それも確実に迫ってくる。こちらは向こうが見えないのに向こうはこちらをはっきりと認識しているからな」

　リポリンは口だけの怪物が暗闇で迫ってくる様子を想像して、背筋が少し寒くなった。

「それはぞわっと来ますね」

「更に嚙み付いてくる。全身を奴に嚙まれる不快感は簡単には言い表せん……僕が知っている限り、あれは最さい恐きようだ。この天王洲タイラーが太たい鼓こ判ばんを押してるのだから間違いない」

「じゃ、じゃあ、今すぐこのドアを破って突入しましょう！」

　タイラーの語るせぷてんの存在を信じたわけではないが、多目的棟が何かイレギュラーな状態にあるのは間違いなさそうだ。

「こんなドア如ごとき破るのは訳ないが、それでは明日の文化祭に障る。正しい手順を踏ふんで解決すべきだ。面倒だが職員室まで事情を説明しに行くべきだな」

「じゃあ、先輩。よろしくお願いします！」

　踵きびすを返して職員室に向かうタイラーにリポリンがお辞じ儀ぎをする。しかし顔を上げると、怪け訝げんそうな顔のタイラーと眼が合った。

「何をぼんやりしている。貴様も来い」

「私、せぷてんと関係ないんですけど？」

「関係ないからこそだ。説得には第三者の証言も欠かせない。さあ！」

　かくしてリポリンはタイラーに連れ去られてしまった。





十七時五十三分　仲御徒町貴治（＠多目的棟）






「噓、シン君まで……」

　申氏が怪物に襲われたことを聞いた百枝殿はそのまま気絶してしまった。それでも飯田橋殿と仁藤教官の助けのお陰で、百枝殿を楽な姿勢で寝かせることができたのは不幸中の幸いでござった。

「……やだあ、みんな行かないで」

　それでも百枝殿はひどくうなされている様子。果たしていつ目覚めるか……百枝殿が安定するまで全員での出発はお預あずけでござるな。

「ねえ、仲御徒町君」

　飯田橋殿が何気ない口調で拙者の名前を呼んだ。

「おや、何でござるか？」

「コクラセって知ってる？」

　その瞬間、拙者は思わず口から変な声が出そうになった。

「なな、なんのことでござるか。拙者、そんなの見たことも聞いたこともないでござるよ」

　反射的にとぼけてはみたものの自分でも不自然すぎて、拙者はすぐに失敗を悟った。どうして飯田橋殿はこれ以上ないタイミングでその名前を出せたのでござるか？

「別に追い詰める意図はないんだけど……私も先生もコクラセのメンバーなの。もし何かを打ち明けるなら広尾さんが眠っている今しかないかもしれないわよ？」

　飯田橋殿の言葉に仁藤教官も肯く。

「と言っても私はただの顧問……いや、顧問でもないから！」

　ノリツッコミとは……さすがに仁藤教官は余裕があるでござるな。

「……全部白状するでござる。拙者は確かに今日のお昼、池袋里歩殿に告白の依頼をしたでござる。相手はもちろん、百枝殿。実は拙者、一年の頭から同じクラスの百枝殿のことを密かにお慕い申し上げておったのでござる」

「それがどうして突然今になって告白しようと思ったの？」

「端的に言えば焦りでござる。拙者には健人氏や申氏のような正統派の魅力がないでござるから。最初に百枝殿を好きになったのは拙者でも、あの二人はどんどん距離を縮めていく……拙者にはそれが耐えられなかったんでござるよ」

「仲が良さそうだったのも演技だったの？」

「今でこそトリオとして定着した我々も、元々はお互いにバカにし合う仲……いや、もしかすると今でもそうかもしれないでござるな。何せ、我々三人は百枝殿のために仲良しこよしを演じてましたからな。他の二人の本心が奈な辺へんにあったかなんて解らんのでござる」

　無論、健人氏や申氏が拙者に付き合っているのも百％打算とは思わぬ。しかしコミュニケーション弱者の哀しいところ、実際の数値が何％なのか全然解らないのでござる！

「そもそも百枝殿には不思議な魅力があるんでござるよ。話をしているだけで幸せになるというか……事実、拙者は入学式で少し言葉を交わしただけで参ってしまったんでござる」

　それは断じて拙者が女性に免めん疫えきがなかったせいだけではない……ないと信じたいでござる。ただ、声をかけてくれたのは百枝殿の方からだったということだけはちゃんと断っておきたい。

「ではもう一つ訊きくけど、君はどうして嫉妬激励隊に追われてたの？」

「それは拙者が元々彼ら側の人間だったからでござる」

「本当なの？」

　飯田橋殿が穢けがらわしいものを見るような眼で拙者を見た。まあ、残念ながらその気持ちはとてもよく解る。

「拙者、一時期は世のカップルというカップルが憎かったんでござる。拙者は想い人の顔を満足に見ることすら叶かなわないのに、憎い憎い憎い……と。さらには一年の時分には友人と呼べる存在がどこにもおらず、つい嫉妬激励隊の面々にシンパシーを覚えてしまったわけでして」

「それも広尾さんと一緒に過ごせる時間が増えて消滅したわけね。けど、どうして今になって？」

「長いこと急に疎そ遠えんになった理由を『補習が忙しい』で通してきたのでござるが、つい最近四人で仲良く下校しているところを目撃されて、真の理由に勘づかれたわけでござるよ」

「裏切り者にも容よう赦しやなさそうよね、あの子たち」

　仁藤教官の言葉通り、彼らは容赦なかったでござる。

「どっちにせよ、拙者は抜けがけしようとした卑ひ怯きよう者ものでござる。嫉妬激励隊も健人氏も申氏も裏切って……結局、自分が幸せになりたい一心で動いてるから、自分でも呆れるでござる。何よりこんな事態になっても心のどこかでライバルの脱落を喜んでいる自分がいる気がして……拙者には百枝殿と付き合う資格なんてないでござる」

「これで大体の事情は解ったわ」

　飯田橋殿は深いため息を吐く。それにつられて拙者もため息が出た。

「……だから依頼は取り下げるでござる」

「そもそもあの依頼自体が不成立だったけどね。だけど、私たちの出る幕じゃなかったかも。だって私が君たちを観察した限り、君が思っているほどには三人の間の差は開いてないと思うから」

　思いも寄らない言葉だった。

「またまた冗談を。そういう気休めはいいでござる」

　突然、飯田橋殿は怖い表情になる。

「私はプロなの」

「あ、はい！」

　思わず気をつけのポーズで畏かしこまりたくなるほどの迫力だった。だが直後、飯田橋殿は少し表情を緩ゆるめた。

「プロがそう言ってるんだから素直に信じなさい。あの二人は格好よかった……けど、君も決して負けてない。ここを出たら胸を張ってやり直せばいいじゃない」

　なんて優しい言葉だろうか。涙が出そうになる。飯田橋殿……あなたはいい人でござる。

　いや、飯田橋殿だけでない。健人氏、申氏、仁藤教官、そして百枝殿……みんないい人だ。そう拙者以外は……。

「承知したでござる。ところで百枝殿も眼を醒さまさないことだし、単独行動をしてもよいでござるか？」

「その申し出自体に問題はないけど、せめて納得のいく説明をして」

　拙者だけがいい人ではない。だからこそまた噓をつくことにした。

「実は出口の解錠について、拙者に良いアイデアがあるでござる」

　百枝殿は拙者のことを面白いと褒めてくれたでござる。ならば……最後まで道化としての務めを果たすべきでござろう？





十八時五分　仲御徒町貴治（＠多目的棟・二階廊下）






　教室を出た拙者はゆっくりと扉を抜け、階段を降りていく。今のところは誰も襲ってくる気配はない。

　上手くやっていれば拙者は愛する百枝殿と一緒にどうにか脱出できたでござろう。だけど……それはもう厭いやなのでござる。

　確かに拙者は少し前までは健人氏と申氏を出し抜いて、百枝殿と幸せになろうとしていた。しかしあの二人を失ってようやく気がついたのだ。四人で過ごしていた時間こそ拙者が本当に大事にしていたものなのだ、と。

　だとすればもう全てが手遅れ……ならば本当の意味で償つぐないをしたい。

「拙者は！　臆おく病びよう者ものではあっても、卑怯者ではないでござるよ！」

　階段を降りてすぐ叫ぶ。これは「自分はここにいる。早くかかってこい」という怪物へのメッセージだ。いつものように過去に追いかけられるのではなく、今度ぐらいは自分から過去に向かって行きたいから……。

　カチカチカチ……。

　例の歯を打ち鳴らすような音が聞こえてきた。そしてそれは少しずつ迫ってくる。

　やはり一階で待ち構えていたでござるか。

　拙者は思わず眼を瞑つむる。あの申氏がどうにもならなかったのだ。拙者が今さら何をしようが手遅れでござろう。

　だがこれでよかったのでござる。拙者一人見苦しく生き延びるぐらいならここで散るがよし……百枝殿のことだけは心残りだが卑怯者には恋をする資格はない。

　しかし覚悟を決めて十数秒、いつまで経っても嚙まれる気配はない。何かあったのか、それとももう死んでいるのか。拙者がそんなことを思い始めた瞬間、聞き覚えのある声が耳に飛び込んできた。

「間に合ってよかった」

　つい眼を開いてみると……見知った二つのシルエットが怪物を食い止めてくれていた。

「お前にだけ格好いい真似させるかよ」
















　そこにいたのは健人氏と申氏だった。あまりのことに拙者は二人の足を確認したが、当然のようにちゃんとついていた。

「二人とも無事だったでござるか？」

　思わず心の底から快かい哉さいを叫んでしまった。

「なんとかね。空き教室で縛しばられて転がされてたところを二人で力を合わせてなんとか脱出してきた」

「横おう着ちやくして俺らを同じ部屋に放り込んだのが間違いだったな」

　ともあれ二人は無事でござった。その事実が拙者の心を満たした。

「せっかく拾った命、拙者の助すけ太だ刀ちに使ってくれるなんて……かたじけない」

　だが二人は拙者の言葉を軽く笑い飛ばした。

「貴治のためじゃないよ。なあ申？」

「当たり前だ。俺らが命張るのはあのブス……じゃなかった。大事なお姫様のためだろ。それよりいつまでそうしてるんだ。お前も手伝え！」

「合点承知でござる！」

　拙者は二人と肩を並べてそいつに組み付いた。

　どうやら三人がかりでようやく力が拮きつ抗こう……いや、わずかながらこちらの方が上らしく、向こうはジリジリと後退していた。

「このまま押し切れるでござるか？」

「たぶんな。というかこいつ、いやこいつらに一人で挑んだのがそもそもの間違いだったんだよな」

「ああ、そうだよな」

　そう言う二人はどこかおかしそうで……拙者だけ仲間外れは寂しいでござる。

「どういう意味でござるか？」

「なぜならこいつらも三人だからだよ。そら、一気に剝はぎ取るぞ。せーの！」

　申氏の合図で力を込めると、鈍い音を立てて何かが転がった。思わず懐中電灯を取り出した拙者がそれに光を当てると……そこに転がっていたのは黒く塗られた獅し子し舞まいの道具だった。近くには総入れ歯のようなものも散乱していた。

　そして何より拙者を驚かせたのは、ガワを剝ぎ取られて目の前で立ちすくんでいたのがあの嫉妬激励隊の三人だったことだ。





十八時十分　池袋里歩（＠職員室）






「……ですから魚住先生、僕たちに突入の許可をいただけませんか？」

　その頃、リポリンは職員室でずっとタイラーに付き合って説明を聞いていた。

「不ふ埒らちな者たちに正義の鉄てつ槌ついを下さねばなりません」

「そう言われてもなあ。先生の一存で勝手に窓や扉を壊すわけにもいかんし……」

　魚住も困っている。というか、いきなり変なことを言われては魚住じゃなくても困るだろう。どうやら文化祭前夜ということで大半の先生は出払っていて、たまたま職員室にいた魚住がタイラーの相手をしていた。

「参ったな」

　そう言って魚住が頭をかいて窓の外を見た瞬間、タイラーが凶悪な人相を覗かせた。それを見たリポリンは震えが止まらなくなった。

　だがタイラーはすぐに凶相を引っ込めると魚住に訴うつたえかける。

「魚住先生、あなたにとっては今後も含めて数十回分のたった一回かもしれませんが、僕たちにとっては最後の文化祭です。皆で協力して作ったクラス企画が何者かにジャックされている可能性があるんです。取り返しのつかないことになる前に、どうか決断を！」

　ん、今変なこと言ったような……。

「あの、天王洲先輩……ちょっといいですか？」

　リポリンはタイラーの背をつついて、声をかける。するとタイラーはまたあの凶悪な顔を覗かせて振り向いた。

「……僕と口をきく権利を与えたつもりはないが？」

「もしかして『せぷてん』というのは文化祭の企画か何かですか？」

　タイラーは背筋が凍りそうなほど冷たい眼でリポリンを見つめた。

「だから最初にそう説明しただろう。多目的棟一つを大胆に使った大がかりな脱出型ホラーゲーム、それが『せぷてん』だと。正体不明の怪物を上手く退しりぞけながら、力を合わせて脱出を目指す……もちろん、脚本と演出は僕の仕事だ。館内放送で歯を鳴らす音を流して不安にさせたり、色々と力が入っているんだ」

「してませんよ！　恐ろしい化け物がいたんじゃなかったんですか？」

「『せぷてん』が最高なのはな、あまりの恐ろしさにみな我先にと抜けだそうとしては退場させられることだ。お陰で外に出られる時にはお互い人間不信に陥おちいる……良い雰囲気の男女はよそよそしくなり、カップルは別れる。ククク、最高じゃないか」

「性格悪っ！」

「僕は『せぷてん』を通して、パートナーの本性を暴あばいてやってるんだ。むしろ感謝して欲しいものだ」

　いや、そこまで訊いてないし！　というか、この人もうヤダ！

「じゃあ、口が七つあるっていうのは？」

「せぷてんは粗大ゴミとして捨てられていた獅子舞を改造して作った。それを三人で操あやつる。三人の両手に歯の模造標本を改造したものを嵌はめれば、口が七つある怪物せぷてんの完成だ」

　一瞬でも本当の怪物だと思って損した。

「セットや備品に損傷があったら大変だ。ガワはともかく、高価な暗視ゴーグルが壊れたら明日の企画に障る。苦労して完全な暗闇を作った意味もなくなってしまうからな」

「もういい」

　そう言うと魚住は重そうに腰を上げた。タイラーに少しうんざりしてる様子だ。

「仕方ない。最悪、扉を壊すことも視野に入れよう。じゃあ、さっそく向かおうか」





十八時十三分　四よッつ谷や（＠多目的棟）






　まさかこんな風に形勢が逆転するとは。

　嫉妬激励隊のうちの一人、四ッ谷は無意識の内に爪を嚙もうとして、自分の手に歯の模造標本が嵌まっていることに気がつく。

　くそっ、もうこんなものを嵌めておく理由もない。

　四ッ谷は両手に嵌めた歯の模造標本を投げ捨てると忌いま々いましげに叫んだ。

「おのれおのれおのれ、どうしてこうなった!?」




　事の発端は今日の昼休み、裏切り者の貴治に制裁を加えようと彼を追い回していたことだった。生あい憎にく、貴治のことは多目的棟の周辺で見失ってしまったのだが、多目的棟を捜索している内、多目的棟の制御室で『せぷてん』の備品一式と台本類を発見した。

　メンバーの反応は様々だった。市いちヶが谷やが「これはこれは……面白そうな出し物だな。暗視ゴーグルまで使うなんて金がかかってる」と感心する一方、永なが田たは「いや、この企画でカップルが誕生したりすると思うと……許せん！　破壊してしまうのが一番だ」と言って聞かなかった。

「そういえば貴治たちはここで補習を受けるはずだ……」

　そう言いかけた時、四ッ谷は最高の悪わる巧だくみを思いついたのだ。

　放課後、多目的棟で仲御徒町貴治とその仲間たちは補習を受ける……どうせなら、彼らを『せぷてん』で死ぬほど怖がらせてやろうと。二度と和わ気き藹あい々あいとした関係に戻れなくなるぐらいに……。

　幸い、せぷてんは三人で動かすものだったし、彼らを怖がらせるための演出も台本に全て書かれていたので、ぶっつけ本番でもいけると判断したのだ。どのみち、『せぷてん』を利用できるチャンスは今日しかないのだから見送る理由もない。

　そして十七時二十五分、その計画は実行に移された。

「裏切り者がどうなるか思い知るがいい」

　四ッ谷はドス黒い笑みを浮かべて制御室から照明をコントロールし、館内放送でせぷてんの歯の音を流したのだった。




　四ッ谷の叫びに市ヶ谷が反応する。

「うむう。やはりあの謎の少女を入れてしまったのが原因のような気がしてならん」

　唯一計算外だったのは、計画を開始する直前に謎の少女が多目的棟に進入したことだ。三人で相談した結果、「しょせんは女一人。恐るるに足らん」と追い出すことは諦めて一緒に閉じ込めてしまおうと、多目的棟の入り口を鎖で封印したのだが、これがマズかったのかもしれない。

「とはいえ、目的は半分以上達成した。あまり気に病むな」

　そう言いながらも四谷には悔くいが残った。

「しかし最後の最後で正体がばれてしまったのは失敗だったな。はたしてせぷてんの威いを借りずにこいつらを制圧できるか……」

　せぷてんは正体不明だからこそ強かった。だから中身がばれてしまえば戦力は半減したも同然だ。

「案ずるな。『幽霊の正体見たり枯かれ尾お花ばな』とは言うが我々は枯れ尾花ではないし、それぞれが決して低くない戦闘能力を有している」

「結局、脚本と演出がマズかっただけのこと。どこの誰が作ったものかは知らんが、盗んだ我々が気に病む必要はない！」

　市ヶ谷と永田の励ましで四谷の戦意は戻って来た。

「それもそうだな！」

　四谷は気を取り直して、二人に命令を下す。

「よし、各個撃破といこう。鶴かく翼よくの陣でまずは一番弱い仲御徒町を狙え」

「「おおー！」」





十八時十四分　仲御徒町貴治（＠多目的棟）






「よし、各個撃破といこう。鶴翼の陣でまずは一番弱い仲御徒町を狙え」

「「おおー！」」

　そんな鬨ときの声に生命の危機を覚えたが、拙者はすぐにあることに気がついた。

　なぜこやつらは暗闇で正確にこちらの姿を補足できたのか……冷静に考えれば答えは明らかではないか。

「これでも食らうでござる！」

　拙者が懐中電灯の光を彼らに向けると、彼らは顔を押さえて転げ回った。

「おい、何が起きたんだ？」

　その疑問に拙者は胸を張って答える。

「健人氏、奴らが暗闇でも不自由なく活動できたのは暗視ゴーグルのお陰だったということでござる。おそらくはそこの売店に並んでいたものであろう」

「あ、ホントに暗視ゴーグルだ。いつもガスマスクとかつけてるイメージあったから気づかなかった！」

　むしろ気がついてしまえばなんと呆あつ気けないことか。

「でかした貴治！　やっぱりお前、意外と頼りになるな」

「と、当然でござるよ」

　ようやく解ったでござる。拙者は百枝殿のことが好きだが、それ以上にこの四角関係を愛している……だからいつか健人氏か申氏が百枝殿を連れ去ってしまうとしても、自分からこの輪を壊したくないのでござる。

「さあ、百枝殿のために三人で力を合わせるでござるよ」





十八時二十五分　池袋里歩（＠多目的棟前）






　リポリンたちは多目的棟前に到着した。

「ここか。一見、おかしな感じはないが」

　魚住が先頭に立ち、タイラーがその後に続いた。なぜかリポリンも一緒に付き合わされているが、メグのことが心配だからバックレるわけにもいかない。

「よし、せーので突入するぞ。せーの……」

　魚住が号令をかけようとしたその瞬間、扉が開かれた。そして中から順に六人の男女が出てきた。四人は知らない顔だったが、メグと千ち鶴づるはすぐに解った。

「メグさん！　先生！」

　リポリンが駆かけ寄ると、二人は硬い笑顔で迎えた。何やら普通ではないことが起きていたらしい。

「何があったんですか？」

「教えてあげたいのはやまやまだけど、私は魚住先生に報告しないといけないから。飯田橋さんから聞いて」

　そう言って魚住の方へ向かう千鶴の足取りはどこかふらついていた。

「メグさん、何があったのか教えて下さい」

「……あれを見て」

　そう言いながらメグは多目的棟の中を指した。見れば嫉妬激励隊の三人が鎖でグルグル巻きにされている。それだけでもう嫉妬激励隊が余計なことをしたということだけは解った。大方『せぷてん』を勝手に利用したのは彼らだろう。

「人騒がせな人たちですね」

　そう言ってからリポリンは先ほど見覚えのなかった四人が御徒町ズと広尾百枝であることに気がついた。

「そういえば依頼人はどうなったんですか？」

「それならもう忘れていいわ。なかったことになったから」

「どういうことですか？　私、そんなにやらかしちゃってましたか!?」

『絶対成功』のコクラセに黒星をつけたのかと思ってリポリンは慌てたが、メグは首を横に振った。

「安心なさい。コクラセの看板に泥は塗ってないから。というか、私一人で充分だったわ。ほら、あの四人に私たちが介入できる余地があると思う？」

　メグに言われて見ると、まるで彼らは姫と姫を守る三人の騎士のように見えた。眼には見えないが不思議と固い結束で結ばれている気がした。

「これも一種の雨降って地固まるなのかしらね」

「なんか、とっても仲良さそう。もうメグさんがハゲヅラをかぶせに行く必要もなさそうですね」

「正直な話をするとね、四人の関係を把握して相当面倒な仕事だと思ったの。だから依頼人……いや、元依頼人の背中をちょっと押して、前向きな保留を選択させてみたの。まあ、コクラセの正式な仕事じゃなかったけど、上手くいってよかったわね」

　リポリンはしれっとそう言ってのけたメグが少し恐ろしかった。見方を変えれば、面倒な四角関係を彼ら自身で解決するように仕向けたようなものだ。

　まあ、ここまでクレバーでなければゲンジの右腕は務まらないのかもしれない。

「けど、あんなに友情で固めちゃったら、リーダーでも赤い糸をつむぐのは難しいかもしれませんね」

「あら、リーダーが本気を出せば解らないけどね」

　ひとまず一件落着ということでいいのだろうか。まあ、そういうことだと昼間のミスがなかったことになるのでリポリンとしては助かるのだが。

　そこにタイラーが現れた。ひどく不機嫌そうな表情であの四人を眺めている。

「何やら不愉快な気配がするな」

　あ、この面倒な人を忘れてた。

　リポリンが何気なくタイラーを眺めていると、メグにタイラーの傍から引き離された。思わずメグの顔を見ると、どこか深刻な表情を浮かべている。

「メグさん、どうしたんです？」

　メグはタイラーに聞こえないよう小声で囁く。

「あの人、目についたカップルや男女グループを壊すので有名なの。睨まれたら最後よ」

　そんなに危険人物だとは思わなかった。

「え、どうしよう……」

　リポリンは固かた唾ずを吞んでタイラーの様子を見守っていたが、やがてタイラーは苦笑のようなものを浮かべた。

「あの、どうかしたんですか？」

　ひとまず安全と判断したリポリンはタイラーに声をかける。

「あいつら……てっきりアリの群かと思ったが、仔犬みたいなものだったか。まあ、わざわざ潰したくはならんな」

　どうやらセーフだったようだ。リポリンはひとまず安堵した。だが直後、タイラーは鬼のような形相を浮かべる。

「だが貴様らは許さんぞ」

　そう言ってタイラーは縛られている嫉妬激励隊の方へ歩みを進める。

「僕が丹たん精せい込めて仕上げた作品を踏み躙にじった罪は重い。貴様ら、その身で贖あがなってもらうぞ」

「「「ひええ～～」」」

　明日は楽しい文化祭。出店の料理が美お味いしいといいな。

　リポリンは嫉妬激励隊の悲鳴を努めて耳から追い出しながら、多目的棟に背を向けた。
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回想　天てん王のう洲ずタイラー






　十年ほど前、天王洲タイラーは冴さえない子供だった。

　特に勉強もスポーツもできるわけではなく、背もクラスでは一番小さかった。おまけに母親譲ゆずりの金髪が悪目立ちして、小学校ではガラの悪い連中によくいじめられた。それでもそんな冴えないタイラーのことを母親は愛してくれた。だからタイラーはどれだけいじめられようと髪を黒くしようとは思わなかった。

　ある時、母親がこんな話をした。

「男の人と女の人はね、運命の赤い糸で結ばれてるのよ。それは切ろうとしても切れないぐらい強くて……タイラーもいつかそういう人と出会えるといいね」

「母さんもそうだったの？」

　母親は肯うなずく。タイラーはふと気になって母親にこう訊たずねた。

「ぼくの父さんはどんな人だったの？」

　物心ついた時には父親はいなかった。それでもタイラーは母親と二人、慎つつましやかに暮らしていた。

「あなたのお父さんはね、ある会社の社長さんだったの。けれど出会った頃は会社が倒産しかけて、お金を集めるのに必死だった。ギリギリまであちこち駆け回って……結局、お酒に逃げなくちゃならないぐらいに追い詰められたの」

　母親は美しい人だった。取り柄えがないと思っていたタイラーにとって、誰かに誇ほこれる数少ないものが母親だった。

　詳くわしい経緯は難しくて理解できなかったが、どうやら母親はやむを得ない事情で外国から単身日本に渡ってきたようだった。異国の地に馴な染じむためにどれだけの対価を支払ったのだろうか……しかし母親はタイラーの前でそうした苦労の跡あとを一切見せなかった。

「お父さんはね、それこそ毎晩お店で酔いつぶれているような人だったな。会社を守ることを優先したら、夜にお家うち帰るのが厭いやになったんだって。会社の社長と一家の大黒柱、会社の一大事に両方やるのは無理だったんだろうね」

　母親は楽しそうに語る。しかしタイラーは母親がそんなみっともない相手を選んだ理由がまったく解らなかった。

「それである時、這はわないと前に進めないぐらいに酔っ払っちゃって、私が介かい抱ほうしたの。なんか放っておけなくてね……けどそれがきっかけで一緒に暮らすようになったの。お父さんにしてみればお家の代わりに安らげる場所を見つけたようなものだったんだろうなあ」

　衝しよう撃げきの告白にタイラーは少なからずショックを受けた。もっとロマンチックな出会いの末に自分が生まれたものだと根こん拠きよもなく思い込んでいたせいだ。

「そんな生活が半年ぐらい続いて、お父さんは元気になって会社を立て直すことに成功したの。元気になった後はまた元のお家に戻って行って……その後あなたが生まれたの」

　全て初耳だった。父親はてっきり死んだものだとばかり思っていた。

「父さん、生きてるの？」

「うん。今はもうお父さんの会社、テレビにＣＭが流れるぐらいになったんだよ」

「じゃあ……なんでぼくたちと一緒に暮らしてくれないの？」

　タイラーが口にした疑問に母親は肩をすくめた。

「なんでって……もう私に助けてもらわなくてもよくなったからでしょ。お父さんにも元いたお家があるし……」

　タイラーは顔も知らない父親のことが嫌いになった。そしてあっけらかんと衝撃の事実を口にする母親まで嫌いになりそうだった。

　母親が何かに気がついたような顔でリモコンに手を伸ばす。

「あ、今やってる番組でお父さんの会社のＣＭが流れるはずだよ。観みようよ」

「そんなの観たくない！」

　そう叫んで部屋を飛び出すと、タイラーは押し入れに閉じこもって泣いた。




　タイラーが小六に上がる頃、人生に転機が訪れる。最愛の母親が病に倒れたのだ。

　幸い、闘とう病びように必要な医療費は父親が用立ててくれたが、それでも日に日に病状が悪化する母親の姿に、この場にいない父親への不信がタイラーの中で急速に積み重なっていった。

「どうして父さんは来ないの？　母さんがこんなに大変な時に」

　怒るタイラーをベッドの母親は窘たしなめた。

「お父さんは仕方のない人なの。そもそも普通の人はあんなにみっともなく酔いつぶれたりしないもの。だけど……どうか憎まないであげてね」

　やがて治療の甲斐なく母親は帰らぬ人となった。しかし母親は最後まで父親を悪く言うことはなかった。

　母親の死後、ようやく小柄な老人がタイラーの前に現れた。

「お前を引き取ることにした」

　その一言で老人が父親であることを理解した。

　父親は数年前にたった一人の長男を亡くしており、タイラーを後継者として育てたいとも言った。タイラーは引き取られることが厭で仕方なかったが、他の選択肢を取れるような強さはなかった。

　そしてタイラーの暮らしは一変する。大きな屋敷に豪ごう華かな食事、さらに通学には運転手がつく。少し前と比べて夢のような生活だ。

　しかし屋敷の中には元からいた父親の家族やその親類が何人も暮らしていた。その中でも口さがない者はタイラーを「運が良かっただけだ」とやっかみ、その出自を馬ば鹿かにした。もちろん、屋敷の人間の全てがそう思っていたわけではない。だがそれは多感なタイラーの心を傷つけるには充分で……タイラーは夜になると一人の部屋でよく泣いた。母親の死そのものも哀かなしかったが、何より冴えない自分を愛してくれた人間の不在が心に染みた。

　豪華な天てん蓋がい付きベッドも彼の心までは暖めてはくれなかった。

　さみしいよ。ぼくの運命の人、いるなら早くぼくの前に来て……。

　そして百の夜が過ぎた頃、タイラーはある考えに辿たどり着いた。

　冴えない自分を愛してくれるのはこの世で母親一人だ。あとの人間は自分に価値を認めない限り、愛してくれないのだ。そう、愛にはそれなりの理由が必要で……理由なく運命の相手と結ばれるなんてことあるはずがない。

　そう、人と人を結びつけるのは赤い糸じゃない。価値だ。だから価値がない人間は愛されない、愛される資格がない……。

　だったらぼくは愛されるだけの価値を持った人間になる。そしてぼくが父さんのようなみっともない人間とは違うことをみんなに証明してやるんだ。

　やがて中学に進んだタイラーは徐々に変わり始め……五年後には暴君と渾あだ名なされるまでになるのだった。





一日目　十六時十分　新しん橋ばし由ゆ良ら（＠特別科校舎）






　放課後、特別科の校舎の玄関近くで一組のカップルが微笑ほほえましい会話を交わしていた。

「俊しゆん二じ」

「なんだよ、亜あ利り沙さ？」

「ふふ、なんでもなーい」

　特科一年の小こ岩いわ俊二と大おお島しま亜利沙は付き合い始めてまだ二週間の熱いカップルだった。

　二人のなれそめは中学一年、同じクラスで席が隣同士になったのがきっかけだった。当時はまだお互いに少し意識するだけの間柄だったがそれから数えて三年以上、ようやく実った恋だった。

「お前、なんでもないなら呼ぶなよな、このこの」

「もう、俊二こそすぐにイタズラするんだから」

　そして、そんな恋人たちの様子を見守る二人の影があった。

「んー、やっぱり運命の二人はこうでないと」

　感かん慨がい深げにそう呟つぶやいたのは小柄な眼鏡めがねの少女だ。彼女の名前は目め白じろ恵めぐみ、特科二年でＴＲＬシンレツドライナーズのリーダーでもあった。

「じっくり見守った甲か斐いがありましたね、お姉様」

　恵に同意したのはたおやかな少女。特科一年の新橋由良、彼女も恵と同じくＴＲＬのメンバーである。

　彼女たちＴＲＬは赤い糸を守ることをモットーとするグループだ。故ゆえに赤い糸を紡つむいで、男女の仲を人じん為い的てきに操作・介入するコクラセとは思想的に対立している。

　もっとも由良は恵の気に入らない恋愛関係については『偽いつわりの赤い糸』と認識して、排除行動を起こす。そういう意味で由良はＴＲＬの唯一の実働メンバーだが、由良自身にはＴＲＬを牛ぎゆう耳じっているという意識はない。

　恵は運命の赤い糸の存在を信じている。だから何もせずとも二人が赤い糸で繫つながっていればいずれ結ばれるとも思っている……子供じみた発想だが、由良はそういう人間がいたっていいと考えている。

「それにしても……どうして急にここまで仲が進展したのかしらねえ？　私たちがたった二日目を離した間に結ばれちゃうなんて」

　そう言われると確かに不自然なぐらいの急展開だが……まさかコクラセが嚙かんでいたという可能性がありやしないだろうか？

「お姉様の言う通り、少し前までは小岩君、大島さんから逃げ回っていましたよね。何か心境の変化があったのかもしれません」

「まあ、仕方ないわ。まだ結ばれていない運命の二人って、花のつぼみと同じだから。できれば咲く瞬間を見たいけど、大抵は気がついたら咲いてるもの。欲ばったらだめよね」

　この人はどうしてこんな素敵なことを言ってしまえるのだろうか。

「そうですわね、お姉様。私たちが見守っているつぼみは他にもありますし」

　由良にとって恵はとても可か愛わいい先輩なのだ。

　まあいい。仮にコクラセが介入していたとしても、たった二日で依頼を成功させたということになる。だがそんな短期間でできる仕掛けなどたかが知れているわけで……コクラセが何をしようが、二人は結ばれたと考えるべきだ。

「しかし運命のカップルというのは……いいものよね」

　恵は嬉うれしそうに彼らの様子を眺ながめていたが、突然小さな悲鳴を上げた。

「どうされました、お姉様」

「あ、あの金髪が……二人の前に」

　そう言う恵の指の先にはあの天王洲タイラーがいた。しかし由良たちにはただその様子を黙って見守ることしかできないのだった。




　亜利沙がタイラーにぶつかった。

「きゃっ」

　といっても故こ意いにそうしたわけではなく、俊二がかけたちょっかいを避よけようとして身をかわした結果だ。亜利沙はすぐに体勢を立て直して、タイラーに謝罪をする。

「あ、すいません」

　しかしタイラーはかぶりを振る。

「君は謝らなくていい。今のは彼が悪い」

　タイラーの正論で責められた俊二はバツの悪そうな表情で頭を下げる。

「すんませんした」

「君は懲こりないな。また公衆の面前で恋人にちょっかいをかけてぶつけるとは。彼女にそうさせるのが君の趣味か？」

「……先輩、勘弁して下さいよ」

　彼女の前でこき下ろされて、俊二はふて腐くされていた。

「一度ならまあ解る。しかし同じ間違いを繰り返すのはそいつが馬鹿ということだ」

　なおも構わず続けるタイラーに俊二が抗議しようとしたその瞬間……亜利沙が真剣な表情で俊二の顔を覗のぞき込んだ。

「ねえ、またって……どういうこと？」

　俊二は顔色を変える。亜利沙にはあえて言ってなかったが、以前塾で知り合った他校の少女と付き合っていたのだ。もちろん、もう別れているからこそ亜利沙との交際をスタートさせたのであるが、諸もろ々もろを亜利沙の納得がいくように説明する自信が俊二にはない。

「え、そりゃ……」

　俊二は救いを求めるような顔でタイラーの顔を見たが、タイラーは助け舟を出すどころか火に油を注いだ。

「おっと、あれは他校の生徒だったか。仲が良さそうだったのに別れたのか？」

　亜利沙の顔が怒りで変へん貌ぼうした。

「私が初めての彼女って言ったでしょ？」

「あれは言葉の綾あやみたいなもんで……もう終わってるからあえて言わなくてもって」

　そう言いながら俊二はタイラーを睨にらむ。

「おい、アンタ。喧けん嘩か売ってんのか！」

「浮かれて僕の逆げき鱗りんに触れたのはお前の方だが？」

「なんだと……」

　俊二は思わずタイラーに摑つかみかかろうとする。だがその前に、俊二の顔に亜利沙の平手打ちが飛んで来た。

「逆ギレで誤ご魔ま化かさないでよ」

「お前、あいつの味方するのか？」

「今、そういう話じゃないでしょ？」

「イケメンの方が好きか。お前、面めん食くいだもんな」

「アンタ……許さないから」

　俊二と亜利沙はつかみ合いの大喧嘩を始める。

　そしてそんな二人をよそにタイラーは悠ゆう々ゆうとその場から立ち去るのだった。




「ま、待ちなさい！」

　玄関を出たばかりのタイラーの背に恵が呼びかける。タイラーにはこの調子ですでに三組のカップルを破局させられている。ここらで文句の一つでも言いたくなるのが人情だ。

「何かな？」

「あの、なんで、あんな……」

　威勢よく呼びかけたものの、相手が上級生であること、そして何よりタイラー自身のプレッシャーによって恵は言葉が上手く出てこなくなった。

　そんな恵の様子を見て取った由良があらためてタイラーにこう問いかけた。

「天王洲先輩、あなたはなぜ赤い糸を切るような真似をするんですか？」

　タイラーはつまらないことを訊きくなと言いたげにため息を吐つく。

「不ふ愉ゆ快かいな糸が僕の足に引っかかった。それ以外に何か理由が必要か？」
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「赤い糸は聖なるもの、そんなこと許されない……」

　そう食い下がる恵を見て、タイラーは嘲ちよう笑しようした。

「どうせ陰かげから一部始終を見ていたんだろう？　文句があるなら直接言いにくればよかったじゃないか」

「く……」
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　恵が言葉に詰まったのは当然だ。なぜなら恵の思い描くＴＲＬにとって赤い糸は〝みまもる〟もの、あのコクラセのように〝つむぐ〟なんて許されないのだから。破局すると解っていても介入するわけにはいかない。

「生あい憎にく、私たちだって先輩を逐ちく一いち監視するほど暇ひまではありませんから」

　再度、恵に代わって由良が口を開く。

「断っておくが、僕だって目につく全てのカップルを破局させようとは思っていない。それに人類が今後も文明を維持していくために繁はん殖しよく行為は必要不可欠だ。むしろ、どんどんつがいになってもらわないと困る」

「つ、つがい！」

　由良は今の暴言で卒そつ倒とうしそうになる恵を支えると、タイラーを睨みつける。

「つがいとはあんまりじゃありません？　人間は家畜とは違うんですよ」

「大した価値もない癖くせに、たかだか繁殖行為に運命だの愛だのと理由をつけて思い上がっている人間が不愉快なだけだ」

　そしてタイラーは踵きびすを返す。

「これからも目め障ざわりな赤い糸があれば容よう赦しやなく切るからそのつもりで」

　そう言って立ち去るタイラーの背中を由良は厳しい面持ちで眺めていた。

「どうすんのよ由良！　このままじゃ片っ端から赤い糸が切られちゃうじゃない」

　涙目でそう訴える隣の恵に、由良は優しく微笑む。

「やっぱり天王洲先輩をどうにかしないといけません」

「どうにかなる？」

　由良の知る限り、タイラーは羽はね里さと高校でも有数の頭脳の持ち主だ。頭脳戦で挑いどんでも参ったを言わせるのは簡単ではない。おまけにカップルは成立させるより壊す方が圧倒的に簡単だ。真ま面じ目めに挑んでも勝てないのは目に見えている。

　それでも由良にはある考えがあった。

「大丈夫です。私に任せて下さい」

　そして由良はコクラセに接触する算段を立て始めた。





二日目　十三時十分　御お茶ちやノの水みず寛かん太た（＠アジト）






　昼休み、御茶ノ水寛太……カンタがアジトに入ると、秋あき葉ば原げん治じ……ゲンジが一人きりで写真を眺めていた。ゲンジにしては珍しく真面目な表情で、カンタでも何やら声をかけづらい雰囲気だった。

　カンタが入り口で突っ立っていると、後から入って来た池いけ袋ぶくろ里り歩ほ……リポリンがゲンジの様子がおかしいことに気がついた。

「……何してるんですかリーダー？」

「ああ、二人とも来てたんだ。いやさ、仲なか御お徒かち町まち君の依頼のことを考えてて」

　そう言ってゲンジがリポリンに写真を差し出す。リポリンが受け取った写真を覗き込むと、そこには広ひろ尾お百もも枝えが写っていた。先日の依頼のターゲットだ。

「オカチマチ事件ならもう一週間前の話ですし、第一むこうから取り消してきたじゃないですか」

　リポリンは不ふ機き嫌げんそうに口を尖とがらせる。あの一件はあまり思い出したくないらしい。

「いや、もちろん終わった話というのは承しよう知ちの上だよ。ただ、もし引き受けていたなら、僕らはどうやって告白を成功に導いていたのかなって」

「まあ、相当難しい仕事になったんじゃないかねえ」

　何せ貴たか治はるには同条件の健けん人とと申しんというライバルがいたし……そもそも百枝が貴治を恋愛対象として見ていなかった可能性もある。そんな状況で何をどうすれば貴治に幸せな結末が訪れるのかはカンタの頭脳では計算しかねた。

「ある意味でほっとはしているよ」

「失敗しなくてですか？」

　無邪気に訊ねるリポリンにゲンジは苦笑する。

「ちょっと違うね。だってさ、普通に告白していたら成功するかどうか解らない人を両思いに導くなんて考えようによっては残ざん酷こくなことだよ。例えば仲御徒町君のケースだと、あの四人の人間関係を壊していたかもしれない」

「まあ、アタシらのやってることってそもそもそういうことだしねえ……」

「もちろん、なるべく穏便な両思いになるよう、毎回努力はしているんだけどね。あれが本当に面倒でね……誰かに代わって欲しいぐらいだよ」

　ゲンジが省エネ志向の人間であることはカンタも知っている。今のも割と本心で言っているのかもしれない。

「けど、リーダーの代わりにあのドミノ倒しみたいな手順を考えられる人間なんてコクラセにはいない……いや学校中探してもいないじゃないですか。赤い糸つむぎぐらいは頑がん張ばって下さいよ」

　よく解らない励はげまし方をするリポリンを見てゲンジは肩をすくめた。

「確かに手順を考えるのは大変なんだけど、そこは別に本質じゃないよ」

「どういう意味ですか？」

「赤い糸は決して人間の目には見えない。だからこそ、どうやってその存在を二人に意識させるかが重要で……手順自体は二の次だよ」

　カンタは首を少し捻ひねる。ゲンジの頭がいいのはよく知っているが、嚙み砕いた説明をされても解らない時がある。

「それはつまり、赤い糸があると錯さつ覚かくさせるってことかい？」

「錯覚とは少し違うかな。そりゃ、片方だけが赤い糸があると信じているのは錯覚だけど、双方がともに信じればそれはもう錯覚じゃなくて存在するのと同じなんだ。そして僕がやっているのは赤い糸が確かにあると当事者に思わせること。けど赤い糸は目には見えないからね。存在を意識させるには相応の苦労が……」

「あ、こんな時間！」

　カンタは時計を見て立ち上がる。次の授業の準備をしなければならないことを思い出したのだ。

「アタシは行くよ。ちょっと用事を忘れてて」

「あ、僕もそろそろ出ないと……」

　ゲンジはそう言いながら腰を浮かしかけて静止する。

　基本的にメンバーは他の生徒の前では仲良く言葉を交わしたりはしない。だから例えば同学年の生徒もゲンジとカンタが親しいとは思っていないだろう。これはコクラセの活動の秘密を保つために必要なことなのだ。

　ゲンジがフリーズしたのも要はそういう話で……ゲンジとカンタが一緒にアジトから出て、一緒に二年の教室に向かうのはあまりよろしくないのだ。

「カンタ、お先にどうぞ」

　今日はゲンジが譲ってくれた。カンタは手て刀がたなを切ってドアに向かった。

「恩に着るよ、リーダー」

　カンタはゲンジとリポリンを残してアジトを後にする。そしてカンタが三階から二階へ降りようとしていたら、踊り場であの両りよう国ごく呼よび彦ひことばったり出くわした。

　呼彦は半月ほど前、幼なじみの押おし上あげ公ひろ子こへの告白の依頼をしていた。ただしそれは偽いつわりの依頼で……ともかくカンタは呼彦と公子に振り回された苦い記憶がある。

「ああ、両国君……」

　カンタが何事か言い終えるより早く呼彦は土ど下げ座ざをした。

「本当に済まなかった！」

　呼彦のいきなりの土下座にカンタは狼ろう狽ばいする。人を見下ろすのはあまり気持ちいいものではないし、何より人目がある。今は偶然踊り場にカンタと呼彦以外いないがこのままでは騒さわぎになるのは確実だ。

「ちょちょちょ、ちょっと待った。いいから頭を上げとくれよ。そんなことされたらアタシも困るよ！」

　何よりこれが原因でコクラセの活動がバレてはマズい。

「いや、これぐらいでは俺の気が晴れない。どうか君の気が済むまでこうさせてくれ」

　カンタがオロオロしていると、後からアジトを出たゲンジが踊り場に降りてきた。

「あれ、君は……両国君」

　後頭部と背中で呼彦と察したらしい。さすがは我らがリーダー……じゃなくて！

　カンタはなんとか視線で「どうしよう？」とゲンジに伝えた。するとゲンジは屈かがんで、呼彦に優しく声をかけた。

「両国君、お詫わびの気持ちは解ったからもう土下座はいいよ」

「……そうなのか？」

「それより本題に入って欲しいんだ。何か頼み事があるから遺い恨こんを清算したいと思ったんだろう？」

「さすがはリーダー、全部お見通しか」

　呼彦は立ち上がると、少しバツの悪そうな表情でこう言った。

「恥はじを忍んで言うが……今日は真面目に告白の依頼をしに来たんだ」





二日目　十六時五十分　池袋里歩（＠普通科校舎前）






　放課後、リポリンが玄関を出ると、ちょうど帰ろうとしているゲンジの姿が視界に入った。それでリポリンはあることを思い出し、ゲンジに駆かけ寄った。アジトの外だが人目もあまりないことだし、忘れない内に済ませよう。

「あの……」

「なんだい？」

　いつものとぼけた表情で振り向いたゲンジにリポリンはしまってあった百枝の写真を返そうとした。

「はい、これ。そういえば両国先輩の依頼……」

　リポリンがそう言いかけた瞬間、強い突風が吹いて、手から写真をもぎ取っていった。

「あっ！」

　リポリンは慌てて写真を追いかけるべく、クラウチングスタートの姿勢に入りかけて……すぐ近くにいた一人の女子生徒が写真をキャッチしてくれる様子が視界に入った。

　女子生徒は写真を持ったままゆっくりと近づいて来て、リポリンに差し出した。

「はい、どうぞ」

「あ、ありがとう……ってあなた」

　写真にばかり意識が行っていて気がつかなかったがこの人は……。

　言葉を失っているリポリンに代わってゲンジが声をかける。

「ええと、君はＴＲＬの……」

「新橋由良です」

　新橋由良、コクラセを目の敵かたきにするＴＲＬのメンバーにして参さん謀ぼう。先日も由良の作戦でコクラセは計画修正を余よ儀ぎなくされた。

　由良の挨あい拶さつを受けてゲンジはニヤリと笑う。

「僕なんかと話してメグミが怒らないかな？」

「ええ、ですからお姉様には内緒です。実は秋葉先輩にお願いがありまして」

　リポリンは緊きん張ちようのあまり唾を吞み込む。由良はおっとりした見た目とは裏腹になかなかの策士だ。ロクな申し出ではないだろう。

「特科三年の天王洲タイラー先輩をご存じですか？」

「名前を聞いたことがあるような、ないようなって感じかな。噂うわさは流れてくるけどあんまり興味がなくてね」

「あ、私知ってます！」

　知った名前に反応して、リポリンはつい口を挟はさんでしまった。

「金髪で、キラキラしてて……王子様みたいな先輩です。この間、『せぷてん』の件で巻き込まれたんですよ」

「ああ、その人が『せぷてん』の企画をほぼ全部考えた人だっけ。だったら相当頭のいい人だと思う。『せぷてん』、僕も行ったけど結構楽しかったから」

　あ、行ったんだ。

「では彼の異名をご存じで？」

「まさか。僕は興味ないから」

「タイラント・ブレイク、あるいは破局の暴君とも。由来は自身の癇しやくに障さわったカップルを片かた端はしから破局させるから……もっとも秋葉先輩がご存じないのも無理はありません。彼にとっては特科の校舎が自身のお城ですから、普通科には足を向けることはありません。一方、特科では彼の視界に入らないようにしているカップルも多いと聞きます」

　確かタイラントは暴君、ブレイクで破局だったはずだ。

「あのさあ。破局の暴君だったらブレイク・タイラントかタイラント・オブ・ブレイクじゃないの？」

　ゲンジの指摘に由良は眉をひそめる。

「別に私がつけた異名ではありませんので。誰かが適当につけたのが定着してしまったのでしょう」

「でも嫉しつ妬と激げき励れい隊たいみたいに、モテない人が嫉妬してるわけじゃないでしょ？　なんでそんなひどいことするの？」

「理由は不明ですが、あの方は恋愛そのものを憎悪しているようです。実際、私たちが慎しん重ちように見守ってきたカップルも直近だけで三組が破局させられてます」

「それで、その天王洲先輩がどうしたのかな？」

「秋葉先輩、あなたにはあの暴君を退治してもらいたいと思いまして」

　これは予想外の申し出だ。

　しかしそもそも普段からコクラセはそういう仕事を請うけ負っていない上、これは敵対関係にあるＴＲＬの依頼ではないか。普通に考えてゲンジが受けるはずはないがはたして？

「ええー、やだよ。大変そうだし」

　ゲンジの気の抜けた返事にリポリンは転びそうになった。

「やらないんですか？」

「だって僕たちって別にそんな好戦的な集団じゃないでしょ。それより新橋さん、天王洲先輩とやりあって僕たちにどんなメリットがあるのかな？」

　ゲンジの意地悪な問いかけに由良は微笑む。

「代よ々よ木ぎ先輩へのツケ、かなり溜たまっているようですが？」

「さすがに痛いところを突いてくるね」

　ゲンジが苦笑いしながらこめかみをかく。

「ですから我々にも裏をかかれるんですよ。肩代わりしてさしあげましょうか？」

　敵ながら由良の言うことはもっともだった。少し前の一件ではタマから由良へと情報が漏もれていたからだ。あれはタマが裏切ったというよりただ情報屋として取引した結果なのだが……ゲンジさえツケを溜めていなければタマだってコクラセに義理立てして、ＴＲＬに情報を流そうとは思わなかっただろう。

　だが今回、タマへのツケをチャラにできればまた同じようにＴＲＬに裏をかかれることはなくなる。

「一応、言っておきますが、天王洲先輩を捨ておけばいずれはコクラセにも影響があるかもしれませんよ」

「天王洲先輩に目をつけられてるのはＴＲＬなんだから、そっちで処理してよ。まあ、ＴＲＬが見守ってるカップルの告白を成功させるって名目で依頼は請け負うかもしれないけど、それって君たちのポリシーには反しそうだしね」

　ゲンジの言葉は正論だが、リポリンには単に面倒くさがっているようにも聞こえる。というか、間違いなく面倒くさいのだろう。

　由良はゲンジとリポリンを見比べて肩をすくめる。

「では交渉は決けつ裂れつですか？」

「残念ながらね」

「まあ、こうなることは最初から解っていました」

　リポリンは苦笑いしてしまった。そんなの、ただの負け惜しみではないか。無駄と解っていて話しかける必要はない。

「しかし思いがけない収穫もありましたから」

　尚も妖あやしく笑う由良を見て、リポリンは身震いしてしまった。その笑いの根拠が見えないだけに気味悪くて仕方がない。

「お陰で代々木先輩へのツケを肩代わりする必要がなくなりそうですわ」

「へえ、一体どういうことかな？」

　しかし由良はそれには答えずに踵を返すと、別れの挨拶を告げた。

「それではごきげんよう、コクラセ。せいぜい私たちのために頑張って下さいまし」





三日目　八時二十分　秋葉原治（＠通学路）






　翌朝、ゲンジは欠伸あくびを嚙み殺しながら羽里高校へ登校していた。授業中でも関係なく寝るゲンジだが、登校中だけはどうしようもないのだ。

　歩きながら寝られれば最高なんだけどなあ。

　そんなことを考えていたゲンジの行く手を阻はばむように黒塗りの高級車が停まった。ゲンジが少し戸惑っているとスモークガラスのリアウィンドウが下げられ、中から金髪の美少年が顔を覗かせた。

「秋葉原治だな？」

「そうですけど、あなたは？」

　訊ねながらもゲンジはすでに相手の正体に見当がついていた。

「特別科三年、天王洲タイラーだ」

　昨日の今日でこの展開とは……一体何がどうなってる？

　ゲンジはキナくさいものを感じながら、タイラーに語りかける。せっかく機会が向こうからやってきたのだ。探れるものは探っておきたい。

「それで天王洲先輩が普通科の僕なんかに何の用ですか？」

「君は妙な活動をしているそうだな。何でも赤い糸を紡いでいるとか……」

「裁さい縫ほうは不得意なんですけどねえ」

　この口ぶり、どうやらコクラセのことを知っているようだ。

「とぼけなくてもいいじゃないか。人の目には見えない方の赤い糸さ。俗に言う運命の赤い糸というやつだよ」

　ゲンジは考える。部外者にコクラセの活動が漏れていることも問題だが、それ以前に誰から漏れたのか……。

「なんのことか解りませんが」

「あくまでシラを切るつもりか。まあいい。ただし特別科は僕の庭だ。余計な動きを見せたら赤い糸は断ち切る。依頼人の両国呼彦にもそう言っておけ」

　やがてタイラーを乗せた高級車はすぐに走り去った。だが残されたゲンジはその場に立ち止まって思案にふける。いつの間にか眠気はすっかり飛んでいた。





三日目　十二時五十五分　秋葉原治（＠普通科放送室）






　昼休み、ゲンジは両手に二本ずつジュースを持って放送室を訪おとずれた。

「あら……どういう風の吹き回し？」

「やあ。なんというか僕なりの気持ちだよ」

「ありがと。催さい促そくされなくても持って来るなんて殊しゆ勝しようねえ」

　タマはジュースを受け取ると、さっそく飲み始めた。

「まあ、こないだ返せなかったツケを考えたら雀すずめの涙だけどね」

「半月前の両国君の依頼が上手くいってれば返済できてたんだけどね……結局、不成立だったし」

「そんなこと言ってる割には文化祭でみんな仲良くお腹なか一杯食べてなかった？　あれ、もしかして報ほう酬しゆうじゃないの？」

　さすがはタマ、よく知っている。ただ、その気になればもっとキツい取り立てもできるはずで……結局、タマはゲンジに甘いのだ。そしてゲンジはゲンジで、そんなタマの甘さの限界を試しているところがあったりする。

　その内、本気で怒られそうだけど……それまではこんな調子で行こう。

「あれはほら、リーダーとしてメンバーのことを労ねぎらおうと思ってのことさ。次の依頼はちゃんとジュースでもらうよ」

「まあいいわ。また両国君が依頼に来たんでしょ。今度こそその報酬で払ってもらえればいいから」

　なぜタマもその話を知っているんだ？

　しかしゲンジの疑問をよそに、タマはさらに続ける。

「あー、けど依頼が失敗する可能性もあるのよね。だって今度はあのタイラント・ブレイクと対決するんでしょ？　かなり厳しい気がするな」

　やはりおかしい。いくら早耳のタマでも今朝の一件まで詳細に摑んでいるわけがない。

「どうして君がそれを知ってるのかな？」

「情報源については秘ひ匿とくする義務があるんだけど」

「どうせ新橋由良さんだろう」

「あら、よく解ったわね」

「まあ、他に心当たりがないしね」

　ゲンジはそう言って空くう虚きよに笑うと、小さくため息を吐いた。

　その手で来るとは……。

　ゲンジは今さらながら昨日、由良が別れ際に残した思わせぶりな言葉の意味を理解した。直前にリポリンが呼彦の名前を出しているのがポイントだ。厭にあっさり引くと思ったら依頼人が解った時点で目的は達成されたというわけか。きっと別れてからすぐにタイラーに情報を流したに違いない。だからこそタイラーは朝、宣戦布告に来たのだ。

　コクラセとタイラーをぶつければ、どちらが負けようがＴＲＬとしては損はしない。とも倒れなら最高の結果だろう。さすがは新橋由良、ずいぶんとえげつない作戦を思いつくものだ。

　リポリンの失言さえなければこの状況は避けられたろうに……実に間の悪い子だ。

　だがゲンジはすぐに思い直す。決してリポリンだけが悪いわけではない。あの場で必要のない会話を重ねた自分にも責任がある。それに相手はあの由良、遅かれ早かれこうなっていたはずだ。

　こうなってしまった以上、こちらから動いて有利な状況を作っていくしかない。しかし何から手をつけたものか……。

　ゲンジが考え込んでいると、タマが何気ない口調でこう言った。

「けど意外よねー。両国君が広尾さんに告白したいなんて。押上さんのことはもう諦あきらめたのかしら」

　その瞬間、ゲンジの頭に天てん啓けいが降ってきた。

　天王洲先輩を攻略して、依頼を成功させる方法のヒントが摑めたかもしれない。

「そ、そうなんだよ。本当に意外だよね」

「秋葉君？　なんか様子が変だけど……」

「気のせいじゃないかな」

「私に何か隠し事してるわね？」

　やっぱりタマは勘がいいな。

　尚なおも食い下がるタマにゲンジは真剣な顔を作って、こう言った。

「してないよ。それより仕事を頼めるかな？　天王洲先輩について情報が欲しいんだ。それもなるべく詳しくね」





四日目　十三時三分　池袋里歩（＠アジト）






「……というわけで以上がタマから得た天王洲先輩の過去だ」

「重た！　暗！」

　ゲンジからタイラーの過去を聞かされたリポリンは思わず叫んでしまった。

「哀しい過去があるのは解りましたが、反動でああなるものですか？」

「なんかマグマみたいなエネルギーを秘めてそうな人だねえ。ある意味で嫉妬激励隊より怖いよ」

「ＴＲＬの策略さえなければ関わらずに済んだかもしれないのに……ねえ、リーダー」

　返事のないゲンジを見ると、ゲンジは腕組みして眼をつぶっていた。

「リーダー？　話すだけ話して寝ないで下さいよ」

「違うわ。今、リーダーはいつもより入念に赤い糸つむぎをしてるの」

　飯いい田だ橋ばしメグの言葉に反応したのか、ゲンジは片目だけ開ける。

「そうなんだ。両国君をただ告白させるだけじゃ絶対に上手くいかない。それに天王洲先輩が妨害してきた時のことも考えないといけないし……面倒くさいったら」

「いっそ学校の外でやったらどうですか？」

「それはあまりに身も蓋ふたもない発言じゃないかい？」

「というか下手に今回だけ成功させて、天王洲先輩に目を付けられ続けても困るんだよ。先輩の卒業までコクラセを休業するなら別だけどね」

　そう言ってゲンジはまた眼を閉じる。赤い糸つむぎを再開したらしい。

「それは厭よね」

　メグがぽつりと呟く。

「……一石二鳥なアイデアを……ゲーム……カメラ……赤い糸……これだ！」

　ブツブツと呟いていたゲンジが突然眼を見開いた。

「よし、できた。校舎内の人間の動きを逐ちく一いち把握するために特科の校舎中にカメラを仕掛けよう。できれば沢山。それさえできればあとは全て上手くいく」

　しかし例によってゲンジの赤い糸つむぎは部分的に見た時にさっぱり解らない。

「カメラはともかく、それで私たちは何をするんですか？」

「何もしない」

「へ？」

「なんと今回、僕たちは作戦中一切働かない！」

「ええ、なんでですか！」

　リポリンは思わず声を上げてしまった。コクラセが作戦本番に関与しないというのはかなりイレギュラーだ。

「まあ、事情は色々とあるんだけど……前回、両国くんのためにずいぶんと骨を折ったあげくに、ああいうことをされたわけだからね。今回は彼に頑張ってもらって、僕らは部屋でゆったり待ってようかなって」

　リーダー、意外に根に持つタイプなんだ。気をつけよ。

「けどリーダー、校舎中ってことは結構な数になるけど、一体どういう名目で設置するんだい？」

　リポリンもカンタに同感だった。

「っていうかお金もかかりますし無理ですよね？」

「お金なら依頼人の両国君になんとかしてもらうよ。名目なら……そうだね。確かに僕たちにそんな権限はないけど、今回の件に責任のある人たちがいるじゃないか。彼女たちの力を借りる」

「彼女たちって誰ですか？」

「ＴＲＬね」

　メグは気が進まなさそうに正解を口にする。その口ぶりではゲンジの意図も把は握あくしているのだろう。

「まあ、交渉はまだこれからなんだけど……メグ、頼むよ」

「やっぱりそうなるのね。まあ、仕方ないわ」

　ゲンジは満足げに肯くと立ち上がる。

「おや、どこに行くんだい？」

「少しタマに相談をね。たぶん、放送室を使わせてもらうことになるし……まあ、色々さ」





四日目　十六時五分　押上公子（＠普通科放送室）






「折り入って話があるの。時間があったら普通科放送室まで一緒に来てくれる？」

　放課後、特科の校舎の外で待ち伏せしていたタマにそうお願いされて、押上公子は不思議に思いながら放送室を訪れた。

「いらっしゃい。まあ、どうぞどうぞ」

　そう言ってタマはジュースを差し出す。なかなかに手厚いもてなしだが、控ひかえている本題のことを考えると緊張してきた。

「うん。ありがと。それで話って？」

「三日後にある大がかりな告白計画があるんだけど……私、そのサポートを頼まれたんだ」

　告白計画……それってまさか彼らの話ではなかろうか。

「……もしかしてコクラセ？」

「そ。まあ、内緒にしといてね」

　カンタの笑顔が浮かんで少し胸が痛んだ。フラれてしまったこと自体は受け入れたけれど、傷まで癒いえたわけではない。

「簡単に説明するとね。カップルを壊すのが趣味みたいな先輩がいて、その人をどうにかしないと告白まで辿り着けないっぽくて。それで放送部の私にお声がかかったの」

「放送部だから？」

「そう。まあ、厳密には備品が理由なんだけど」

　タマは近くに置いてあったヘッドセットたちを指差す。

「これってちょっとした高級品よ。この放送室からなら特別科校舎のどこにでも通信できるって優れものなの。高性能トランシーバーみたいなものだと思ってもらえればいいかな。で、これをまず告白する人と告白する相手それぞれに渡す。そしてこっちは放送室から二人がその先輩と鉢合わせしないように、告白場所まで音声でガイドしてあげようってわけ。簡単でしょ？」

　公子は肯いたが、すぐにおかしなことに気がついた。

「今『放送室から』って言ったけど、普通科の放送室から特科の様子が解るの？」

「はい、これ」

　タマが見せてくれたのは特科の見取り図だった。毎日利用している校舎だから勘違いではないが……引っかかるのは各階に赤い点がいくつか書き込まれていることだ。

「この点、何？」

「説明が前後したけど、告白当日は特科のあちこちにカメラを仕掛ける予定なんだ。で、ここに大きなモニタを置いて確認できるようにするの。もちろん、リアルタイムでね」

「ということはこの点はカメラの位置？」

　タマが肯く。それでようやく公子にもサポートの輪りん郭かくが見えた。

「つまり……ゲームみたいに二人を操作してゴールに導くってこと？」

「そういうこと。吞み込みが早くて助かるわ」

　タマは不敵に笑うが、公子はその根拠がまったく見えず不安になる。

「わざわざそんなやり方で告白させる必要があるの？」

「今回告白する人はターゲットとそんなに親しくないの。ただ告白にはほぼ間違いなく妨害が入るから、それを二人してギリギリでかわしていくことで、どうにかその距離を縮ちぢめて……あわよくばゼロにしたいって目もく論ろ見みなの。いわゆる吊つり橋ばし効果ってやつ？」

　理屈は解った。けどそれでもなお、現実的な方法とは思えない。

「けどこれだけの機材、用意が大変なんじゃないの？」

「そこはコクラセがどうにかするとして……ここからが本題なんだけど、サポートの役目を押上さんに代わってもらいたいんだ。要は内緒の代役をお願いしたいって話なんだけど」

　ゲームみたいな感覚で告白をサポートするなんて、本当に上手くいくのだろうか。

「どう？」

「あの……どうして？」

「確かに私が頼まれた仕事なんだけど、決行時刻は放送部の代表として文化祭の収支報告会に出ないといけなくて。立場上、さすがにすっぽかすわけにもいかないじゃない？」

「いや、それだけじゃなくて、私を選ぶ理由が解らないなって……放送部の人なら他にもいるでしょう？」

「うーんとね、押上さんがゲーム得意だって聞いたからってのもあるけど、何よりその告白する人というのが押上さんのよく知ってる人物だから」

「……誰？」

「両国君」

　公子は素直に驚いた。予想外の名前が出てきたからだ。

「呼彦ちゃんが？　一体誰に？」

「相手は広尾百枝さんだって。ほら、病気でよく欠席してる……」

「広尾さんなら知ってる。あまり話したことはないけど」

　公子の胸が少しざわついた。だがざわつきの理由を探す気は起きなかった。

「けど一応、内緒の代役なんでしょ？　広尾さんはともかく、呼彦ちゃんと話したら声でバレると思うんだけど」

「それなら大丈夫。ほら……」

　そう言ってタマは口元に小型の機械を当てる。

「そんなこともあろうかと思って……チャントヨウイシテルカラ、ホラ」

　ボイスチェンジャーだ。これなら確かに呼彦と言葉を交わしてもバレないだろう。

「まあ、ここまで変えなくても、ちょっと声を高くするか低くするだけで充分なんだけどね。その辺は押上さんの好みにお任せするとして……どう？」

　公子は腹を決めた。

「……やってもいいかな」

　呼彦ちゃんが恋をしたなら、今度は私が手伝う番だしね……昔ひどいことしちゃった分も一緒にして返すね。





七日目　十五時四十五分　天王洲タイラー（＠特別科校舎・教室）






　タイラーが帰り支度をしているとクラスメイトの女子が袋を持って話しかけてきた。袋の中を見ると金や黒の髪の毛がはみ出している。

「天王洲君、このカツラセットどうしよう？」

　カツラセットは『せぷてん』の企画で活躍してくれた備品だが、自前で用意したものではない。

「演劇部に返却してなかったのか？」

　タイラーが問い質ただすと彼女の目は泳いだ。

「あ、え、その、誰かがもう返してると思ってたんだけど……」

　タイラーは失望しかけるがすぐに思い直す。周囲に自分と同水準の完かん璧ぺきさを求めてはいけない。それに叱しつ責せきするだけなら無能でもできる。肝心なのはどうケアするかだ。

「解った。今から文化祭の収支報告会に出るから、そこで演劇部の部長にも会うだろう。ついでに僕が返しておこう」

「いいの？」

「気にしないでくれ。今まで確認しなかった僕にも責任がある」

　タイラーはカツラセットの入った袋を受け取って教室を出る。すると一人の少女が待ち構えていた。

「天王洲先輩、ウチのリーダーから伝言があります」

　タイラーは少女の素す性じようを思い出す。確か池袋里歩と言ったはずで……そういえばコクラセのメンバーとも聞いていた。

「秋葉が？」

「はい。これからコクラセは両国先輩の告白を成功させます。それを阻止できなければ先輩の負けです」

　あまりに意図が見え透すいた内容にタイラーは思わず笑ってしまった。

「そうか、僕が収支報告会に出る隙すきを衝つくか。そちらがそのつもりなら、僕は代理を立てるだけだ」

　だがリポリンはかぶりを振った。

「いえ、それではフェアじゃないので作戦開始は報告会の終了と同時です。それに報告会には両国先輩もクラスの代表として出席しますから、使える時間もお二人で同じです。要はまあ、よーいドンで勝負しましょうってことですね」

「そういえば告白相手の広尾百枝は今日の放課後は補習だったはずだな」

「なんでそんなこと知ってるんですか？」

　リポリンが気味悪そうに訊ねる。タイラーをストーカーか何かだと思っている眼だ。

「当然だ。広尾百枝と両国呼彦に関することはもう調べてある。お前たちが余計なことをしてきた際、すぐに対応できるようにな……ああ、そうだ。報告会も広尾の補習も終了はどちらも四時四十分か。ではそういう意味でもよーいドンというわけか」

「リーダーはだいたい五時までに告白を完了させるとも言ってました。あと両国先輩は特別科の校舎から出ないとも」

「たった二十分の勝負か。それは少し面白いな」

　正々堂々と宣言しに来たフリをしているが、タイラーを出し抜く算段があるのだろう。対等の勝負を演出し、その実タイラーのポテンシャルを制限して勝利を収める……見え透いたやり方だ。

「解った。受けよう」

　だが特別科の校舎というホームで普通科の下級生の挑戦を蹴けるのは暴君としてのプライドが許さなかった。

「じゃあ、勝負成立ということで。頑張って下さい」

　リポリンはそれだけ言うとそそくさと立ち去ってしまった。

　……まあ、一つばかり保険をかけておくか。

　リポリンを見送ったタイラーはあの三人に会いに行くことにした。





七日目　十五時五十四分　天王洲タイラー（＠特別科校舎・玄関）






　幸いなことに帰ろうとしている嫉妬激励隊を下駄箱の前で捕まえることができた。

　この間のよさ、やはり僕は王の器だ。

「天王洲さん、何の用でしょうか」

　永なが田たがタイラーの顔色をうかがうような口調で訊ねる。先日キツいお仕置きをして以来、すっかりタイラーの言うことを聞くようになった。もっともタイラーとしてはそう進んで会いたい連中でもないのだが。

「我々にも都つ合ごうというものがあって……」

「今日、普通科の両国呼彦が特別科の広尾百枝に告白するそうだ」

　タイラーの言葉に三人はいきり立った。

「お前たちにはその妨害役を頼みたい」

「カップルの成立を邪魔できるなら我らも本望。そういうことなら喜んで協力します」

「協力？　これは命令だ」

　そう言ってタイラーが睨むと三人は縮み上がった。

「お前は下駄箱の近くで妙な部外者が入って来ないか見張っていろ。そうだな、特に普通科の生徒に気をつけろ」

「はい！」

　タイラーの命令を受けて、永田は一階へすっ飛んでいった。

「一度しか言わないからよく聴け。告白相手の広尾百枝は今日も補習だったはずだ。ひとまずお前たちは待機して監視しろ。そして補習の終わる時刻になったら行動を起こせ」

　そしてタイラーは計画を手短に説明した。





七日目　十六時三分　御茶ノ水寛太（＠特別科校舎・玄関前）






　さてさて、どんな感じかねえ。

　作戦開始前、カンタは特科まで様子を見に行くことにした。だが、すぐに変なマスクの生徒に止められた。

「お前、普通科だな？」

　彼は確か嫉妬激励隊の永田氏……なぜこんなところに？

　カンタは疑問を解消すべく探りを入れる。

「ん、そうだけど何か問題でもあるのかい？」

「天王洲タイラー先輩の命令でな。悪いが今、普通科の妙な奴を通すわけにはいかない」

　カンタはゲンジの読みに感心した。昼間こんな会話を交わしたばかりだったからだ。




「ねえ、リーダー。今回の計画、アタシたちも校舎に潜ひそんで色々と手助けした方がいいんじゃないかな？」

　カンタがそう訊ねると、ゲンジは机から顔を上げ、眠そうに眼をこすりながら答えた。

「まあ、それはできないと考えた方がいいね。ただでさえ、普通科生の僕たちは校舎内で目立つんだ。天王洲先輩に宣戦布告してから作戦開始までの数十分でまず確実に排除されると思うよ」

「まあ、あの先輩ならそれぐらいはやりそうだけど」

「もちろん、わざと排除されて安心させておくという手もあるけど、そんなことで油断する人ではないだろうし……何より、そんな無む駄だなことしたくない」

　そしてゲンジは机に顎あごを乗せるとこう続けた。

「だから僕らはアジトで果報を待とう」




　実際、ゲンジの考え通り、タイラーは校舎からコクラセを締しめ出しにかかってきた。

　とはいえ穴がないか、ちょっと試してみよう。

　カンタは弱った顔を作ると永田に懇こん願がんした。

「お願いだから通してよ。実は収支報告会に遅れちゃって」

「何だと？」

「アタシ、悪いことしにきたわけじゃないんだよ。ね、天王洲先輩の目の届く場所でおとなしくしておくからさあ」

　永田は困ったようにキョロキョロし出した。どうしていいのか解らないのだろう。

「……文化祭では何の企画をやっていたんだ？」

　永田はしばし悩んだあげく、少々面倒な質問をしてきた。なにせカンタはその答えを用意していなかったからだ。

「ええと、オカルト研究会でえ……」

　咄とつ嗟さに浮かんだのはこれしかなかった。何とか誤ご魔ま化かすしかない。

「オカルト研究会で？」

「……心霊写真の撮影会をしてたんだよ」

　カンタがそう言った瞬間、永田がキレた。

「そんな企画がこの学校で承認されるか！　見え透いた噓をつくな。とにかく今日はもう入れないものと思って諦めろ」

　永田に押し返されて、カンタはすごすごと退散する。

　やれやれ、アタシもアジトで果報を寝て待つか。





七日目　十六時三十九分　天王洲タイラー（＠特別科校舎・会議室）






　午後四時三十九分。

「……それでは以上をもちまして文化祭の収支報告会を終わります」

　司会進行を務めていたのは日ひ野の小こ太た郎ろうという特科の二年生だった。

　確か以前はヘラヘラしていたはずだが何だか雰囲気がずいぶんと変わったな……まあ、どうでもいい。今は両国の告白を阻止する、それだけだ。

　しかし次の瞬間、小太郎は思いも寄らぬことを口にした。

「最後に出入口が混雑するので、退出は普通科一年生、特別科一年生、普通科二年生……といった順番でお願いします」

　これか。

　タイラーはゲンジのセコい策に笑ってしまった。あらかじめ小太郎に頼んであったのか、小太郎がこう言うことを知っていたのかは不明だが、これでタイラーは出遅れ、呼彦は一分か二分のアドバンテージを得ることになる。

　やってくれる。だがこうでなければ面白くない。

　だが、タイラーも何らかの妨害が入ることはリポリンの伝言を聞いた時点で予想をしていた。だからこそあの三人を呼び寄せたのだ。

　今頃、四よッつ谷やと市いちヶが谷やが補習を終えたばかりの広尾百枝に襲撃をかけているはずだ。





七日目　十六時四十一分　押上公子（＠普通科放送室）






『よろしく、代よ々よ木ぎさん』

　収支報告会を無事抜けた呼彦が語りかけてきた。

「え？」

　通信で呼彦からそう呼びかけられて、公子は咄嗟に反応できなかった。

　おっと、今は代々木さんの代役を務めているという設定だったわね……。

『代々木さん？』

「ああ、ご免なさい。通信の調子がちょっと悪くて。でももう大丈夫。えーと、今は二階に向かってるのね」

　そう言いながら公子は放送室で一人、目の前のモニタの片隅でどこかへと急いでいる呼彦の姿を凝ぎよう視ししていた。

　このモニタ、サイズは大きいけどさすがに十六分割されちゃうと一つ一つ眼を凝こらさないとよく見えないのよね……まあ、我が慢まんするけど。

　そう思いながらモニタを眺めていると、二階の異変に気がついた。

「あ、広尾さんの補習教室に行くのは一度やめて。何か変な人たちがいるし、たぶん君の顔見たら邪魔してくると思う」

『解った。なら俺はどこへ行ったらいい？』

「けど、そこでグズグズしてると天王洲先輩がやって来ちゃうから、一度三階に逃げて。その間に私は広尾さんを誘導するから、また危なくなりそうだったら連絡する」

　そして公子はチャンネルを切り替えた。





七日目　十六時四十二分　天王洲タイラー（＠特別科校舎・二階）






　あいつら、仕事を果たしたのだろうな。

　二階へ上がったタイラーが補習の教室の様子を確認しようとすると、背後の方で何者かが足音を殺して移動している気配を察知した。

　王の死角で気配を消す奴は暗殺者とみなす！

　怒りと共にタイラーが振り向くと、抜き足差し足で一階へ逃げようとしていた四ッ谷と市ヶ谷が跳び上がった。

「こ、これはこれは天王洲先輩」

「ききき、奇遇ですねえ……」

　二人の動揺は口調にもはっきりと表れていた。

「貴様ら、今逃げようとしていなかったか？」

「「滅めつ相そうもない！」」

　二人は揃そろって首を横に振る。タイラーは心底呆あきれたが、すぐに気を取り直す。

　面めん従じゆう腹ふく背はいの家臣を支配するのも偉大なる王の務めだ。

「一いち罰ばつ百ひやつ戒かいという言葉がある。一の罰は百の戒めよりも効果的という熟語だが……これからお前たちが僕に背いたら、大変なことになると思え」

「た、大変なこととは？」

「気になるならすぐに試せるぞ。今、お前たちのどちらかが逃げ出せば、残された方がひどい目に遭あう」

　二人は震え上がった。まあ、お互いを見捨てて同時に逃げ出さなかっただけエラいと言えばエラいのだが。

「そ、そういえば天王洲先輩に報告があります。広尾百枝には逃げられました」

「一分やる。簡潔に報告しろ」

　タイラーが高圧的に宣言すると、市ヶ谷は畏かしこまって口を開いた。

「我々は補習が終わって雑談しているのを確認して、天王洲先輩の指示通り、広尾百枝たちがいる教室に害虫駆く除じよのスモークを投げ込みました。燻いぶされた広尾は教室から出た後、走ってどこかに逃げようとしたので追いかけたら転んだので確保しようとしたんですが……あの三人が邪魔してきました」

「もう三十秒もない。急げよ」

　市ヶ谷は小さな悲鳴を上げて、早口になる。

「結局、新しん御お徒かち町まちが広尾を背負ってその場を一度離脱しました。まあ、御お徒かち町まちと仲御徒町だけなら二対二でどうにかなってたんですが、それから程なく新御徒町が引き返してきて……あのゴリラには勝てませんから撤てつ退たいしました」

「逃げられたのは別に構わん。だが広尾の位置を摑めていないのは手落ちだな」

　タイラーが睨むと二人はガタガタと震え始めた。

　まあ、だいたいは予想通りだ。最初から嫉妬激励隊に陽よう動どう以上の働きは求めていない。

「まあいい。ではこれから校舎内を捜索して、広尾か両国を見つけ次第確保しろ。二人で行動すれば逃がすことはないだろう」

「は、はい！」

　二人は競きそうようにタイラーの視界から去って行った。

　タイラーはその場で考え込む。

　今となってはコクラセがわざわざ宣戦布告のような真似をしてきた意味はもう明らかだ。ゲンジはきっとこちらの妨害そのものを計画に組み込んである。例えば妨害を呼彦と百枝が力を合わせてくぐり抜けた直後なら、吊り橋効果で心理的距離も近づき、告白の成功率が跳ね上がる……偶発的な要素の多い策ではあるが、ハマれば強力だ。

　舐なめた真似を。早々に終わらせてやる。

　タイラーは申しんが百枝を背負って一度離脱して、程なく帰ってきたという情報を思い出す。それはつまりどこか安全な場所に百枝を置いて戻ってきたということだ。

　調査によれば申も百枝のことを憎からず思っていたはずだ。おまけに報告によれば百枝は転んでいる。では女子トイレに隠れさせるだけではケアとしては不充分で、おそらくは大事を取って保健室に送り届けたのではなかろうか？

　なんだ、決着は案外早そうだな。

　タイラーは百枝が保健室にいるという確信を抱いて、階段を降りた。





七日目　十六時四十三分　押上公子（＠普通科放送室）






　公子は作戦開始前にタマから渡されたメモに再度眼を通す。

　四時四十分に嫉妬激励隊の襲撃があった場合、広尾さんは逃げる最中に転ぶか急な運動による貧血で倒れる可能性が高い。その場合、あのナイトたちは広尾さんを保健室に逃がす可能性が高い。それを見越して保険室のベッドの枕の傍そばにヘッドセットを仕込んでおいて欲しい。なお、備品に余裕があれば他の退たい避ひスポット候補にもヘッドセットを仕込んでおくと吉。




　まったくどうしてここまで先が読めるのだろうか。まさか本当にその通りになるとは。

　モニタを眺めていると、養護教諭が保健室から出て行くのが見えた。今が声をかけるチャンスだ。公子はチャンネルを切り替え、保健室に仕込んであったヘッドセットと繫ぐ。そして百枝に呼びかけた

「聞こえますか、広尾さん？」
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　数秒の間を置いて、返事があった。

『誰ですか？』
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　百枝の声だ。声が近かったからヘッドセットを拾い上げてくれたのかもしれない。

「私のことはまあ妖よう精せいみたいなものだと思って。それよりあなたに今、危険が迫ってるの。急いでそのヘッドセットをつけてくれない？」

　そう言いながら公子はモニタに視線を走らせる。するとあの金髪頭が眼に留まった。どうやら一階に降りて……保健室の方へ向かっている気がする。

『……確かにさっき、変な人たちが襲ってきたけど、どうしてあなたはそれを知ってるの？』

「まずは私を信じて。一刻も早くそこから立ち去ってくれる？」

『解った』

「あ、だめ。間に合わない」

　だがタイラーは予想以上のスピードで保健室に迫っていた。今、百枝が廊下に出れば確実にタイラーの視界に入ってしまう。いきなり絶体絶命のピンチだ。

　そこで公子は妙案を思いつく。

「広尾さん、ベッドの下に隠れて！　それで息を潜ひそめてなんとかやり過ごして」

『うん』

　百枝がヘッドセットの向こうでごそごそという音を立てていると、何者かが入室する音が聞こえた。タイラーだ。

　お願い、見つけないで。

　カッカッカッ……。

　百枝のヘッドセットを通してタイラーが保健室を捜索している気配が伝わってきた。これは足音だろうか。リノリウムの床でもこんな音が立つものなのか。

　シャッ。

　今のはカーテンを開ける音か。ベッドに百枝が寝ていないか確認しているのだ。

『広尾百枝、居るなら返事をしてくれ。こちらに害意はない』

　これはもしかして……見つけられなかったということでは？

　公子の祈りが通じたのか、タイラーは保健室を後にした。その様子をモニタで眺めながら公子は深い安あん堵どのため息を吐く。

『たぶん、行ったと思うけど、もうちょっとこのままでいるね』

「うん。なんとかなったけど、ご免なさい。そんな汚いところに隠れさせて」

『ううん、見慣れた保健室なのにとっても新鮮な気持ちになれたよ』

　あ、広尾さんっていい子なんだ。これなら呼彦ちゃんも幸せになれそう。

「私の仕事は広尾さんとある王子様を引き合わせることなんだ。けどさっきから悪い人たちがそれを邪魔してるの」

『その王子様ってどんな人？』

「背が高くて、賢くて、格好よくて……それでいて好きな人の言うことを何でも聞いてくれる素敵な人。きっと広尾さんも気に入ると思う」

　言ってて少し胸が痛んだのは気のせいだろうか。しかし痛みを反はん芻すうする余裕はない。

『解った。楽しみにしてるね。けど、ベッドの下で顔を会わせるのは厭かな』

「大丈夫。一応屋上がゴール地点だから、私がそこまで二人をちゃんと誘導する」

　ゲームなら失敗しても成功するまで何度でもやり直しがきく。けどこれは呼彦にとってはまぎれもないリアル、失敗したら二度とやり直せないんだ……。

　公子はその恐ろしい事実を嚙み締めながら、百枝に指示を出す。

「よし、今なら大丈夫。私の指示に従って、二階の女子トイレに向かって」





七日目　十六時四十七分　天王洲タイラー（＠特別科校舎・階段踊り場）






　何かがおかしい。

　想像力を巡らせて保健室を訪ねたタイラーだったが、百枝はすでにいなかった。しかし廊下ですれ違った養護教諭によれば少し前まで確かに百枝はベッドにいたという。どうもタッチの差で逃げたようだ。

　タイラーは一階と二階の間の階段の踊り場で立ち止まって考え込む。

　この十分、呼彦にも百枝にも出くわしていない。決して広い校舎ではないのに、二人が視界にすら入らないというのはどう考えてもおかしい。こちらの仕掛けを全て読んでいるような立ち回りではないか。

　まるで誰かが全てを見ているような……。

　タイラーは時計に視線をやる。午後四時四十七分、宣言された五時までさほど時間は残されていない。

　百枝がタイラーの目を避さけるために女子トイレなどに隠れているという可能性はあるが、それでは呼彦と顔を合わせることも叶かなわない。いずれは顔を出して合流するはずだ。

　告白するならやはり人ひと気けのない場所を選ぶだろうが……やはり屋上か。

　合流する場所が解っているならその手前で待ち伏せるのが早いだろうが、これまでのことを考こう慮りよすると油断は禁物だ。向こうだってタイラーが屋上に行くケースは警戒しているだろうし、予備の告白場所を用意している可能性すらある。仮にタイラーが屋上への扉の前で待ち伏せていたら、向こうは二人を別の場所に合流させればいいだけの話だ。かといって、そのケースを警戒して校舎内を当てもなく彷徨さまよえば敵の思うツボだろう。

　無制限一本勝負なら根こん比くらべも悪くないが、生憎タイムリミットが迫っている。次の一手を誤れば状況は取り返しのつかないほど悪化するだろう……。

　その時、タイラーは天井近くにカメラが設置されていることに気がついた。

「こんなもの、いつの間に……」

　不審に思ったタイラーは一階をうろつき、他にも幾いくつかのカメラがあることをさりげなく確かめる。なるべく死角ができないように設置されていた。

　タイラーは他の階のカメラの有無を確かめに行こうと思った後、すぐに考え直す。一階にこれだけ入念に設置されている以上、他の階も同様だろう。むしろ調べに行ってカメラを意識していることを向こうに気け取どられる方がマズい。

　このカメラは少なくとも昨日の下校時にはなかったはずだ。つまり設置はそれ以降……今日この瞬間のためのものだと考える方が自然か。コクラセが特別科の校舎にこれだけカメラを設置するだけの力があるかどうかは疑問だが、これらのカメラを利用していると考えれば、行動に先手を打たれていることの説明がつく。

　この階だけでカメラは五つあった。ということは単純計算でも十五はあるのではなかろうか。しかしこのカメラには固定式で角度を変える機能はなく、ありのままの映像しか送れないはずだ。

　では向こうは十五以上のカメラの映像から都度タイラーを判別していることになる。しかしこれはなかなか大変なことではないだろうか。

　確かにカメラの位置と進行方向から、ある程度はタイラーの姿を次に映すカメラが想像できるだろうが、当然カメラにも死角があるしタイラーも意識せずに何度かは死角に入っていた。

　何か僕を見つける目印のようなものがあるのかもしれない。いや……。

　そこまで考えて、タイラーの中にある仮説が生まれた。

　……試してみる価値はありそうだな。

　タイラーは下駄箱の方へ向かうと、直立不動で外を見張っている永田に声をかける。

「御苦労様。不審な生徒の出入りは？」

「いや、なかったと思います。たぶん……」

　頼りない返事だが、タイラーも最初から永田にはカカシ以上の役割を期待していない。

「見張りはもういい。ところであそこにカメラがあるのが見えるか？」

「は、はい」

「カカシにはもう一働きしてもらおう」

　愛されるに足る価値があればその人間は愛される。逆もまた然しかり、愛される価値がない人間は愛されない。

　だったら価値をなくしてやろう。





七日目　十六時四十七分　飯田橋メグ（＠アジト）






　小太郎君はちゃんと天王洲先輩を足止めしてくれたのかしら。

　沈黙に包まれたアジトの中、メグは静かに考える。

　日野小太郎は少し前までコクラセの依頼人だった少年だ。もちろん、依頼は成功して報酬も受け取っているのだが、今回のためにメグが特科へ足を運んで協力を要よう請せいしに行った。

　収支報告会の進行役の小太郎が学年・学科順に退出しろとアナウンスすればその分、呼彦のアドバンテージが稼かせげるはずだ。ただ、このアナウンスはあくまで進行役の裁さい量りようでするものなので、アナウンス内容を不満に思った上級生たちからの苦情で小太郎が撤回してしまう可能性もあるが……。

　まあ、ちょっと男らしくなっていたし、きっと大丈夫でしょう。

「事態を何もせずに見守るのって、なんかソワソワしますよね」

　沈黙を破ったのはリポリンだった。

「そうね」

　変な話だが、メグはムードメーカーとしてのリポリンを尊敬していた。少なくとも彼女は自分にはできない役目を果たしているからだ。

「まあ、ここにはモニタも何もないから見守れてないけどね」

　カンタのツッコミを無視して、リポリンは明るい表情で皆に提案する。

「ねえ、こっそり放送室行っちゃいましょうか？」

「さすがにそりゃだめでしょ。今はまだ公子氏がいるんだから」

「てへっ、そうでした」

　リポリンは舌を出しかけて、すぐ真顔に戻った。

「そういえば広尾さん、無事に保健室まで行けましたかねえ」

「彼らがちゃんと連れて行ってくれたはずよ」

　彼らというのはもちろん、御徒町たちのことだ。ゲンジは嫉妬激励隊による百枝への襲撃をちゃんと想定していた。だからこそ、メグは彼らにも協力を要請した。

「あの人たち、本当に大丈夫ですか？」

「当たり前でしょう。私は彼らが頼りになることをよく知ってるのよ」

　メグは御徒町たちが本気で身体からだを張る様子を少し前に特等席で見させてもらった。まあ、別に特等席を望んだわけではないのだが。

　まあ、報酬も弾んだし、彼らに関しては心配しなくてよさそうだ。

　しかしリポリンはまだ納得していない顔だ。

「うーん。でも私は事前に両国先輩に御徒町先輩たちのことを伝えておくべきだったんじゃないかって思うんですよ。そっちの方がイージーモードじゃないですか？」

「イージーモードじゃ意味がないんだよ」

　ずっと机に突つっ伏ぷしていたゲンジが突然顔を上げてそう言った。

「直接身体を張って助けてくれる仲間がいると解れば両国君が油断してしまうかもしれない。それはこの作戦にとっては明らかなマイナス、だからサポートは最小限でいいんだよ」

　そしてゲンジはまた机に突っ伏す。その様子をメグは少し微笑ましく思う。

　普段は無気力そのものみたいなこの少年の頭から緻ち密みつな計画が生み出される様は何度見ても驚かされる。そしてその計画が順に達成されていく模様ときたら考えただけで……。

　メグの身体に震ふるえが走った。メグは震えを抑えるべく、反射的に両腕で自分の身体をかき抱く。

「あれー、メグさんでも緊張で震えることってあるんですね？」

　リポリンに見られていたようだ。メグは少しバツの悪い気持ちで腕を離して居住まいを正す。

「……今のは緊張で震えたわけじゃないわよ」

「いいですよ。無理しなくても。私だって貧乏ゆすりしそうになってるのを必死に抑えてますから！」

「それ、女の子が威い張ばって言うことじゃないねえ」

　カンタが呆れたように言う。

「リホ、ドミノ倒しは好き？」

「あのバタバタバターって倒れるやつですよね？　大好きですよ。気持ちいいですし」

「私も大掛かりなドミノ倒しが好きなの」

　そしてゲンジの作戦には間違いなくドミノ倒しのような緻密さと爽そう快かい感かんがあった。

「だけどドミノってね、ちゃんと並べたつもりでも一枚一枚の間隔って微妙に違ってくるものなのよ。そして、そういう微妙な違いの蓄ちく積せきが怖いの」

「ええと……つまり長い長いドミノ倒しほど失敗する可能性があるってことですか？」

　メグは肯くと、特科の校舎に思いを馳はせる。

「だから、そろそろ変なアクシデントが起きてなければいいなって」





七日目　十六時四十八分　押上公子（＠普通科放送室）






　公子は二階をおっかなびっくり歩いている呼彦に語りかける。

「今、三階の廊下を嫉妬激励隊の人たちがうろついてるから、二階を適当に移動してて。天王洲先輩は……」

　公子は一階の階段前の映像を確認する。カメラに背を向けていて表情は読めないが、何か思案しているようだ。おそらく作戦を練ねっているところなのだろうが、そんなことをしている間にこちらはコマを進めてやる。

「先輩はまだ一階の階段の前で立ってるから、下の階に行くのもだめ」

『ゴール地点はどちらが本命？』

「やっぱり屋上かな。嫉妬激励隊の人はやる気なさそうに歩いているから、もうすぐ引き上げるかもしれない。そうでなくても隙を衝いて屋上までパパッと抜けることは不可能じゃなさそう。また指示を出すけど、その前に広尾さんにも声をかけるから、もう少しだけ頑張って」

『了解。頑張るよ』

　公子は一度チャンネルを切り替えて百枝に声をかける。

「もしもし？　大丈夫？」

『あの、状況はどうなってますか？』

　百枝が小さな声で訊ねる。

　今、百枝には二階の女子トイレに一時退避してもらっている。ここならタイラーも嫉妬激励隊も追って来られまいと判断してのことだが、いつまでもそのままにしておくわけにはいかない。

「怖い鬼は一階の階段前でじっとしてる。三階の廊下には小鬼の二人がうろうろ……一人姿が見えないけど、たぶん大丈夫。あ、二人が下に降りて行く……」

　二人が一階まで行くことを祈っていたが、生憎二人は二階で止まり、廊下を彷徨さまよい始めた。

「ひとまず広尾さんにはチャンスかな。今の内に屋上へ向かって、確か鍵は開いてるはずだから外で待ってて」

『王子様は？』

「彼は今、ちょっとだけピンチだけど、必ず向かわせるから安心して」

『解った！』

　公子はすぐにまたチャンネルを切り替える。

「聞こえてる？　お姫様は何とか屋上に辿り着けそうだけど、今度はそっちがピンチになっちゃった……今、あの二人は二階をうろうろしてる」

『ありがとう。けどもう大丈夫だよ。正面突破で行く。これぐらいのピンチは俺一人で何とかするさ』

　呼彦は事もなげに言い放った。

「それはいいけど、大丈夫なの？」

『この先もきっと色んなピンチが俺を待ち受けてる。一人で乗り切れる力がないなら、好きな人を守るなんて到底無理だ』

　二対一の戦力差を気持ちでどれだけ埋められるものか解らないが、公子は呼彦を信じることにした。

「解った。君の幸運を祈ってる」

　公子はそう言ってチャンネルを切った。

　呼彦が意志の人間というのは知っていたつもりだけれど、なんだかいっそうたくましくなった気がする。いや、それは単にあの一件以降、呼彦の情報を上手く更新できてなかっただけかもしれない。

　スペックが高くて、変わってて、それでいて自分の夢は妥だ協きようしない……これがゲームか小説だったら、まるで理想のキャラクターじゃない。

　あれ、もしかして呼彦ちゃんって……ちょっと格好いいかも。

　そこまで考えて、公子は正気に戻った。

　呼彦はこれから新しい幸せに手を伸ばすところだ。今さらそんなことを考える権利は自分にはない。

　公子は妙に落ち着かなくなって、百枝のヘッドセットのチャンネルに合わせてスイッチを入れた。

「もしもし百枝さん？　もう着いた？」

　そう何気なく訊ねた公子だったが、返ってきた声はなぜか別人のものだった。

『ああ、結構はっきり聞こえるものだな』

「……え？」

　この声はまさか……天王洲タイラー!!

『今、彼女のヘッドセットを借りているところだ。彼女なら僕の隣にいるがね』

　そんな馬鹿な。

『校舎内のいたる所に仕掛けたカメラで逐一僕の動きを把握し、二人に伝える……アイデアは面白かったが、タネが割れてしまえばどうということはない。君がいるのは放送室か視聴覚室か……まあ、今となってはどちらでもいい』

「何よ、勝ち誇った声で……」

『おや、その反応。僕を見つけられないでいるようだな？』

　図星だ。些さ細さいな言葉遣いから気取られてしまった。

「う、うるさい。それがどうしたのよ」

　おかしい。一階の階段前にはまだタイラーがいる。それなのにタイラーは三階を歩いていたはずの百枝を捕まえて、ヘッドセットを奪うばった。明らかに矛盾している。どちらかが誤りのはずだが……。

『先入観を捨てればすぐに解る』

　しかし混乱した公子には何がどうなってるのか解らない。けど最後の最後に自分が致命的なミスをしたのは解った。

『三階の階段前に着いた。僕の姿は映ってるかな？』

　確かに今、三階の階段前には一組の男女が映っている。一人は百枝だが、一緒にいる男子生徒はタイラーではない気がする。

　だってその男子生徒は黒髪だったから……タイラーなら金髪のはずではないか。

『ああ、失敬。取るのを忘れていた』

　そう言って映像の中の男子生徒が自分の髪が引っ張ると、その下から金色の髪が現れた。ということはまさか……。

「君が僕をこの金髪で判別しているんのだと読んだまで、だからそれを逆手に取らせてもらった。ちなみに今、下にいるのは金髪のカツラをかぶった永田だ」

　やられた。

　公子はショックのあまり言葉が出てこなかった。せっかくの呼彦の門出を自分のミスで台なしにしてしまった……。

　そんな公子を嘲あざけるようにタイラーはこう告げた。

『両国に伝えておけ。約束の時間まであとわずかだが、彼女にお前のみっともない話を聞かせるには充分だとな』

　音声はそこで途切れた。絶望的な気持ちで画面を眺める。

　私が悪いんだ。私が失敗したせいで呼彦ちゃんの幸せが壊れちゃった。ゲームならリセットがきくけど現実では……。

　そこまで考えて公子は頭を振る。リセットがきかないからこそ……生きている限り、あがくべきなのだ。最高の形での告白は叶わないかもしれないが、まだ百枝が呼彦の気持ちを受け入れる可能性は残されている。少なくとも全てをここで諦めて、呆ぼう然ぜんとして傍ぼう観かん者しやを決め込むのはまだ早い。

　私が責任を持って呼彦ちゃんを屋上まで連れて行く！

　公子はヘッドセットを外すと、放送室を飛び出した。





七日目　十六時五十三分　目白恵（＠特別科校舎・玄関前）






　恵は複雑な思いで玄関の前に立っていた。

　少し前、コクラセが特科の校舎への監視カメラの設置について協力して欲しいと申し出てきた時、恵は却下したい気持ちで一杯だった。だがそれがタイラー退治に繫がると説得されて、しぶしぶ吞まされてしまったのだ。

　もう、忌いま々いましいったら……。

　当然のことながら、監視カメラの設置の見返りとして今回の作戦の詳細は教えてもらっていた。だが学校側への根回しにずいぶんと消しよう耗もうして、今回の作戦自体にはロクに関われなかった。何せ、ＴＲＬは二人きりなのだから。

　もっとも、そうやってＴＲＬを作戦に嚙ませないところも込みでコクラセの……ゲンジの計画の内だったのだろう。

「来ないわね、由良」

　ＴＲＬは状況を完全に把握しているわけではない。恵と由良がここで待っているのはある事態を想定してのことだ。

「しかし今回の敵は天王洲先輩ですから、どこかで必ず作戦は綻ほころびます。秋葉先輩が周到に張った蜘く蛛もの糸……破れ目が一つでもあればつけいる隙としては充分ですわ」

　由良がそう言うのなら間違いないだろう。

「あいつの作戦に変なことして、かえって大失敗みたいなことにならなければいいけど」

「大丈夫ですお姉様。コクラセがこちらに全てを話していないのは明白。案の定、代々木さんは収支報告会に出席していましたしね」

　コクラセ側からの事前の説明ではタマが放送室からガイド役を務めるという話だった。

「どう考えたって作戦開始には間に合うはずないものね。だったら今、誘導してるのはやっぱり……」

「事前の推測通り、押上さんではないでしょうか」

　少し前にタマが公子と接触していた事実は由良が摑んでいた。

　両国君の告白を成功させるために幼なじみの押上さんを駆り出すなんて……やっぱりあの男は何も解ってない！

　突然、由良が鋭するどい声を出す。

「お姉様、来ました。押上さんです」

　見れば由良の言葉通り、公子がこちらに猛ダッシュで向かってくるところだった。

　公子が今ここにいるということは現場を放ほう棄きしたということだ。そして恵たちはその意図を汲くむべく、ここで待っていたのだ。

　恵は公子の進路を妨げるように立ちはだかって叫ぶ。

「押上さん！」

「目白さん？」

　同じ特科の二年生同士、まんざら知らない仲ではない。

「今はちょっと話している余裕がないの。そこをどいて！」

　何とか勢いにブレーキをかけた公子は必死の形ぎよう相そうで恵に訴えかける。どうやら色々な意味で余裕がなさそうだ。

「邪魔する気はないの。ただ、これが必要かなと思って」

　そう言って恵は由良の持つ袋を指差す。中身は防犯グッズの詰め合わせだ。

「念のためを考えて役に立ちそうなアイテムを厳選しました。どうかこれで邪魔者を排除して下さい」

　由良が袋の中身を見せながら公子に言う。タイラーや嫉妬激励隊とやり合うことを想定したものだ。不意打ちなら確実に決まるだろう。

　これが恵の倫りん理り観かんの範囲内でできるギリギリの助力だった。

　赤い糸を自らの手でつむぐのはポリシーに反する。だけど赤い糸をねじ曲げたり、切ろうとする邪悪な者がいるなら……それに対応するのはそこまで悪いことではないはずだ。

「……ありがとう」

　公子は素直に受け取ってくれた。その様子を見て恵は安堵して、公子の背中を押すことにした。

「それから……応援してるから」

「えっ？」

「幼なじみなんでしょう？　コクラセの計画なんか裏切っても構わないのよ」

　公子の顔が紅こう潮ちようした。しかし公子は返事を躊躇ためらい……そのまま前に歩みを進めた。

「もう行くね」

　恵は由良と共に公子を見送った。

「お姉様、これは脈有りですわ」

「ええ、間違いないわ」

　公子の反応で恵は確信した。まだ赤い糸は切れていない、と。

　タイラー退治については共闘する。しかしその先については出し抜きたい。

　秋葉原治、最後に笑うのはこのＴＲＬよ。





七日目　十六時五十七分　両国呼彦（＠特別科校舎・三階廊下）






「頼む。ここを通してくれ」

　呼彦は肩で息をしていた。オールバックは乱れ、眼鏡のフレームは曲がり、制服のボタンもいくつか取れている。四ッ谷と市ヶ谷と数分揉もみ合った結果がこれだ。

「い、いい加減諦めろ！」

「そうだ。そんなボロボロの姿で告白されても、相手だって困るだろ」

　パッと見には文化系の悪いところを煮詰めたような嫉妬激励隊だがラフプレーには存外強い。あるいは嫉妬パワーのなせる業わざか……いずれにせよ、呼彦一人で突破するのは難しそうだった。

　それでも諦めるわけにはいかない。この計画は最後までやり遂げなければ。

「だったら俺は本気を出すぞ！」

　呼彦は叫ぶことで気力の回復を狙ねらった。

「昔、一度失敗してから……俺は本気の出し方が解らなくなった。普通科を受けたのは本気にならなくても入れるから……ここらで本気を出さないと一生忘れてしまうだろう」

　呼彦の気迫に二人が怯ひるんだ。

「市ヶ谷、こいつは何を言っているんだ？」

「解らん。追い詰められておかしくなったんだろう」

「俺は今日、本当の俺になる。何があっても通るぞ！」

　このまま二人が気け圧おされていてくれればよかったのだが、そうはならなかった。

「ぬうう、言葉の意味はよく解らんが何たる気迫」

「四ッ谷、ここらで俺たちも本気を出さないとマズいぞ」

「うむ。結局は二対一、小学生レベルの算数で考えても結果は明らか」

「観念してここで終わるがいい」

　二人はジリジリと距離を詰めてくる。二人同時に襲いかかって完全に呼彦の抵抗を封じるつもりでいるのだろう。実際、そうされたら呼彦はどうしようもない。

　頼む。どうか奇跡を……。

　呼彦が祈るような気持ちで一歩を踏み出した時、奇跡が起きた。

　四ッ谷と市ヶ谷にいきなり網あみが覆い被さり、二人は動けなくなったのだ。ちょうど呼彦に意識を集中させていたところだったせいか、背後からの不意打ちにはひとたまりもなかったようだ。

　そしてもがく二人の後ろから現れたのはなんと公子だった。

「助けに来たよ呼彦ちゃん」

　ああ、君はあの頃と変わらず……なんて素敵な人なんだろう。

「おのれ、背後からとは卑ひ怯きようなり！」

「暴れるな四ッ谷。網が絡からまる」

「そうは言っても苦しいのだ！」

　なおももがく二人を無視して、公子は呼彦の手を取った。そして少しだけ強こわ張ばった笑顔でこう告げる。

「私が呼彦ちゃんを責任持って屋上まで送り届けるから、諦めないで」

　呼彦は肯くと、足を引きずりながら公子と一緒にゴール地点を目指し始めた。





七日目　十七時　押上公子（＠特別科校舎・屋上）






「遅かったな、両国」

　屋上ではタイラーが待ち構えていた。その横には不安そうな表情でこちらを眺めている百枝がいる。

「お前のみっともない話を彼女にたっぷりと聞かせたところだ。もっともその様子では告白どころではなさそうだがな」

　隣の呼彦の様子をうかがうと、やはり立っているのがやっとという感じだ。ここまで歩けたのは気力としか言いようがない。

「……まだだ。まだ俺の告白は終わっていない」

　振ふり絞しぼるように放たれた呼彦の言葉をタイラーは鼻で笑った。

「かつての片思いの相手に助けられて告白？　これほどみっともないことがあるか？」

　そんなタイラーの言葉に公子は心からの怒りを覚えた。

「私のことは関係ない！　それに目的のために全力を尽くすことがそんなに格好悪い？」

　しかし激げつ昂こうした公子を制したのは呼彦だった。

「いや、先輩の言う通りだ。大好きな人の前で虚勢も張れないぐらい弱って……本当に俺はみっともない男だよ」

「今の呼彦ちゃんはみっともなくなんかないよ！　それに私さえ失敗しなければ上手くいってたのに……ごめんね」

「さっさと諦めろ。お前に逆転の目は残されていない」

　広尾さん、呼彦ちゃんを振ってくれないかな。そうすれば私の番になるのに。

「そんなこと……」

　そんなことないよ。そう言おうとしたはずなのに最後まで口にできなかった。そして公子はすぐに自分がとんでもないことを考えていることに気がついて愕がく然ぜんとした。

　ああ、そうだ。人生は一回きり、セーブポイントからやり直しはできないんだ。そしてやり直しができないのは呼彦ちゃんの人生だけじゃなくて私の人生もそう……なのに、私はなんてことをしてしまったのだろう。

　やり直したい。今回の計画の最初から……いや、二人でコクラセを欺あざむくためのＯＫティーチャー作戦を始めた時から……いや呼彦を傷つけたあの時からやり直したい！

　今ならＯＫできるのに。

　後悔の重さに思わず泣きそうになったが、寸前で涙が引いた。なぜなら呼彦が涙を流していたからだ。

「だ、大丈夫？」

　呼彦が顔をくしゃくしゃにして泣く姿は子供みたいだった。もしかしてあの時、公子に拒絶された時もこんな風に泣きたかったのだろうか。そう思うと公子は呼彦を慰なぐさめてあげたくなった。

「おお、さらに恥の上塗りをするか。ここまでひどいと逆に顚てん末まつが見てみたくなった。一生忘れられないほどの恥ずかしい告白を期待してるぞ。さあ」

　タイラーの嘲笑が癇に障ったが、今はそれ以上に呼彦のことが気になった。呼彦の不幸は見たくない。けれどどうしようもなく告白の失敗を祈っている自分がいて、全身が半分に引き裂かれてしまいそうだった。

　心の痛みを我が慢まんしている公子が固かた唾ずを吞んで呼彦を見守っていると、呼彦の口から妙な言葉が漏れるのが聞こえた。

「……やっとだ」

　やっと？　何がやっとなのだろう。

　そんな公子の疑問に応えるように呼彦は言葉を吐き出す。

「やっとヒロちゃんが俺を見てくれた」

「え？」

　その時、タイラーの隣から声が飛ぶ。

「今だよ、両国君！」

　呼彦にそんなエールを送ったのは百枝だった。しかし公子の頭に疑問が浮かぶ。

　おかしい、どうして告白相手の広尾さんが呼彦ちゃんの応援をしているの？

「……騙だましていて悪かった」

　そう言って呼彦は涙を自分の腕で拭ぬぐうと、精一杯の真面目な表情で公子にこう告げた。

「俺が本当に告白したかったのは……今でも君なんだよ、ヒロちゃん」




















七日目　十七時二分　池袋里歩（＠アジト）






「告白、上手くいってますかね」

「上手くいくはずだよ。天王洲先輩が途中でこちらの策さくを見破ってくれたらね。そしてあの人は間違いなくそれだけの頭脳の持ち主だろうから。ある意味ではリポリンよりも固く信頼しているよ」

「どうしてそんなに敵を信頼してるんですか……」

「依頼人の情報をうっかり漏らしちゃうメンバーよりは信頼できるんじゃないかねえ」

　そう混ぜっ返すカンタをリポリンは睨みつけたが、カンタはヘラヘラ笑っていた。悔しいが事実だけに何も言い返せない。

「けどリポリンのうっかりも悪いことばかりではなかったのよね」

「そうなんだ。新橋さんに今回の依頼を天王洲先輩へ流されたと知った時、やられたと思ったんだ。けどタマの話を聴く内に事情が違うことが解った。だって新橋さんは両国君が広尾さんに告白したいのだと勘違いしてたみたいだから」

　呼彦の依頼は公子への告白だったのだが、どういうわけか由良は告白相手を百枝と取り違えており、タイラーまでもがそれを信じ込んだ。そんなちょっとしたボタンの掛け違いをゲンジは利用して今回の計画を立てたのだった。

　しかし、あの由良がどうしてそんな勘違いをしたのかリポリンにはずっと解らなかった。そんなリポリンの内心を知ってか知らずか、ゲンジはこんなことを言った。

「写真を風に飛ばされたのはファインプレーだったね」

「あ……もしかしてあの写真が原因だったんですか？」

　ゲンジが肯く。それでようやく解った。

「そういうこと。新橋さんはリポリンの失言と少し前に拾い上げた写真を結びつけて、今回のターゲットが広尾さんだと思い込んだんだ。だから今回の作戦はリポリンのお陰なんだよ」

　そう言われると照れてしまう。まあ、厳密には褒ほめられているわけではないのかもしれないけど。

「それにしてもリーダーは妙なこと考えるねえ。ゲーム好きな押上さんにリアルなゲームをプレイさせようなんて」

　ゲンジの計画の真の狙いは屋上で呼彦と百枝を合流させることではなく、呼彦と百枝を会わせるため公子に奮ふん闘とうさせることだった。

「良いゲームというのはね、プレイしていく内に自然と操作キャラクターに感情移入させるのが上手いんだよ。一緒に泣き、一緒に怒り、そして一緒に笑う……プレイヤーはキャラクターと感情を共有することで、やがて画面の向こうにしか存在しない相手を愛おしく思う。今回の計画はそのメカニズムを応用したんだよ」

「つまり今回はプレイヤーが押上さん、キャラクターが両国君だったというわけね」

　メグの補足にゲンジは満足そうに肯いた。

「けどアタシは少し不安だよ。騙されたと解った時って哀しくなったり、悔しくなったりするからさ。押上さんが怒ったりしたら二人の関係は二度と元には戻らないよ」

　心配そうに言うカンタの顔を見て、ゲンジは顎あご鬚ひげを触りながらニヤッと笑う。

「それはまあ、反応は人それぞれだけど……きっと大丈夫だよ。押上さんが騙されて悔しくなる噓うそを作ったつもりはないからさ」





七日目　十七時二分　押上公子（＠特別科校舎・屋上）






「ここまでの全部がフェイクなんだよ」

　呼彦の言葉でようやく公子はコクラセの狙いが百枝ではなく、自分だったのだと気がついた。要は自分がカンタにやったことをやり返されたようなものだ。もしかするとこれはＯＫティーチャー作戦に対するコクラセなりの意趣返しなのかもしれない。

「どうして……」

「俺はずっと自分の想いを誤魔化して、君の一番の理解者という立ち位置に安住していた。繕つくろって、飾って、装って……気がつけば噓の顔しか君に見せられなくなっていた。そしてその噓の顔の崩し方が解らなくなって……俺はコクラセに依頼した。もちろん、広尾さんにも協力してもらった」

　思わず百枝の顔を見てしまったが、百枝は真剣に事の成り行きを見守ってくれていた。冷やかし半分、面白半分で騙していたわけではなさそうだ。

「けれど君の恋人になりたいという気持ちだけは噓じゃない。だから……返事を聴かせてくれないかな？」

　公子の頭は真っ白になった。




　全部噓だったんだ……。

　まず真っ先に湧わき上がってきたのはそんな感情だった。そして公子の中に噓をつかれて嬉しかった記憶はない。だから公子はまず抗議の言葉を探した。

　あれ、けど、なんて言って怒ればいいんだろ。「騙したのね！」？　それとも「許さないから！」？　何か違うな……あれ、っていうか私、怒ってない？

　公子は噓をつかれたのに怒りが湧かないことに戸惑っていた。だが直後、思い出す。

　ああ、そうか。ってことは広尾さんが好きってのも噓だったんだね。よかった……本当によかった。

　あれ？

　その時、公子は自分が泣いていることに気がついた。これは哀しみの涙でもなく、悔し涙でもなく……嬉し涙だ。

　ああ、そうか。私、嬉しいんだ。広尾さんへの告白が全部噓だったってことも……呼彦ちゃんが私を好きって言ってくれたことも。

　公子は涙を拭って一度深呼吸をする。その時、ようやく自分の心臓が割れそうなぐらい鳴っていることを自覚した。このままだと息が苦しくなって、何も言えなくなりそうだ。

　だから……そうなる前に大事な言葉を口にした。

「うん。私も呼彦ちゃんのことが大好き」




















七日目　十七時五分　御茶ノ水寛太（＠アジト）






「まあ、リーダーの策が失敗したことはないからね。アタシは信用してるよ」

　そう言いながらカンタは首を傾かしげた。

「その割には何か引っかかっているようだけど？」

　メグの指摘にカンタは肯く。

「けど、天王洲先輩を巻き込む意味あったのかい？　せっかく、勘違いしてたんだったらそのままにしておけばよかったじゃあないかとアタシは思ったんだけどねえ。敵キャラが必要なら嫉妬激励隊だけでも充分だろうに」

「それが大ありなんだよ。なぜなら今回の計画は一石二鳥を狙ったもの……天王洲先輩もターゲットだからさ」

「どういう意味だい？」

「この先も天王洲先輩に作戦を邪魔されるなんて面倒だろ？　だったらここで決着をつけてしまう方が合理的だ」

「決着って……どういうことだい？」

「僕はね、ある仮説を立てたんだ。天王洲先輩はただ赤い糸を恨うらんでいるわけじゃない。むしろその裏返し、本当は真実の赤い糸を信じたいからこそ、切らずにはいられないんだと思ってる。だからこそ、あの二人の告白を見せつける必要があるんだ」

　そう言うとゲンジは苦笑してこう付け加えた。

「その場に立ち会えないのは少し残念だけどね」





七日目　十七時五分　天王洲タイラー（＠特別科校舎・屋上）






　赤い糸なんて信じていなかった。

　愛されるにはそれ相応の価値が必要だと考えていた。

　恋愛なんてしょせん、損得勘定。ずっと散文的なものだと思っていた。

　にもかかわらず、タイラーは動揺していた。

　呼彦は傷つき、もはや最低限の体裁すら取り繕える状態ではない。今の呼彦のどこをどう探しても愛される理由や価値なんて見当たらなさそうだ。しかし現実には呼彦は公子の愛を勝ち取ってしまった。

　こんなにもみっともない愛があるのか……。

　気がつけばタイラーは自分の人生を振り返っていた。

　母親の死を引き金にして突然降って湧いたような幸運。それを受けとることに誰にも文句を言わせたくなくて……あの時のタイラーは完璧を目指した。お陰で今、周囲の人間はみなタイラーの顔色をうかがうようになった。タイラーの心を得ようとする者も決して少なくない。

　しかしそれは当然の結果だ。今のタイラーにはそれだけの価値があるからだ。少なくともタイラー自身はそう思っている。

　けれど時々、母親と暮らしていた頃が懐かしくなる。愛される理由なんて何もないのに、母親は冴えないタイラーに愛情を注いでくれた。そこにあったのは好きだから好き、だめでも好きという理屈抜きの感情だ。

　そして今、呼彦と公子の間にも確かにそんな損得勘定抜きの愛があった。

　これが僕の両親を繫いだ本当の赤い糸なのか。

　タイラーはこの二人のことがひどく羨うらやましくなってしまった。

「……興きようが削そがれた」

　タイラーは足早に出口へ向かう。そして出て行く間際、振り返って二人にこう言った。

「お前たちは見逃してやる。ただし僕の前で少しでも不和の兆ちよう候こうを見せたら、その時は覚悟しておけ」

　タイラーはそれだけ言うと校舎の中に入り、後ろ手でドアを閉めた。

　あいつはこうなることまで見越していたのか。残念だが今回は僕の負けだ。

　要はゲンジがタイラーの上を行ったというだけの話ではあるが……敗北を受け入れたタイラーの胸に去来したのは奇妙な爽快感だった。
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「うーん」

「何をそんなに唸うなっているんですか」

　由ゆ良らは恵めぐみに声をかける。二人は少し前に呼よび彦ひこと公ひろ子こが仲良く下校していく様子、そしてタイラーが憑つき物の落ちたような表情で帰っていく様子を立て続けに目撃したところだった。

「だって押おし上あげさんと両りよう国ごく君がこんなあっさり恋人同士になるなんて、何かおかしいわ」

　呼彦と公子が結ばれているのは由良も引っかかったが、暴君退治は成功したと見ていいだろう。ＴＲＬもこれでまた活動を再開できそうだ。

「もしかしてあいつ、最初からこれを狙ってたんじゃないでしょうね」

　恵は悔しそうに歯嚙みする。そんな恵を由良は微笑ほほえましい思いで眺める。

「お姉様はずいぶんとコクラセを信頼なさっているのですね」

「信頼なんかしていないわ！　ただ、あの悪魔のように知恵の回る男が最後の最後で失敗するわけないって思っただけよ」

　ただ、今になって思うと呼彦と百もも枝えの繫がりは薄かった気がする。というか調べた範囲ではほとんどないに等しい。

　もしかして呼彦が百枝に告白するということ自体がこちらの勘違いだったのでは……そしてその勘違いに気がついたコクラセがＴＲＬを利用してきたとしたらどうだろうか。

「ひょっとすると秋あき葉ばさんは私たちの介入も見越していたのかもしれませんね」

「え、そこまで先が見えるなんてあり得る？」

「私たちは赤い糸を守る者であり、コクラセを憎む者でもあります。どこかで両国さんが広ひろ尾おさんではなく押上さんと結ばれるよう働きかけると踏んだのかもしれません」

　だが最初から公子が今回のターゲットだったと言われていればどうだろう。ＴＲＬはそれを邪魔していたのではないか？　少なくとも恵は反対していただろう。だからこそ、向こうは由良の勘違いを訂正してこなかったのではないだろうか……。

「どうしたの由良？」

「いいえ、何でもありませんわ。お姉様」

　ひとまずこのことは私の胸に秘めておきましょう。

「まあ、終わりよければ全てよし……今日のところはもう帰りましょう、お姉様」

　由良がそう呼びかけても恵は首を傾げていた。まだ何か引っかかっているのだろうか。

「どうされました？」

「いや……あの二人は小さい頃から赤い糸で結ばれていたってことでしょ？」

「まあ、そうなりますね」

「だったら、こんなことがなくてもいずれは恋人同士になったわけで……やっぱり何もせずに見守るべきだったのよ！　許すまじコクラセ、見てなさい。次はないんだから」

　そう息巻く恵の姿を見て、由良はつい顔がほころんでしまった。

　私はこれからもこの人の理想を守っていこう。

「あ、由良。結果論だって笑ったでしょ？」

「いいえ。お姉様の言うことはいつだって正しいんですわ」




　帰り道。呼彦は隣を歩いている愛しい者の名前を呼ぶ。

「公子」

　公子はどこか気恥ずかしそうに振り向いて答える。

「何、呼彦ちゃん？」

　そんな公子の返答に呼彦は鼻白んだ。

「待った。その呼び方はもう止やめてくれないか？　俺たちはもう付き合ってるんだぞ？」

「だけど私にとっては呼彦ちゃんだし」

　いかん。ここできっちり言っておかないと後々にまで響いてしまう。

　呼彦は咳せき払ばらいして、公子にこう告げた。

「いいか、俺にもプライドというものがある。いつまでも子供の頃の呼び方をするんじゃない。これからは強い男として君をリードし、守っていくのだからな」

　だが公子はニヤニヤしていた。

「そんなボロボロの格好で言われても説得力ないんですけど？」

　そう言って公子は呼彦の額を小こ突づく。

「うっ」

　先ほど額に受けた傷が痛んで、呼彦は小さく呻うめく。

「今の呼彦ちゃん、超格好悪ーい」

　公子は少しの間けらけら笑った後、急に真顔になってこう付け加えた。

「……超格好悪い。けど、最高に格好いいよ」

　夕陽に照らされた公子の顔はとても綺き麗れいで……それ以上、呼彦は何も言えなくなってしまった。

　まあ、しばらくは今のままでいいか。

　そんなことを思いながら呼彦はそっと公子の手を握った。




「すまないが今日は先に帰っていてくれ」

　校門の前でずっと待っていた迎えの車を帰して、タイラーはゆっくり歩き始める。自分の足で下校するなんて母親が生きていた頃以来だ。

　あんな愛が存在するんだな。

　車を帰したのは今日の出来事を一人きりで嚙み締めたかったからだ。

　会社を立て直した後の父さんならきっと懐にも余裕があったはずだ。母さんだってその気になればもっと良い暮らしだってできたろう。そうしなかったのはお金の問題ではなかったから……きっと母さんはみっともない父さんをそのみっともなさも含めて愛していたのだろうな。

　そう、あの二人のように……。

　タイラーは見慣れない通学路を一人きりで歩いていた。なのに不思議と孤独感は湧いてこない。代わりに言葉にできない感情が胸に燃えていた。

　タイラーはいずれ父親の会社を継つぐつもりでいる。その時、タイラーには今よりもずっと多くの女性が迫ってくるようになるだろう。だがその中でタイラーが何もかも失っても優しく抱きしめてくれる人間がどれだけいるものか……。

　いや、僕はこれまで一人でやって来た。これからもそうするまでだ。

　やがてタイラーは駅に到着する。そしてタイラーが券売機で切符を購入しようとしていると、どこからか聞き覚えのある声がした。

「ごめんな、亜あ利り沙さ」

「こっちこそ怒ってごめん。けど俊しゆん二じが昔のこと全部話してくれて嬉しい」

　見れば改札口の前で数日前に壊したはずのカップルが仲なか睦むつまじくしているところだった。

「あのなあ、元カノの話なんて楽しいもんじゃないだろ。まして俺がフラれてオチがついたやつなんてさ」

「いいの。俊二が私以外にはモテないって解ったから」

「こいつ！」

　二人はじゃれ合いながら改札の中へ消えて行った。

　アイツら、馬鹿なんじゃないか。

　そう思いながら、タイラーは自分が微笑んでいることに気がついた。

　そうか、僕は愛を崇すう高こうなものだと考え過ぎていた。けど愛っていうのはもっと卑ひ近きんで……それでいて案外悪くないものかもしれないな。

　そしてタイラーは俊二と亜利沙をもう少しだけ眺めたくなり、改札に切符を通した。




「最後の最後に丸く収まってよかったですね」

　アジトの施せ錠じようを終えたリポリンが明るくそう言った。

　諸もろ々もろの後始末を終えたコクラセの四人は揃そろってアジトを出た。いつもなら人目を気にしてやらないのだがもう遅い時間だ。これならわざわざ一人一人アジトを出なくても、適当に歩調をバラして解散すればいい。事実、三階の廊下にはもう人ひと気けがなかった。

「両国先輩と押上先輩、元もと鞘さやってやつですね」

「ヒヒヒ、それは元々付き合ってた二人に使う言葉だよ」

「あ、そうでしたっけー？」

　そんなカンタのツッコミも今は気にならない。やはり告白が成功した後はスカッと爽快な気持ちになる。もう今日は晩ご飯を食べたらすぐに寝てしまいたいぐらいだ。

「さすがはリーダー、あの時のリベンジを果たしたのね」

「たまたまだよ」

　メグの賞賛にゲンジはさほど嬉しくもなさそうに応じる。

「こうしたらこうする、ああしたらああする……みたいに分ぶん岐きは考えていたけど、全てを網もう羅らできていたとは思えないしね。まあ、強いて言えば僕みたいなひねくれ者が一人もいなかったことがよかったのかもしれないね」

　そう嘯うそぶいてみせたゲンジだが直後、顔色を変えた。気になってゲンジの視線の先を見てみれば……階段の前で腕組みしたタマが立ちはだかっていた。

「待ってたわよ。告白、大成功だったみたいじゃない？」

「さすが、タマ。早耳だね。じゃあ、また明日」

　そしてゲンジはそそくさと横を通り過ぎようとしたが、タマに結んだ後ろ髪を摑まれる。

「痛た……」

「逃がさないから。さあ、今日こそツケのジュースを払ってもらうわよ」

　その言葉でリポリンはタマが取り立てのために待っていたことを悟る。まあ、こればかりはずっと踏み倒してきたゲンジが悪い。

「それなんだけどさ……」

「何？　もう全部飲み食いに使ったってのは通じないわよ」

「いや、監視カメラのレンタル代は両国君の懐から出てたわけで……その分、報酬はディスカウントさせてもらったんだ」

「ええー！」

　そんなの初耳だ。つまりメンバーの報酬も減るということではないか。

「もう！　前回の迷惑料込みでもっと取ればよかったじゃないですか！」

　しかしタマはしょうがないという表情で軽く肯いた。

「まあ、あれだけ大掛かりだと仕方ないわね」

　あ、こういうところ、タマさん甘いよね。

「けど、ディスカウントということはまだ報酬はあるんでしょ？　それで手を打ってあげる」

「残念ながら、それもないんだ」

「「え!?」」

　ゲンジの予想外の言葉についタマと声がダブってしまった。

「まさか……リーダーが一人で全部食べたのかい？」

「そんなわけないでしょう」

　首を振ったメグが助け船を出す。

「今回は協力者がいたのを忘れたの？」

「あ、広尾先輩！　と御お徒かち町まちズ！」

「リーダーは最初から補習を終えた広尾さんが襲撃されることも織り込んで、彼らに協力を要請したの。もちろん、彼らは私たちの目的が広尾さんへの告白計画だと知って最初は難色を示したけど、それが偽の計画だと解ると協力を約束してくれたのよ」

「まあ、報酬のコンビニの肉まん食べ放題に惹ひかれただけだと思うけどね！」

「肉まん食べ放題！」

　タマが絶叫した。たったそれだけで「私へのツケを踏み倒して何してるの！」というニュアンスが伝わってくる叫びだった。

　あ、これもしかして……。

　リポリンはゲンジに向き直ると当然の権利を要求した。

「リーダー、今回の私への報酬は自腹でお願いします！」

「あ、ズルい。アタシも！」

　不穏な気配を感じとったのか、ゲンジはゆっくりとタマから離れ、曖あい昧まいな笑みを浮かべて後ずさった。

「こういうところはまだ甘いんだから……もっと教育が必要ね」

　リポリンの耳に届いたメグのそんな怖い言葉は、どこか嬉しげな響きを帯びていたような気がした。しかしゲンジにとってはこれが駄だ目め押おしになったようだ。

「あは、ははは……じゃあ、また明日！」

　ゲンジはそう叫ぶと、いつもの気け怠だるげな動きが噓みたいな機き敏びんさで、猛スピードで階段を駆け降りて行った。





The End　













著者あとがき






　どうも、円まど居い挽ばんです。

「はじめまして」の方に簡単に自己紹介しますと、普段は「ライトな読み味、ヘビーな読後感」をモットーにミステリーを書いてます（あと恋愛が絡んだり絡まなかったり）。特にどんでん返し的な展開が得意なので、そういう意味では『コクラセ』というのはまさにうってつけの原作で、縁に感謝しております。

　とはいえ実のところ、最初にノベライズのお話が来た時は断ろうと思っておりました（仕事の予定がパンパンに詰まっていたので）。しかし担当者氏の熱心なプレゼン攻撃を浴びた結果、かなりやりがいのある仕事だなと思い直して引き受けることにしました。

　実際、『コクラセ』に触れてみるとこれがなかなか……フリーゲーム文化には疎うとかったのですが、これほどのクオリティのものにカジュアルに触れることのできる今の中高生は幸せだなと思いました（これが無料なんですから恐ろしい！）。

　しかし『コクラセ』のシステムやお約束を小説形式に落とし込むにあたって、結構な試し行こう錯さく誤ごがありました。やはりゲームと小説は違うメディアなわけで……かなり時間を食ってしまいました。正味の話、執しつ筆ぴつしていた時間より悩んでいる時間の方が遙かに長かったですね（加えて、他人様の魅力的な世界観やキャラクターをお借りする怖さで手が縮ちぢまっていたというのもありました）。

　書き上げるまでは大変でしたが、こうして眺めてみるとバラエティ豊かでなかなか良い仕上がりになったのではないでしょうか。

　せっかくなので、各話の解説や読みどころなどをネタばらしなしで書いていきます。




・プロローグ




「ノベライズでは本編でやらないことをやっていこう」と思いながら三話まで書いた後、担当者の「ストレートに『コクラセ』っぽいお話も一つ読んでみたいです」という感想にハッとなり、急きょ追加した一編です。なので現実の時系列では一番最後に書いたことになりますが、上手いこと一日でパパッと書けてしまったのが印象的です。諸もろ々もろのコツをつかんだ後というのも大きいですね。

　コクラセメンバーの紹介、そしてコクラセという作品のフォーマットの解説をするためのお話ですが、個人的には一番気に入っていたりします。




・ＯＫティーチャー




「なるべく本編でなさそうな話を書こう」と考えて、シャーロック・ホームズの某作を本歌取りしてみました。個人的には上手いこと書けたと思っていますが、読者の裏をかくことに力を注ぎすぎたという反省もあります。やっぱりキャラたちが楽しそうにしゃべって動いて……幸せになってこその『コクラセ』ですからね！




・せぷてん




　最初は「カンタを活躍させるために、ホラー回があるといいな」という目もく論ろ見みで書きはじめたのですが、気がつけばメグの当番回になってましたね（いや、『ＯＫティーチャー』でカンタの出番が多かったので）。いや、このお話の場合はカンタよりメグの方がよかったとは思いますが。

　多目的棟に現れた謎の怪物〝せぷてん〟との攻防、そして四角関係など、結構欲ばったお話になっています。




・タイラント・ブレイク




「せっかくなんでコクラセ（あるいはゲンジ）のライバルを作ろう」という考えから生まれたのがタイラーです。ゲンジを源氏と見立てて、「だったらライバルは平氏……タイラーだな！」と三秒で考えました。天てん王のう洲ずはなんとなくライバルっぽい響きがしたので採用しました（余談ですが、この話を構想したのは第四話の公開前で、実は八王子も候補でした。危ない危ない……）。

　実際、ゲンジ対タイラーの対決は書いていてかなり楽しかったですね。紙幅の限界もあって、やや駆け足にまとめてしまい少し不安でしたが、読み返してみて結果的にいい塩あん梅ばいになったと思いました（頭にあったネタを全部書いていたら大変なことになってたでしょう）。




　最後に謝辞を。原作のgalanti先生（第四話、最高でした！）、そして素敵なイラストを描き下ろしてくださったどろみず先生、お陰さまで最高の本を出すことができます。本当にありがとうございました。











原作者あとがき






　コクラセが小説になると聞いて、正直最初は半信半疑でしたが、今こうしてすばらしい物語に仕上がり、原作者として感かん慨がい無む量りようです。

　コクラセはもともとフリーゲームとして公開されたものですが、ゲームを知る方も知らない方も存分に楽しめるストーリーになっていると思います。羽はね里さと高校の、主要人物からモブに至るまで、ひとりひとりがそれぞれの青春を謳おう歌かする、そういうにぎやかな作品です。本作にはそんな羽里高校の人々の魅力が十分に描かれています。

　原作ゲームと同じイラスト担当、どろみず氏の描く挿絵もストーリーの魅力をさらに高めていると思います。

　さて、コクラセというゲームは、ニコニコ動画が主催する「自作ゲームフェス」というゲームコンテストがきっかけで生まれました。

　賞金が欲しい、という単純な理由で。

　不純な動機で作られるゲームの主役は、アウトロー集団じゃなきゃいけない。悪わる賢がしこいが頼りになるグループ。そんな連中の行動に巻き込まれていく人々のドタバタ群像劇にしよう。舞台は高校で、恋愛を取り入れて……いっそのこと恋愛を操あやつってしまうグループにしよう。

　こんな感じで設定が積み上がり、「コクラセ」というグループが生まれたのでした。

ちなみに、ゲームは単発で終わるはずでしたが、その後「連載として続けていかないか」と声を掛けていただき、続編ではたくさんの新たなキャラクターも生まれました。彼らのうちの幾人かも本作で存在感を放っています。

　小説化にあたり物語を御執筆くださった円まど居い挽ばん氏、ゲーム同様に素敵なイラストを描いてくださったどろみず氏、ゲーム公開時からコクラセを愛し育ててくださった編集の稲いな葉ばほたて氏および斉さい藤とう大だい地ち氏に厚く御礼申し上げます。

　コクラセの活動はこの物語の後も続いていきます。次の依頼人は……あなたかも。








galanti




























原作

galanti

galanti







ゲーム制作者。２０１４年にフリーゲーム『コクラセ』を発表し、２０１５年からニコニコゲームマガジンにて連載開始。代表作に『Chime』や『走馬燈少女幻影』など。













著

円居挽

Van Madoy







ミステリー作家。京都大学在学中に推理小説研究会に所属し、『丸太町ルヴォワール』でデビュー。代表作に『シャーロック・ノート』シリーズ、『キングレオの冒険』など。













イラスト

どろみず

Doromizu







ここでも絵担当のどろみずです。コクラセはゲーム版もこちらの小説版も「犯人は●●」ネタバレにならないから風の噂で聞いちゃっても安心！　いやバラしちゃモッタイナイからお口はチャックでね[image: ]



















イラスト／どろみず

デザイン／清水香苗（CoCo.Design）












コクラセ








原作／galantiガランテ

著／円まど居い挽ばん
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本電子書籍は下記にもとづいて制作しました

ビーズログ文庫アリス『コクラセ』

2016年5月26日初版発行





発行人　三坂泰二

発　行　株式会社ＫＡＤＯＫＡＷＡ

〒102-8177　東京都千代田区富士見2-13-3

0570-060-555（ナビダイヤル）

受付時間　12:00～17:00（土日 祝日 年末年始を除く）

編集企画　ビーズログ文庫アリス編集部

編集協力　カドカワ株式会社　ニコニコゲームマガジン編集部
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